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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　長い、長い──それは果てしもない旅路のように思われた。

　身体からだを押し包む黒い道筋はいつまでもつづき、このまま晴れることなどないのではないかと不安に駆かられるほどだ。

　世界を覆おおった暗黒時代そのものだ、とシーラ・アランスは唐とう突とつに思った。

　それもまた、途と方ほうもなく長い、そして人々にとってはまさしく暗くら闇やみに覆われたにも等しい時代だったから。

　かつて、地上はただひとりの男のものだった。

　木も山も、海も、風も、水面みなもに反射する光のひと粒つぶも──生きとし生けるものの命さえもが。

　彼の許しがなければ日の下を歩くことも許されず、彼の怒いかりを買えば息ひとつ吸うことすら禁じられた、そんな時代が確かにあったのだ──と、教会の司祭たちは語り継つぐ。

　神への祈いのりの文句が、意識しないままに喉のどもと近くまでせり上がってきた。

　唇くちびるから放たれる寸前、ようやくのことで黒い雲を突つき抜ぬける。

　かつて人が暗黒時代をくぐり抜けたその瞬しゆん間かんのように、ぱっと差しこんだ光がシーラの両目を射た。

　が、ようやくのことで長い夜を終えた人々をその先で迎むかえていたのは──、

　戦場だった。

　夕暮れ時。

　緋ひ色いろに燃え立つ山々の上。獰どう猛もうな飛ひ竜りゆうたちが羽根を羽ばたかせ、空中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆けている。

　そう──かつては空もまた、ひとりの手の中にあったのだ。

　が、いまは違ちがう。空は神が我らに与あたえてくださったもの。この鋼鉄の翼つばさで飛ぶことを許された我らのもの。

　シーラ・アランスは操そう縦じゆう桿かんを前へと倒たおした。心臓エンジンが唸うなりをあげ、ぶ厚い風の層をえぐり抜きながら機体からだを前進させる。

　飛竜の上に組まれた櫓やぐらから、神の反逆者たちが発はつ砲ぽうを開始した。

　翼を傾かたむけ、オレンジ色の火線を避さけつつシーラはなおも突き進む。

　今度こそその向こうに楽園はあるのだ。

　そう信じ、シーラは自らも射しや撃げきを開始した。
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　ダンスパーティーがいかに自分に不似合いな場所であるかくらい、アウルにもわかっていた。

　つまり、立ち尽つくしている自分の姿などは最初から予想済みだったのだ。

　フロアで踊おどる男女をぼんやりと眺める自分。……手にはアルコール。……密着しすぎた少年少女たちの身体。……あちこちで揺ゆらめいている煙草たばこの煙けむり。教師が知ったら許してはおかない代しろ物ものばかり。特に、教会の教えに感化されているマロイ先生には決して知られちゃいけない。……だから〝優等生〟のレッテルを貼はられているぼくをどこか邪じや魔ま者もの扱あつかいする同級生たちの視線。

　何もかもが予想どおりだった。

　スタンなんかは自分から誘さそったくせに、すれ違いざま、「おい、成績優良生。マロイのスパイで来たんじゃないだろうな？」などと、あからさまな嫌いや味みを大声で言った。アウルもさすがにむっとしたが、みんなのじろじろとした視線と真っ向から立ち向かえるほどの勇気はなかったから、口の中で「まさか」ともごもご返事しただけだ。

　そんな自分も、浮かべた曖あい昧まいな笑えみさえも、すべて予想済み。

　誰からも相手にされない自分をくすくす笑う声も、耳みみ障ざわりなロブの大声も、ジェニーの甲かん高だかい笑い声も、踊りながらわざと女の子の身体を触さわろうとするスタンのいやらしさも。

　何もかもを無関心で耐たえられたわけではないにせよ、アウルは予想できていたことで唯ゆい一いつ楽しいものだけに意識を集中することができればそれでよかった。

　フロアの中央で踊るダイアン・ライリー。

　長く、赤い髪かみが舞い踊っている。きゅっとフロアを鳴らす靴くつを履はいた、細く引き締しまった足首。軽かろやかに回転すると、スカートの裾がふわりとなびく。ダンスの相手はひっきりない。次から次へと男の子たちが彼女の手を取り、腰こしを抱だき、互たがいに回り合う。

　その合間合間に同じ人気者の女子たちがダイアンを囲い、楽しく談だん笑しようし合う。

　アウルに割りこんでいける隙すきはない。隙を見いだす勇気もない。

　そもそも、他ほかの誰かと楽しくおしゃべりすることさえアウルには不可能だった。いくらルークの誕生パーティーだからって、いくらみんな普ふ段だんより開放的になってるからって、突とつ然ぜん、アウルがみんなの仲間のような顔をして話しかけでもしたら驚おどろくだろう。驚くだけならまだいい。敵意と、嘲ちよう笑しようと、侮ぶ[image: 蔑]べつと──この五年間で経験したあらゆる感情が倍増しになって襲おそいかかってくることもまた、アウルには容易に想像がついていた。

　本当の彼はとてもおしゃべりだったから──孤こ児じ院いんで多くの仲間たちがこいつに場の空気を持たせちゃいけないと決意させるまでに──、学校にいるときとのギャップがますます自分を笑いものにするだろうということも。

　ダイアンはまたルークの手を取っていた。

　仕方ない。彼の誕生日なんだ。彼が主役で、ということは、ヒロインは最初からダイアンに決まっている。ぼくはフロアの片かた隅すみにいる。脇わき役やくのひとりですらない。ただの通行人。樵きこりの格好をして。それさえも言いすぎだというなら、くり貫ぬいた穴から顔を出した木の役ならどうだろう。目立たず、しゃべらず、それでも適度に馬ば鹿かにされやすい役。ぴったりだ。

　アウルはため息をついた。もう充じゆう分ぶんだ。きらびやかな服装とそうでない格好の自分を比べて落ちこむのももう充分じゃないか。違うのかい？　まだ哀あわれなアウルを感じていたいのか？　いったい誰のために？

　アウルはダンスフロアから──正しくは、ダイアンの笑顔から──視線を逸そらし、背を向けた。背中で音楽を感じると、孤こ独どくはいっそうその度合いを増した。最初の一歩を歩き出す。楽しげな場所からいち早く退散する自分の立場にももう馴なれっこだった。

「よお、アウル。来てたのか。気づかなかったぜ」

　やにわに声をかけられた。振ふり向くのは少しばかり億おつ劫くうだった。笑顔を作り直してから、ふたたびフロアの正面を向く。やあ、とアウルはルークに手を挙げた。当然、その隣には肩かたを抱かれたダイアンの姿がある。

「もう何人と踊った？　あんまり周りの男を悔くやしがらせるなよ。ただでさえお前は鼻はな摘つまみ者なんだから」

「ぼくは、別に、誰とも」

　ぼくならもう少し上手うまいジョークを言うと思うよ。嫌味にしたって。

　ルークはわざとらしく目を丸くした。

「そうか、驚きだ。誰だれとも踊らないつもりなら、何だってわざわざおれの家にまで来た？　なあ、ダイアン。孤児院出身のくせして抜ばつ群ぐんに成績のいい奴やつなんてのは、どうもおれ程度の頭じゃ計り知れないようだぜ。ってことは、何か別に崇すう高こうな理由があったはずだ。ダイアン、何だと思う？」

　言いながら幅はば広ひろの肩をすくめる。何もかもがアウルとは正反対の少年だった。金色の髪にブルーの瞳ひとみ。黒い巻き毛のアウルは顔のつくりからして彼と並ぶと貧相に見える。体格は言うに及およばず。ルークの立派な体たい軀くは、バックスボールのザーロフ選手権第三位のチームエースである何よりの証あかしだ。

　と、その試合の際、チアリーダーを務めたダイアンが眉まゆをしかめた。本当のチアリーダーが風邪かぜで休んだため、周囲からの熱ねつ烈れつな要望に押される形で彼女がスタンドの前席に立ったのだ。もちろん、アウルはその彼女を見るためだけにスタンドへ赴おもむいた。

「よしなさいよ、ルーク。……ね、アウル。戻もどって、誰か誘ってみればいいのよ。ジェニーなんかどうかしら。アウルと背も釣つり合ってるし」

　真っ赤なドレスを着たダイアンのその言葉に他意はないはずだ。長身ですらりとしたダイアンと、一六〇センチもないアウルとでは釣り合いが取れないのも事実。アウルは彼女の肩かた越ごしに馬ば鹿か笑わらいしているジェニーを見た。これもダイアンは知らないはずだ。一度、アウルは教室で何かの弾はずみで倒たおれそうになったときにジェニーの肩を摑つかもうとしたことがある。そのとき、ジェニーは甲かん高だかく叫さけんでアウルの手を振り解ほどき、彼を無様に倒れさせたのだ。──「汚きたない！」

　アウルは気弱に微笑ほほえんだ。

「いいよ、ダイアン。ぼく、もうそろそろ帰らないと。寮りようには、その、門限もあるし」

　そう、とダイアン。ごく当たり前のことだが、別段、残念がっているふうでもない。アウルはまた背を向けようとした。が、

「おっと待てよ、アウル。優等生のおまえのことだ、別に少しばかり門限破ったって、そんな怒おこられやしないだろ。もうちょっとつき合えよ。これからが面おも白しろいんだぜ」

　ルーク、とダイアンのとがめるような声がした。今日の主役は口の端はしを吊つり上げてにやっと笑う。

「これから、スタンとおれとダイアンで肝きも試だめしやろうって話になってたんだ。夏の休きゆう暇かの前のちょっとした余興さ。なあ、おまえもつき合えよ。人数は多いほうが面白いし、な？」

　と、ダイアンの肩を引き寄せる。人ひと懐なつっこそうなルークの笑え顔がおがかえってアウルには気色悪かった。が、もう少しダイアンと──それも、四人だけなら自然に近い距きよ離りで──いられるなら、ルークとスタンの馬鹿垂れにつき合うのも悪くないような気がしていた。それがたとえ大きな代だい償しようを引き寄せることになったとしても。いいじゃないか。どうせもう今夜は充分味わった。もののついでさ。

「肝試し……って、ルーク、きみの家で？」

「まさか」ルークはとんでもない、というふうに手を振った。「魔ま王おう城さ」




〝魔王城跡あと地〟を名乗る場所は、全世界に一〇〇を下らないといわれている。

　が、そのほとんどが教会の手で破は壊かいされたり、アトラクション地として改装されたりしていて原型を留とどめていないのが現状で、歴史的に価値の残っているものはほとんどない。

　その中にあって、ザーロフ国南西端たんノールにある城は、いかにも地味な存在だった。

　確かに他ほかのそれと比べると歴史的な価値はあるかもしれない。一〇〇〇年以上も前の古めかしい城としての。が、それだけだ。一応、観光客用に新しく階段を作り直したり、その当時の剣けんや鎧よろい、書物といったものを大広間に並べて、ちょっとした博物館仕立てにしてみせたり、町から城へ向かう際に用意される馬車に魔王時代の装そう飾しよくを施ほどこしてみせたり、と工夫はしているのだが、あまり成果は挙がっていない。特に、魔王時代の装飾、というのは教会連合国内にある数十の魔王城跡地では絶対にできない趣しゆ向こうなのだが。

　雨に洗われた外がい壁へきや、楼ろう閣かく、台風で吹ふき飛び、現在補修工事中の物見の塔とう、かつては魔法で浮ういていたとされるが、現在は中庭の一角にたたずむあずまや──古めかしさを味わう風ふ情ぜいこそあるものの、かつて栄えていた魔法に対する華はなやかかつ残ざん虐ぎやくなイメージはつゆほどもなく、やはり観光客にアピールするほどの派手さに欠ける印象は否いなめない。

　この町で生まれ育ったダイアンたちにしても特別な思い入れはないようで、五年前に越こしてきたアウルも最初の日、閲えつ覧らん料金を払はらってぶらぶらするだけであとはもうすることがなくなってすぐに飽あきてしまった。

　しかし、ここ一ヶ月、別の意味で魔王城が興味を集めはじめていたのだ。

「これ使うの？」

「雰ふん囲い気きあるだろ？　車で乗りつけたり、ライトで照らすんじゃ台無しだからな」

　がたがたと揺ゆれる馬車内でルークは皆みなにカンテラを配っていた。アウルもひとつ受け取る。古びたものではなく、新品だ。教会連合国では庶しよ民みんにライトの使用が認められていないため、いまもこうした前時代的な灯あかりを使っているという。ルークの父か誰かが連合国から入手したものだろう。

　試しにカンテラの灯りをつけ、ルークが顔を下から照らして「ばあ」とおどけてみせる。くすくすとダイアンが笑ってその肩かたを叩たたいた。

「ねえ、でも本当に、魔王城へいくつもり？　あそこ、いまパリスの部隊が閉へい鎖さしてるでしょ」

「平気さ」と笑ったのは、会場から持ってきたらしいチキンにむしゃぶりついているスタンだ。「夜中だし、あいつら、ほとんどお義理にやってるだけだよ。入ろうと思えばどこからだって忍しのびこめるぜ。昔はずっと遊び場にしてきたしさ」

「でも、元々パリスが警備を申し出てきたのだって、変な噂うわさがあったからじゃない」

　ダイアンはルークの真似まねをして顔を下から照らした。鼻筋の通った顔が闇やみにボウと浮き上がる。彼女は声を低め、皆を見み渡わたすようにしながら、

「観光にいった旅行客が帰らなくなったり、遊びにいった子供が大おお怪け我がして帰って来たり。謎なぞの事件が相次ぐ中、城から逃にげ帰った観光客が言ったのよ。

〝化けものだ〟って！」

　最後に声を跳はね上げる。アウルはぎょっとして顔を引き、馬車の鉄枠わくに後頭部をぶつけた。あははは、とそれを見たダイアンが笑う。

「どうしようもない噂だけどね。あたし、パパと話しているパリスの人たちと会ったわ。リーダーのあの女の人、パリスの王族なんですって。それが何で軍人やっているのかはわからないけれど。お姫ひめさまが〝魔王城〟に興味でもあったのかしら」

　パリスは山さん岳がく地帯を挟はさんでザーロフと国境を接している国で、もっとも近い時期に教会連合入りした国でもある。

　それ以前も交流が盛んだった両国は、いまやザーロフとしては連合の橋はし渡わたし役として相手を重んじ、パリスとしては連合に入るよう呼びかけるなど、以前以上に話し合いの機会を持つことが多くなっている。半月ほど前にノールへやって来た一個中隊ほどの軍事部隊も、元々はザーロフの首都で合同演習を行うのが目的だった。

　が、連合との協力関係を深めることに反対する貴族の多くが、演習一〇日前になって難色を示しはじめ、それぞれが利害関係を密にしていた地方領主に呼びかけたため、ひとまず演習は取り止やめとなった。

　そうなると、立場的にもっとも苦しいのがノールの領主──すなわち、ダイアンの父のゲイルである。

　元々合同演習の案を出していた貴族に賛同の意を示したからこそ、ノールがひとまずの歓かん迎げい役をおおせつかったわけで、いきなり「帰ってもらえ」といわれても対応に困る。そこで今回の魔王城騒さわぎを持ち出したところ、パリスはこの城の警備を我々に任せてほしいと申し出てきた。合同演習に割り当てられていた期間一ヶ月の間。

　それで何とか互たがいの体てい裁さいを取り繕つくろうという案でしかないが、ゲイルにしてみれば渡りに船だ。ひとまず魔王城周辺を立ち入り禁止区域に指定し、パリスの軍事部隊に周辺の調査を任せる形となった。

　それから半月間。

「化けものを見たって話は聞かないね」

　アウルがおずおずと言うと、ルークは馬ば鹿かにしきったように肩をすくめた。

「はっ、元々の噂だってどうせ、観光客をもっと集めようって町の連中が騒ぎ立てただけだろ。いまさら魔ま王おうさまなんて時代じゃあるまいし。アウル、おまえ、魔法使いのシンパじゃないだろうな？」

「ま、まさか」

　アウルのあわてぶりを指差してルークはけたけたと笑う。魔法使いのシンパなど、教会連合の中ではそれだけで死罪を意味すると言っていい。ここザーロフでは比ひ較かく的てき魔法使いやら魔王時代の文化といったものには寛かん容ようだが、それでもわざわざ正体を大っぴらに公言する魔法使いなどそう多くない。

　教会連合との度たび重かさなる事件によって、いまや魔法使いといえばテロリストと同義語でもあるからだ。

「おっ、そろそろだ。ジェフ、ご苦労だったな」

　馬車の中でルークが腰こしを上げる。振ふり返った御ぎよ者しやのジェフは不安げに眉まゆを曇くもらせていた。

「坊ぼつちゃん、くれぐれも遅おそくなりすぎませんよう」

「わかってるよ。ここで待っててくれ」

　ノールの町から片道約三キロ。馬車から降りた場所は、広く道を切り拓ひらかれた森の中だ。当然のことながら、周囲はしん……と静まり返っている。

　カンテラひとつだけでは足もとを照らすのさえおぼつかなかったので、四人で光を寄せ合うようにしながら歩いていく。

　魔王城の周囲を囲った外がい壁へきの一角が、坂道の途と中ちゆうで草に埋うもれて見えていた。そこから壁かべを伝って歩いていき、梯子はしごを降りれば中庭へと出られるようになっている。近所の悪ガキどもが入場料を払はらうのを渋しぶって、ひそかに用意していた古い縄なわ梯子だ。

　スタンが先頭を切って梯子を降りた。つづいてダイアン、そしてアウルが梯子に手をかけかけたとき、坂道の向こうをライトがよぎった。

「急げ！」

　後ろのルークが小さく声を飛ばす。アウルはあわてて梯子を降りた。しかし気ばかりが急せいてあまり速度は出ない。ちっと舌打ちしたルークは、そんな彼ののろさを嘲あざ笑わらうように残りの数段を飛び越こえ、アウルより早く着地した。

　中庭に降りた四人は、何となく息をひそめ、顔を見合わせる。しばし沈ちん黙もくがつづいた。当然のことながら外壁の向こうのライトはもう見ることができない。ややあってから、スタンがためらうように口を開いた。

「パリスの部隊……って、本当に夜中まで警護してるとは知らなかったな」

　付近は立ち入り禁止区域だ。誰だれかいるとしたら、パリスの兵隊以外に考えられない。さっきのライトも見回りの兵士のものだろう。

「やだ、本当に何かいるんじゃないの？」

「ちょっとくらいスリルがないと肝きも試だめしにならないだろ。な、アウル？」

「う、うん」

　ダイアンの手前、率先して帰ろうとも言い出せず、アウルは曖あい昧まいに頷うなずいた。

　四人はふたたびカンテラの光だけを頼たよりに歩き出した。庭は時の流れを意識させようとしてか、あまり手入れされておらず、割れた踏ふみ石から雑草が伸のび放題になっている。かさかさという靴くつ音おとが奇き妙みように耳に障さわり、アウルはごくりと唾つばを吞のんだ。

　中庭を巡めぐる回かい廊ろうへと入り、そこから直角に道を折れ曲がった先にアーチ型の入り口がある。

　いつの間にかルークはアウルの背後に位置していた。先頭を歩かされていたアウルが入り口をカンテラで照らす。と、突とつ然ぜん、肉食獣じゆうの牙きばがぎらりと彼の目を射抜ぬいた。吞みこみそこなった悲鳴が「ひッ」という小さな唸うなりになる。

　が、よく見るとそれはアーチに描えがかれたレリーフだった。

「もう、脅おどかさないで」

　憤ふん然ぜんとするダイアンに、下品な笑い声をあげるスタンとルーク。何も言えずに冷や汗あせを手で拭ぬぐうアウルを横目でにらみつけ、ダイアンは改めてレリーフに光を寄せてまじまじと眺ながめはじめた。

「こういうの、あったっけ？　前に来たのって、もう何年も前だから覚えていないわ。ええと、これは──火の鎖くさりを巻きつけている狼おおかみ……ああ、巨きよ狼ろうザベルのレリーフね。魔王に仕えていたっていう、半魔半人の魔将のひとりだわ」ダイアンはひとりで頷いて、「ねえ、こういうの、教会連合の国々じゃ教えないんですってね。この前、ペンフレンドがそんなこと書いてたわ。魔王時代の話なんてほとんど知らないみたい」

　誰も答えようとしない。ダイアンを沈黙に取り残すのは気が引けたので、アウルが返事する羽目になった。

「教会連合じゃ、魔王時代の知識はみんな有害だからって。……歴史書とか、遺い跡せきとか、それでもまだ結構残っていたんだけど、数年前くらいから教会がそういうのを完全にこの世から無くそう、って言い出して、撲ぼく滅めつに当たっているらしいよ。ペンフレンドって言ってたけど、そのうち外部からの手紙も検けん閲えつするようになるんじゃないかな」

　へえ、とレリーフを眺めたままのダイアン。すぐに機き嫌げんの悪そうな声を出したのは無論、ルークだ。

「さっすが、おべんきょできる奴やつは違ちがうね。ほら、アウル。おまえに栄光の先せん遣けん部隊を任せてやる。あちこち見せながら、おれたちに歴史の講こう釈しやくしてくれよ」

　ぐいぐいとアウルの背中を押してくる。暗がりだから足もとがおぼつかず、危ないことこの上ない。何度か転びそうになって抗こう議ぎの声をあげてもルークは止やめなかった。

「ちょっと、やめなさいよ。ルークが無理矢理アウルを連れてきたんでしょ」

「ちぇ、ダイアンはそういうとこ、何ていうか、そつがないんだよな」

「何、ソレ」

　ダイアンが気色ばんだ。ルークはアウルを押すのを止めてそっぽを向く。嫌いやな空気が流れた。アウルはまたも馴なれっこな立場に立たされている自分に気づいた。結局、こういうときは一番立場の弱い人間が折れるしかない。

「平気だよ、ダイアン。ぼくなら、大だい丈じよう夫ぶ。ただの肝試しだろ」

　無理にアウルが微笑ほほえむと、すかさずルークとスタンが囃はやし立てる。「よっ、かっこいい！」「魔ま王おうが出てきてもおまえならやっつけられるぜ」アウルは無視して、アーチ型の入り口をくぐった。

　中はいっそう暗かった。

　入り口をくぐってたかが数歩で、アウルはよほど引き返したくなった。が、

　コツ、コツ、コツ、コツ。

　それから数分。

　幅はば広ひろの通路を、先頭切って歩かされつづけている。カンテラの光などせいぜい目と鼻の先をぼんやり照らす程度で、その向こうを見通すことはできない。たとえ五メートル先にパリスの兵士がいたとしても気づかないだろう。それに、そう、たとえ三歩先に正体不明の化けものが潜ひそんでいたとしても。

　アウルの心臓は速いリズムで踊りつづけていた。さっきまではルークとスタンが後ろで騒さわいでいたが、万が一、パリスの兵士が中にいることを考こう慮りよしてか、いまはすっかり静かになっている。

「ねえ、ちゃんと後ろにいる？」

　アウルは何度かそう訊きいて確かめねばならなかった。いるわよ、とダイアン。びびるなよ、とルーク。またそれから時間が過ぎたようだ。もう一度確かく認にんしたかったが、臆おく病びよう者もの呼ばわりされるのも嫌だったので、アウルは仕方なく、ルークに言われていたとおりに「歴史の講釈」をはじめることにした。声を出していれば少なくとも気はまぎれるからだ。

　──ガリオンと名乗る魔法使いが七王国を平定し、世界を統治しはじめたのが約一五〇〇年前。

　それから魔法による絶対支配がはじまった。当時、魔法の才能がある者は皆みな貴族として取り立てられ、その力が備わっていない民衆をはるか高みから睥へい睨げいした。

　ガリオンはさらに自らの血族にのみ有効な精せい霊れい増ぞう幅ふく機きを作り上げ、世界各地に設置。結果、一族の魔力は人間離ばなれしたものとなり、もはや民たみにとってガリオンは神にも悪あく魔まにも等しい存在にまで昇のぼりつめた。

　ガリオンはやがて、齢よわい一〇〇を超こえた頃ころに畏い怖ふと恐きよう怖ふをこめてこう呼ばれるようになる──『魔王』と。

　それから一〇〇〇年近くも魔法使いたちの支配はつづいた。彼ら貴族の頂上にいるのは変わらず三つの角を有した兜かぶとをその頭にいただいた魔王ガリオン。精霊の動きを操あやつるのが魔法ならば、ガリオンはもはや精霊さえも支配し、世界の法則すら自由にねじ曲げることのできる〝超ちよう魔ま法ほう〟の持ち主だったといわれている。

「……もっとも、教会連合の教える歴史じゃ、魔王はそんなに長生きしたわけじゃなくて、ただ単に代だい替がわりしていった当時の王がみんなガリオンを名乗っただけだろうって話だけど」

「夢のない話ね」

　相あい槌づちの間かん隔かくが長くなっている。飽あきられたかもしれない、と思っても、他ほかの話題探しに回す集中力さえいまは惜おしい。何しろ一歩一歩闇やみを進むだけで相当に精神をすり減らしているのだから。アウルにできることは、ただ知っている限りのことをしゃべりつづけることだけ。

「教会連合は、自分たちの歴史こそが輝かがやかしいものだと証明したいだけなんだ。昔の戦争と同じで、勝者は常に敗者の歴史を悪あしきものだと断定し、破り捨て、あるいはインクで塗ぬりつぶし、書き換かえたがる。魔王を斃たおした英えい雄ゆうたち──つまり、教会連合の基き礎そをつくった王たち──はいつの間にか世界を創世した神の子孫ということになってるし、さっき魔王は何人もの王がいただけだ、と言う一方で、魔王とは人間じゃなくて神に敵対する邪じや悪あくな魔物だった、とさえ断定してる書物もある。魔王を斃したあとに行われた悲ひ惨さんな魔女狩がりについても、その行こう為いを正当化させる記述ばっかりで、立証責任のなかったでたらめな裁判や、大勢の人々が恐怖に震ふるえて過ごした現実については一いつ切さい触ふれられていないんだから……」

「アウル！」

　突とつ然ぜんの叫さけび声と背中に何かがぶち当たるような感覚にアウルは飛び上がった。シャツを摑つかんでいるのはダイアンの手だ。

「な、なな、何？　何かいた？」

「逆よ！　誰だれもいないわ。ルークもスタンも！」

　心臓を冷たい手で鷲わし摑づかみにされた。アウルはおそるおそる振ふり向く。すがりついてくるダイアンの向こうにカンテラを向けた。闇が薄うす明あかるく切り取られた空間に二人の姿はなかった。あちこち光を移動させても、大理石の通路が長く延びているのがおぼろげに見えるばかり。

「ねえ……、いないわ」

「う、うん」

　怯おびえる気持ちとはまた別に、耳をくすぐるダイアンの呼吸にアウルはドキドキしていた。ドレスから着き替がえたシャツとズボンという軽装の彼女がぴったりと密着している。柔やわらかく、そして思いがけないほど熱い。アウルは何度も咳せき払ばらいし、カンテラであちこちを照らす振りをしながら、このままでいられる状態をもう少し先延ばしにしようと小ずるく考えていた。

　こんなときでなけりゃ、ダイアンとこれほど近い距きよ離りでいられることなんてあり得ない。

　何しろ彼女は領主の娘むすめだし、近い将来、ザーロフ王宮での社交界デビューが当然のように約束されている身。ぼくはルークのように貴族のご子息でもなければ、スタンのような大商家の家いえ柄がらでもない。それどころか両親の顔も名前も知らないまま、暗く、寒い土地で一〇年を過ごした。口さがないあの女の子──サラなんか、おまえは両親に捨てられたのよ、って言っていたっけ。孤こ児じ院いんの大人たちはいつもぼくを真ま面じ目めだ、とか勉強熱心だ、とか誉ほめたたえてくれたが、ただ勉強に没ぼつ頭とうするしか、長い一日を過ごす方法がなかったというだけの話だ。

　ノールの学校への推すい薦せんが決まったとき、アウルの心は躍おどった。それも貴族たちが通う王立学校だ。暗い土地からの脱だつ出しゆつは、少年の胸にはそのまま輝かがやかしい栄光の道に思えた。何もかもが違ちがう世界へいけるんだと信じていた。

　しかし、現実はいまのとおりだった。暗く、寒い土地は孤児院そのものだったのではない。アウル自身だった。どこへいこうと変わりようがない。むしろ周囲が光り輝くぶん、アウルひとりの抱かかえる暗さ、寒さが際きわ立だった。

　入学初日。……いまも覚えている。孤児院の人たちがぼくのために精いっぱい苦労をして買ってくれたあの服。何よりも誇ほこらしかったはずなのに、あの日、それが何よりも惨みじめな代しろ物ものに思えてしまった。みんなのじろじろとした視線。慣れはじめ。嘲ちよう笑しよう。ルーク。おい、見ろよ、どっかのドブネズミがもの凄すごい贅ぜい沢たくをして潜もぐりこんできたぜ……。

[image: ]

　ドン！

「きゃあっ」

　ダイアンが悲鳴をあげて、さらにアウルにすがりついてきた。左手側の壁かべがいきなり物音を発したのだ。

　また沈ちん黙もくがつづいた。アウルとダイアン、二人の息いき遣づかいだけが近い距離で聞こえている。そろそろとカンテラを移動させようとした矢先、ドン！　とまた鳴り響ひびく。

　アウルは、自分の肩かたに顔を伏ふせるようにしたダイアンの背中を抱だいた。「誰だ！」と勇ましく叫ぼうとするも、喉のどが塞ふさがれたようになって声が出ない。

　ドン！

　音が移動している。壁伝いに。アウルは息を吞のんだ。まるで心臓の鼓こ動どうにあわせて世界そのものがぐらぐら揺ゆさぶられているかのようだった。ろくに何も考えられない。音にあわせてカンテラを移動させようとしたのは、ほとんど本能的な動作に過ぎなかった。

　ドン！

　突然、もの凄い力で背中を押された。

「きゃあああ！……」

　ダイアンの悲鳴が尾おを引く。

　アウルは闇に吞まれた。そのままふうっと物音すべてが遠ざかっていく。

　床ゆかにへたりこんでいたダイアンはいきなり腕うでを取られ、はっと見上げた。ルークだ。腹を抱えて大笑いしている。

「見たか？　おい、あいつ、すっげえ顔してたぜ」

　前からはスタンがやってきた。こちらも笑っていた。二人がかりで仕し掛かけた悪戯いたずらだったらしい。スタンが音を鳴らして注意を引きつけておいてから、背後からルークがアウルを突つき飛ばしたのだ。

　ダイアンはルークに腕を取られるまま立ち上がった。唇くちびるをわなわなと震ふるわせている。

「何のつもり、ルーク！　あたしまで脅おどそうとするなんて！」

「ははは、悪かったよ。おまえも怯えていたほうが、アウルを死ぬほど怖こわがらせてやれると思ったしさ」

「ええ、ええ！　そうね！　死ぬほど怖かったわよ！」

「ダイアンには演技力があるから、おれはきみを計画に参加させても大だい丈じよう夫ぶだって言ってたんだけど」

「手て前めえ、スタン、こんなところでいい子ぶるなってんだ」

　男二人がはしゃいで取っ組み合う。ダイアンは呆あきれ顔でそれを眺ながめ、それから、ふうっと肩の力を抜ぬいた。さっきまで濃のう縮しゆくされていた未知の闇やみが、いまやすっかり映画のスタジオで演出されただけの暗がりと化していた。

　よほどショックが大きかったのか、アウルはまだ立ち上がろうとしていない。ダイアンは彼が突き飛ばされた辺りへ足を運んだ。

　誰もいない。

　ルークのカンテラを拾い上げ、辺りを照らしてみる。

　誰だれもいない。

「ちょっと……」小さく声を出すが、まだはしゃいでいる二人には聞こえない。「ちょっと！」

　大声を出すと、ルークとスタンが取っ組み合うのをやめてこちらを見た。

「アウルが……アウルがいないわよ！」

　二人は顔を見合わせ、小こ馬ば鹿かにしたような笑えみを浮うかべるとダイアンのほうへ歩み寄った。さっき彼女がしていたようにあちこちを照らし上げる。

「おーい！　走って逃にげちまったか？」

「ちびったんで、恥はずかしくなってどこかに隠かくれてるんだろ」

　そんなはずはない。ダイアンからは、アウルの影かげが動くのは見えなかった。突き飛ばされた直後、そのまま消えたのだ。

　ふたたび闇が底知れぬ脅きよう威いを引き連れてダイアンを包みこんだ。
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　悲願達成を目の前にして、ガイツは深々と息を吸いこんだ。

「長かった」

　そう、長い長い時が過ぎた。

　この瞬しゆん間かんを夢見た少年時代から、すでに半世紀以上。病びよう床しようにあった母が倉庫から古い書物を探し出してくるよう命じたあの日。その書物を読みふけり、自らに流れる血の秘密を知った、あの秋の夕暮れ。時が経たつのも忘れ、倉庫の中、月明かりの下で紅潮した彼の瑞みず々みずしい肌はだはいまやすっかり深い皺しわに覆おおわれ、年老いてしまったが、あのときに感じた興奮と果てしもなく誇ほこらしい気持ちはいまも衰おとろえぬままだ。

　母が息を引き取り、天てん涯がい孤こ独どくになっても、魔ま法ほう使つかいというだけで故郷から追われ、教会連合軍に目をつけられて追いかけられる羽目になっても、なかなか職にありつけず、盗ぬすみをくり返してはまた追われ、いき着いた先でもまた通報されては逃とう亡ぼうをくり返していても。

　ガイツは必ず、今日というこの日が未来にあるのだと信じて疑わなかった。

　若者でなくなり、壮そう年ねんと呼べる年ねん齢れいでさえなくなっても、ガイツは教会連合圏けんでない片かた田舎いなかで細々と塾じゆく教師をやりながら、ひたすらに『遺い跡せき』を求めつづけた。彼のような魔法使いが連合圏に赴おもむくのはまさに自殺行こう為いに等しかったが、しかし『遺跡』の大半は連合圏にあったので、彼は何度となく名を変え姿を変え、ありとあらゆる場所に潜もぐりこんでは調査を行い、そしてそのたびに絶望を味わいながらも、最小限の希望だけは歯を食いしばってでも捨てず、泥どろ水みずを啜すするような毎日を過ごしつづけた。

　そして、いま。

　ついに見つけたのだ。そしてついに手に入れるのだ。

　このわたし、ガイツ・ローイェが、〝魔王〟としてのすべてを！

　ガイツは目もくらむような高こう揚よう感かんに打たれ、ふたたび肺いっぱいに息を吸いこんだ。かび臭くささなど気にもならない。どうせ世界の底辺を見てきたこの身だ。これから駆かけ上がる栄光の階段を思えば、むしろ貧ひん窮きゆうと惨みじめさを感じさせるこの臭においは、そうした日々との惜せき別べつの香かおりだった。

「さあ……いくか」

　彼は震え声で囁ささやいた。

　一歩、足を進める。暗がりの中。ごちゃごちゃと古びた剣けんやら鎧よろいやら、腐くさった木箱やテーブルなど、雑多にものが積み重ねられていて、足の踏ふみ場もない。歩くたびに低い天てん井じようから垂れ下がった蜘蛛くもの巣が顔にかかる。普ふ通つうの人間なら灯あかりもなしに歩くことなどできまい。

　が、ガイツのかけている眼鏡めがねはガイツ本人の疑ぎ似じ人格が埋うめこまれてあり、常にある種の精せい霊れいへの〝干かん渉しよう〟を自動的に行ってくれる、いわば魔道具だ。たとえ星ひとつない暗くら闇やみの下でも、この眼鏡さえかけていれば真っ昼間も同然──とまではいかないが、曇どん天てん模様の夕暮れ時くらいの明るさにはなる。

　足もとに突つき出た角材を踏み越こえて、ガイツは慎しん重ちように歩みを進めた。

　おお、これだ。この椅い子すだ──ガイツの眼鏡が、視界の中央に薄うすぼんやりとそれを映し出す。これを求め、彼は八〇余年の生しよう涯がいを生きてきたのだ。

　ライバルは増やしたくなかったから、家庭も持たなかった。こちらの素す性じようが知れると面めん倒どうになるので、どんな人間にも──たとえ同じ魔法使いといえど──決して心を許すことはなかった。

　このためだけに貫つらぬいた天涯孤独。それももう終わる。

　城の周囲、そして内部にも連合の兵士たちがいたのは奇き妙みようだが、見つからずにやってこれたいまとなっては問題もあるまい。もちろん、新たな「王」にはじめて会う彼らだ。「王」へ対するにふさわしい態度を持ってもらわねば困るがな──ガイツは自分の思いつきにくすくすと笑う。

　そのユーモアが彼の頭と身体からだを軽くしてくれた。

　さあ、落ち着くんだ。ここに至ってはもう邪じや魔まするものなどありはしない。この魔王城の最下層は幾いく重えにも封ふう印いんがかけられていた。この町──ノールの住人は一生かかっても気づきはしなかったろうが、それをひとつひとつガイツ自身が解いたのだ。ここの存在など誰も知るはずがない。ガイツはもう一度息を吸い、そしていよいよ椅子に腰こし掛かけようとした。

　これぞ、新たなる伝説への第一歩だ。歴史書の一行目には何と記させよう？……椅子に背を向け、その腰こしを落とそうとした瞬間、

「ぅわああああーーっ！」

　頭上から鳴り響ひびく声があった。ガイツはほくそ笑む。おお、このわしを祝福しようと天が騒さわいでおるわ。

　悦えつに入った表情で両手を左右に広げ、天を仰あおぎ見る。

　その目がぎょっと丸くなった。眼鏡に映し出されたのは上から降ってくる人ひと影かげだ。ぐんぐんと大きくなってくる。ガイツはあわてて後ろに退さがろうとして、床ゆかに散らかっていたものに蹴けつまずいて転てん倒とうした。

　もうもうと埃ほこりが雲のように湧わき上がってくる。手を振ふりたくってそれを追い払はらったガイツは、何事が起きたのかと身を持ち上げた。

　信じられない光景が網もう膜まくを灼やいた。

　見知らぬ何者かが椅子の上にいる！

「ああああッ」

　八〇余年の生涯を否定するようなその光景を前に、ガイツの絶ぜつ叫きようがこだました。




　死ぬ、という思いをアウルは生まれてはじめて味わっていた。

　背中を突き飛ばされ、壁かべに激げき突とつしそうになったあのとき、なぜだか目の前の壁がすうっと搔かき消えて、そのまま暗闇の中へと転げ落ちたのだ。

　長い時間が経ったような気がした。わずか一いつ瞬しゆんのような気もした。

　風を切って落ちていくアウルに、石の地面が迫せまり来た。頭から落ちていく。何も考えられなかった。こういうときに機転を利きかして助かるヒーローなどしょせん夢物語だ。ただ、死ぬ、とだけ思った。

　アウルは目を閉じた。

　自分の死から遠ざけた視界は真っ暗くら闇やみに閉ざされ、そしてその瞬間、アウルはいきなり頭と爪つま先さきがくるりと回転するのを感じた。

　まるで、巨きよ大だいな、けれども優やさしい誰だれかの手に受け止められたかのように、すとんと硬かたい感かん触しよくに尻しりを座らされる。

「え？」

　いきなり身を切っていた風がおさまったので、アウルははっとなった。なびいていた前まえ髪がみがふわりと額に落ち着く。助かった……のか？　それとも死後の世界？　神さまが少しだけ気を利かせてくれて、死の痛みをなくしてくれたのかも。そう、どうせ感じるのは一瞬だけなんだし──。混乱したまま、おそるおそる目を開けようとする。

〝うわーい！〟

　びくりとアウルの背筋が波打った。ぱちぱちと色とりどりの火花が暗闇に散る。

〝あははははは！　やっと、やっとこのときが来たんだね。長かった。長かったよぉ。本当に、本当に長かったんだからぁ！〟

　声が鳴り響く。そのたび、アウルは雷かみなりに打たれたかのような衝しよう撃げきを受けてびくりびくりと震ふるえる。声も発せずに身み悶もだえしていると、糾きゆう弾だんするようなその幼い声が、あわてたようにトーンを変えてきた。

〝ああッ、ごめんね、魔ま王おうさま。すぐにあたしとの〈意識の手〉をつなげるから。そうすれば、魔王さまはあたしといっしんどうたいだよ。今度こそ、ずうっと、ずうっといっしょなんだよ！　ね、ね、早く。早くいっしょになろっ。しょーにんしてよ！　しょーにん、しょーにん！〟

　がくがくと身体が揺ゆさぶられる。まるで見えない巨大な手で摑つかまれた挙句に脅きよう迫はくされている感じがした。
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〝しょーにん、しょーにん、それ、しょーにん、しょーにん！〟

　リズムにあわせてアウルの視界が白く瞬またたく。

　放ほうっておくといつまでも落らく雷らいがつづきそうだったので、アウルはほとんど無意識のまま頷うなずきかけていた。

「わ……わかったよ。承しよう認にん……」

「やめろおおおおっ！」

　誰かが大声でわめいた。が、アウルは最後まで言い終えた。

「……する……」

　瞬間、落雷がぴたりと止やんだ。アウルはがっくりと力を抜ぬいて背もたれに体重を預けた。

　よくわからないが、ルークが仕し掛かけた悪ふざけも終わったらしい。どうせスタンと二人して隠かくれて大笑いしているんだろう。

「ふう」とひと息ついたのも束つかの間、眼前にいきなり黒い幽ゆう鬼きのような姿がぬっと現われた。

「き、きさ、きさ、貴様ァ」

　ぎらぎらとした眼光、荒あらい息を洩もらすぺしゃんこの鼻。「きゃあ」とひと声悲鳴をあげたアウルは、思わず逃にげようとしかかった。

「どこの魔法使いだ!?　もしや、貴様こそがあのレイバック家の跡あと継つぎなのではあるまいな！　そうなのだろう、そうに違ちがいない。ええ！　そうだと言ええええ！」

　肩かたを摑つかまれて、ふたたび前後にがっくんがっくん。

　あわわわわわ、とアウルの悲鳴が微び妙みようにビブラートする。

「よいわ、貴様の処しよ罰ばつはあとで下そう。とりあえずそこをどけ！　貴様などに魔王の力など渡わたしてたまるものか。このわしこそが新たなる伝説の主役なのだからな！」

　一見、細そうに見える彼はひょいと腕うでのひと振ふりでアウルを突つき飛ばした。

　鼻を鳴らしながらどっかと椅い子すに腰こしを下ろす。後頭部を押さえて立ち上がりかけたアウルは、周囲がさらなる暗くら闇やみで覆おおわれるのを感じた。

　それも一瞬、今度は逆に先ほどよりも明るさが増していく。

　アウルはあんぐりと口を開けていた。辺りの様子が一変している。ちらっと目にしただけで古い倉庫か何かと思われるほど散らかっていたものが一瞬にしてなくなり、もうもうとしていた埃ほこりっぽい風もきれいに晴れて、冷たい空間を彼らに提供していた。

　そこにはむしろ、ぞっとするほどに何もなかった。

　数本の柱が建ち並び、その中央、何段か高い位置にあの椅子がある。一本一本の柱の前に、まるでもの言わぬ忠実な護衛のように人型をした甲かつ冑ちゆうが立てかけられてあった。

　そう、この雰ふん囲い気きは、まるでお城にある謁えつ見けんの間そのものだ、とアウルは思った。

「おおお！」

　椅子に腰こし掛かけた黒い人ひと影かげが叫さけぶ。その椅子すらも光り輝かがやいていた。ぼんやりと目を向けかけたアウルは、その背もたれの頂点部に、あるレリーフが象ぞう嵌がんされているのに気づいた。

　二匹ひきの竜たつが互たがいの尻尾しつぽを喰くらい合っているようなそのレリーフは、かつてこの世を支配していた魔法使い──魔王ガリオンの象しよう徴ちようであった。

　現在、世界に一〇〇以上ある〝魔王城〟のどの遺い跡せきにもないはずの代しろ物ものだ。一時期、まだ魔王が極東の島国の王でしかなかったとき、自身のデザインを気に入って、ガリオンは自分の持ち物などにこのエンブレムをよく使用していた。が、全土を支配以後は「この世のすべてがわたしのものになった」ため、わざわざ自己主張をする必要もなくなり、エンブレムは長い間使用されることはなくなったのだ。

　さらに魔王の時代以後、彼のすべてを憎にくんだ人間たちのために、魔王に関係するありとあらゆるものが破は壊かいされた。エンブレムのような目立つ代物を施ほどこされたものはなおさらだ。アウルは孤こ児じ院いん時代に読んだ本の内容を思い出していた。現存しているものが果たして三つ以上あるかどうか疑わしいと、あの本には書いてあったっけ──。

「やったぞ！」その叫びがふたたびアウルの注意を引き戻もどさせた。「ついにこのわしこそが、新たなる魔王に……！」

　黒い人影が拳こぶしを振り上げる。と、いきなりぐらぐらと足もとが地じ震しんのように揺れはじめた。アウルは反射的に身を伏ふせ、立ち上がりかけていた人影は椅子から転げ落ちる。もはや何がどうなっているのやらアウルにはわからない。さらには、柱の前で永遠に沈ちん黙もくしているはずの甲冑たちまでもががしゃがしゃと音を立てて動きはじめた。

　悪戯いたずらにしても手が込こみすぎている。古びた形のその甲冑兵士たちが手に手に剣けんやら槍やりやらのきらめきを引き連れてこちらへ向かってくるのをどう考えたらいいのだろう？

「うわあああ！」

　という悲鳴はアウルと黒い人影が仲良くハーモニーさせたものだが、すぐに人影のほうの声のみが鳴り響ひびく結果となった。鎧よろい武者たちはアウルを素す通どおりし、椅子から転げ落ちた彼めがけて歩いていたのだ。

　無造作なまでにブロンズの槍が振り下ろされる。あわてて人影は身をかわすが、その背後にはさらにもう一体の像が迫せまっていた。腰の剣を引き抜き、背中から突きかかる。「ひえええ！」と彼は床ゆかを転がってこれを避さけた。火花を散らした剣けん先さきは床石を貫つらぬいていた。

「やめ、やめてくれ。バァル・ローラナ！　わしがわからんのか。わしこそ、魔ま王おうガリオンさまの血筋を受け継つぎしもの！　この城の正統なる後こう継けい者しやであるぞ──わわわっ」

　勇ましい吠ほえ声が、がしゃ、がしゃ、がしゃ、という騒そう々ぞうしい物音に搔かき消される。

「助けてくれえっ……わかった、わかった！　ローラナ、いえ、ローラナさま。お助けを、お助けを！」

　黒い幽鬼じみて見えた彼は、黒い、古びた頭ず巾きんつきのローブをまとった老人だった。が、見えたのも数瞬しゆん、逃げようとする彼の姿もブロンズの光こう沢たくの群れに隠れて見えなくなる。

　アウルはほとんど茫ぼう然ぜん自じ失しつとしたままそれを眺ながめていたが、完全に老人の姿が消える寸前、その腕がこちらめがけて突き出された。

「お、おい、止めてくれ！　貴様にしか止められんのだ！　うひょおっ」ぴょんっ、とジャンプして槍をかわす老人はなおもがなり立てる。「この城に〝承しよう認にん〟された貴様の命令しかローラナは聞かん！　わしのことを侵しん入にゆう者しやとみなしておるのだ。この、この八〇余年もの生しよう涯がいをこのときのためだけに生きてきたこのわしを差し置いて、貴様などを……あひゃあっ」

　傾なだれかかる剣の群れを、ほとんど軟なん体たい動物のように身体からだをくねらせてかわす老人。凄すさまじい。状じよう況きようが状況でなければアウルは思わず拍はく手しゆしていたに違ちがいない。

「頼たのむ！　おほっ。ローラナを止めて……ひえいっ」

「ど、どうやって？」

　思わず声を返していた。

「ローラナと意識の手を交かわし合ったのだろうが！　命令するだけで……くそっ！」老人は毒々しい顔で怒ど鳴なった。「どうやって、だと？　魔法使いならばわかるはず。貴様、魔法使いでさえないと言うのか！」

「は、はい。で、でも魔法使いでないってことで責められるのははじめてだけど。そんなにいけなかったですか？」

「ええいっ、あの椅子にもう一度座るのだ！　そうすれば……あわわわっ」

　ほとんど常人離ばなれしていた彼の運も底そこを尽つきかけていた。ついにバランスを崩くずし、前のめりに倒たおれかかる。表情のない武者たちがいっせいに伸のしかかっていった。

　アウルは急いで立ち上がり、椅子に駆かけ寄った。きらきらと光っていて、物置に長年放ほうり投げだされていたようだった椅子が、きらびやかな玉座と化している。一瞬の戸と惑まどいを吞のみこみ、アウルは勢いよく椅い子すに腰こし掛かけた。

　頭の中を、ふたたび音も光もない雷かみなりが閃ひらめく。アウルは低く呻うめいた。頭がきりきりと痛む。まるで、誰だれかが無断で脳のう味み噌その一部にわけ入ってきたかのようだ。その誰かはあろうことか頭の中でラッパを吹ふき鳴らし、大だい歓かん声せいをあげていた。

〝それーいけー！　簡単に殺しちゃつまらないぞぉ。ぎりぎりまで追いつめてー、そうそう、そして殺すと見せてー、殺さなーい〟

　あはは、あははは、という笑い声が甲かん高だかく響き渡わたる。鼓こ膜まくを震ふるわせて届くものではないその声がもたらす不快感を、アウルは何度も喉のどを鳴らして耐たえながら、

「やめてください」

　と言ってみた。

　何も起こらない。歓かん声せいと老人の悲鳴はなおも絶え間なかった。苛いら立だちが脳味噌の違う部分に搔そう痒よう感を誘さそった。誰の悪戯かわからない。だけどもういいだろう？　ぼくはもう充じゆう分ぶん怯おびえたさ。ダイアンの前でかっこ悪いところも見せたじゃないか。だから、もう、もう……。

「やめろー！」

　声の限りにアウルが叫さけんだ途と端たん、ぴたりと甲かつ冑ちゆうたちの動きが止まった。一瞬にして城内が静まり返る。と、

〝……魔王さま、何かいけなかった？〟

　打って変わって弱々しい、おずおずとした問いかけが聞こえてきた。今度は不快感もない。となると、状況を理解できていないアウルの態度も弱くなる。

「えーと、いけないと言うか……相手も嫌いやがってるし、もうそろそろいいんじゃないかなー、と思って……」

〝だってだって、侵入者だもん！　魔王さまを突つき飛ばすし！　そんな無礼な奴やつ、魔王さまなら絶対にお許しにならないと思って……さんざんいたぶって、この世のありとあらゆる恐きよう怖ふと痛みを味わわせて、魔王さまに逆らうというのがどういうことなのか、肉体のみならず、その魂たましいにまで思い知らせてから、その首をさらしものにしてさらに三〇〇日間生き長らえさせて、民衆への見せしめに……〟

　段々感情が昂たかぶってきたのか、身動きを止めていた武者たちが震えはじめた。「やれやれ」とようやく剣けんと槍やりの隙すき間まから身を這はい出させていた老人めがけ、ふたたび得物を振ふりかざそうとする。あの声と武者たちが連動しているのは間違いないらしい。

「ひええええ！」

「やめなさい！」

　ふたたび一いつ喝かつ、ぴたりと静止する剣と槍。老人の悲鳴が城内を震わすのはもう何度目か。彼は鼻先に群がってきらめいている剣を眺めながら、ようやくのことで甲冑たちの合間から抜ぬけ出てきた。

「お……おまえ、わしで遊んでいるのではなかろうな!?　寿じゆ命みようが一〇〇年ほど縮まったぞ！」

　まだそんなに生きるつもりなの、という突っこみはさておいて、アウルは奇き妙みような感覚を味わっていた。奇妙といえば自分のいま置かれている状況ほど奇妙なものもないが、それ以上に、いままで感じたことのない感覚を肉体が享きよう受じゆしているのだ。

　命令を下した瞬しゆん間かん、アウルは声に出して「やめろ」とは言ったものの、声そのものが命令として「受け取られた」わけではない、と本能的に感じていた。姿なき声の主と、これも姿のない何かでつながっているのだ。自分の感情や意思を、知らない誰かと共有し合っているような、不可思議で未体験の感覚がアウルを混乱状態に陥おとしいれていた。

　その混乱状態が、むしろアウルをスムーズなまでに次の状態へ移行させたといっていい。

〝あれ？……〟

　どくん。

　アウルの心臓が脈打つ。震しん動どうに合わせて世界までもが揺ゆれ動いたような気がした。

〝魔ま王おうさま、あたしを感じてくれているんだね。そうだよ、バァル・ローラナは魔王さま。ローラナのすべては魔王さまのものなの〟

　どくん。

　心臓が脈打つごと、体内を血液が駆け巡めぐる。しかし、この血は果たして人間のものだろうか。アウルは青と黒が入り混じったような邪じや悪あくな色の血をイメージした。そしてこの果てしなく巨きよ大だいな肉体は誰のものだ？　おかしな気分だ。確かに自分の身体からだに血が流れていくこの感じ。それなのに血液は自分のものじゃない腕や足にまで流れこんでいく！

「ああ……」アウルは呻いた。

　声そのものが城内におびただしい響ひびきとなって轟とどろいた。もそもそとようやく這い出たばかりの老人が耳を押さえている。

「く、くそ。ローラナめ、やはりそのガキを選んだのか」

　毒づいたとき、背後でがしゃりと音が鳴り、老人は飛び上がって口を押さえた。が、三度襲おそいかかってくるかに思えた鎧よろい武者たちはまったく逆に力を失い、糸の切れた人形のようにその場にばらばらになって転がっている。

〝感じる。あたしも、魔王さま。何なの、これ？　少しおねむしていた間、いっぱい弄いじくられたみたい。ヘンな人たちも大勢いるの！　気分悪いでしょ、魔王さま！〟

「気分……悪い。そう──だね、そう……」

　不可思議な感覚に慣れてくるにつれ、今度はその感覚に対する違い和わ感かんが胸のあたりをむかむかとさせてきた。

〝今度は勝手しないから、魔王さま、安心してね。ローラナは覚えのいい、とてもいい子なんだよ。だから、魔王さま。まだローラナに慣れてないみたいだから、あたしがあたしの中を見せてあげるね。それに、あの子たちもあたしの中に感じるでしょう？　あの子たちもいま、魔王さまを感じている。早く目を覚ましたがっている。魔王さまに会いたがっているの〟

　言葉の意味などまるでわからない。それなのに感じるのだ。ローラナに慣れる、というのがどういう意味なのか、そしてローラナの言うあの子たちの存在をも、アウルはその身でもって理解していた。

　ぞくぞくとした、寒気とも、熱気ともつかない何かがアウルの身体を満たしていく。

「おお!?」

　老人が驚おどろきの声をあげる。

　広間のあちこちから床ゆか石いしがせり上がったかと思うと、それらがまるで包ほう囲い網もうを敷しくかのようにアウルたちの周囲に集まってくる。一部の隙すきもなく四方を囲った柱は奇妙にのっぺりとして見えた。

「おお、これが魔眼を映し出す鏡──魔鏡か」目を輝かがやかせた老人は、次の瞬間には舌打ちしていた。「くそっ。何ゆえもって、このわしが、こんな立場で感激せねばならんのだ。これではまるで一大イベントを前にした、ただの解説役ではないか」

　が、いまのアウルには彼のぼやきなどまるで聞こえていなかった。

　現実のそれとは違ちがう目と耳が、いま、アウルの五感を支配しつつあったからである。
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　ダイアンは息を殺して歩いていた。

　前をいくルークとスタンも同様だ。足音ひとつ──どころか、息いき遣づかいひとつにも気を遣いながら、まるで水中でも歩いているかのようにそろそろと歩みを進めていく。

　もどかしさが焦しよう燥そう感かんを駆かり立てる。何度か背後にちらちらと視線を流しながら、ダイアンは生なま唾つばを吞のみこんだ。くり返すこと数度。永遠にこの静せい寂じやくがつづくかと思われた──と、そのとき、無理矢理に保たれていたその均きん衡こうがあっという間に破れた。スタンが一気に駆け出したのだ。

　ルークがつづき、ダイアンも走り出した。赤い髪かみが翻ひるがえる。夜に取り残されるのは死んでも嫌いやだった。太り気味のスタンはともかく、ルークの全力疾しつ走そうにはとても追いつけない。大きな背中が遠ざかっていくのを眺ながめながら、しかしダイアンの目はほとんど何も見ていなかった。

　得体の知れない寒気が身体の芯しんに残っている。

　先ほど、この魔王城で見た光景によって。

　それは、別段、噂うわさされているような化け物ではなかった。何かに襲われたというわけでもない。もっとごく平へい凡ぼんなもの──ダイアンと同じ、それは人間たちだった。

　いまから五分ほど前。

　ダイアンたちは行方ゆくえ知れずとなったアウルを捜さがし、城の中を歩き回っていた。彼女が率先して残り二人を強引に連れていく形だったが、案の定、一〇分もしないうちに不平が洩もれはじめた。

「もう時間が時間だしさ。そろそろ帰ろうよ」

　お腹なかをさすりながらスタンが言うと、ルークも、

「これだけ捜していないんだから、アウルの奴やつ、ひとりで恐おそろしくなって帰っちまったのさ。いま頃ごろ寮りようのベッドの中でぶるぶる震ふるえてるよ」

　と言う。しかしダイアンはなおも捜そう索さくをつづけた。そのときはもう、最初にアウルが消えた地点からかなり離はなれてしまっていたので、ダイアンも実はルークの意見がもっともだと思っていたのだが、半分意地になって二人を率いつづけた。

　と、前方から妙みような物音を聞きつけ、ダイアンは足を止めた。「シッ」と声をあげ、二人の男の足を止めさせる。ががが、ががが……という、何かが唸うなるような音が断続的に聞こえてくる。見合わせた三人の顔がカンテラに照らし上げられた。ダイアンは自分でも足がすくむのがわかったが、二人を連れてきた立場上、逃にげるわけにもいかず、二人に声を殺すよう無言で指示しながら、そろそろと近づいていった。

　二つほど折れ曲がった通路の先に、彼らはいた。

　最初、それはいくつものねじ曲がった影かげの群れだった。ダイアンは思わず悲鳴をあげそうになったが、すぐに、その先の通路から光が放たれているのだと気づいた。影は、壁かべに投げかけられた人間たちのものだろう。ルークが服の袖そでを引っ張ったが、ダイアンはなおも近づいた。ここまで来ると、恐きよう怖ふよりも好こう奇き心しんが先立っている。

　そろりと壁から顔を突つき出してみる。

　分厚い光がまず目を射た。無論、カンテラや松明たいまつのたぐいではない。教会連合国内では民衆に禁じられている機学──ライトで照らされた箇か所しよに、十数人の人間がいた。いずれもパリスの軍人のようだ。いまや耳を聾ろうせんばかりに甲かん高だかく響ひびく物音の正体は、彼らが操あやつっている削さく岩がん機きだった。

　舞まい上がる粉ふん塵じんの中、マスクをつけた軍人たちが一心不乱に作業している。彼らは壁の一角に穴を穿うがっていた。

　ダイアンは信じられない思いでそれを見つめていた。ここは言うまでもなくノールの所有する城である。ダイアン自身には愛着も興味もないが、それを目の前で破は壊かいされている現実はさすがに怒いかりを招いた。

　と、目を瞠みはっていたダイアンは、彼らの背後に見覚えのある顔を見つけた。裾すその長く、たっぷりとした僧そう服ふくを着ている男で、確か、部隊がノールを訪おとずれたとき、最初に父と面会した司祭のはずだ。教会連合の軍事部隊には、必ず僧そう職しよくにある人間が指揮官と同じ権限を持って同行していると聞いたことがある。髪も、眉まゆも、身体からだつきも、感情の起き伏ふくも、とにかく全体の印象が薄い男だと感じたのをダイアンは覚えていた。

　その司祭が、手にした紙切れへ何度か目線を落とし、そのたびに大声を張り上げていた。

「何度言わせる気だ。もっと急げ！　おまえたちを見ていると、このままもう、夜明けなど永遠に訪れないとでも信じているかのようだ。時間の流れを止めて、作業を一いつ瞬しゆんに終わらせることができたという、土の精せい霊れいノームみたいにな。おまえたちがそう固く信じていてもいっこうに構わないが、少なくともわたしは時間の流れに身を置いた人間だ。時は無限ではあり得ないのだよ！」

　罵ば声せいを背中に浴びながら、軍人たちは黙もく々もくと作業をつづけている。司祭が見えない位置で、こっそり目配せし合う連中もいた。

　と、司祭と同じく彼らの背後に立っていた軍服の男が司祭に声をかけた。

「司祭……。しかし、これでよろしいので？　最初の予定では、あくまでも城内の探たん索さくのみだったはず。これでは、ノール公にも顔が立ちますまい」

「誰だれに、だと？」司祭は顔を苛いら立だちに歪ゆがめて言った。「誰に、誰の顔が立たないと言うんだね？　これをしているのは我々ですと、正直にもの申すつもりならば、きみもあの世間知らずの甘ったれ姫ひめさまと同じ種類の人間だな。我々がここで何をすべきか、もう一度よく考えてみろ。魔ま王おうの骸むくろがこんなところに本当にあるなどとはわたしだって思っちゃいない。が、最悪、ここに何もなかったとしても、我々にはいかようにも事実を作り出せる時間と力がある。ここに至ってさえ、きみがこの計画をまるで理解していなかったとは正直、驚おどろきだがね」

「いいえ、いいえ」軍人はあわてて手を振ふった。光量の強いライトのせいか、額の脂あぶら汗あせがオレンジ色に光っている。「理解してはおります。ですが、こうも派手に城を好きにしては、ノールの連中に感づかれる恐れも……ノール公とて、いつまでも無条件に城を貸し出してはくれますまい。彼も彼なりに立たせつづけなければならない顔がありますゆえ」

　ふん、と司祭は鼻でせせら笑った。「だから急がせている。あと二日。二日でもし何も見つからなかったなら、見つかるようにするだけの話さ。神話の時代を信じないわたしでもない。ここには必ずや何かがあるとは思うがね。まあ、間に合わないというならば、とりあえずはでっち上げでも何でもするさ。その辺の興味深い調査は、ノールが連合のものになってからでも遅おそくはないからな」

　何ですって、と思わずダイアンは叫さけびそうになった。

　彼女は領主の娘むすめでありながら、いままでさほど故国への愛情を意識したことはなかった。むしろ、領主の娘でありながらも、まるで政治なんかに興味ない、という顔を同世代の若者たちに振りまくことこそ彼女にとって最さい先せん端たんだったし、そうして誰とでもわけ隔へだてなく接する気持ちを抱いだいていた。というよりも、そうした気持ちを抱いた自分自身が好きだった。

　が、いま、目の前でくり広げられている横暴にはさすがに我が慢まんがならなかった。馬ば鹿かにされていると感じた。こそこそと何かよからぬことをしている。父や自分が知らないと思って！　正義感と、子供っぽいヒロイン願望がダイアンを向こう見ずにさせた。いま、あたしが出ていったら彼らはどんな顔をするだろう！

　が、その意思と裏腹に、ライトの分厚い光が目の前から徐じよ々じよに消えていく。何するの！　と、怒ど鳴なりかけた口を塞ふさがれた。いつの間にか、後ろからルークに腕うでを引かれてその場から遠ざけられていたのだ。

「やべえって、ダイアン！　何する気だ！」

「放して！　だって、あいつら！……」

「シッ、声が大きい。……雰ふん囲い気きが妙みようだよ。壁に銃じゆうが立てかけてあるのを見なかった？　なあ、やばいって。何か、やばいよ。見つからないうちに、早くいこうよ」

　この臆おく病びよう者もの、と抗こう議ぎしかけて、ダイアンはその罵声を吞のみこんだ。いったんあの熱と光から離はなれてしまうと、たぎるようだった怒りも身体の熱気ごと急速に引いた。あとに残されたのは、暗くら闇やみと、寒々しい恐怖だけ。

　確かに尋じん常じようではない。胸がドキドキしている。何かが、自分たちでは手の届かないところで進行している。そしていま、それを目にしてさえ、この手は届きはしないだろうという実感もある。自分たちではどうしようもないのだと。──彼女にとってははじめての経験だった。

　そうして三人はそろそろと軍人たちから遠ざかりはじめたのだ。

　そしていま、スタンが駆かけ出したのをきっかけに走り出している。

　自分たちの荒あらい息いき遣づかいと足音が、背後に響ひびく削さく岩がん機きの唸うなりを搔かき消してくれる。ダイアンは前を走るルークが持っているカンテラの光がぶらぶら揺ゆれるのを見ていた。走りにくそうだな、と思い、あたしはそうでもないみたい、と感じてから、はじめて、ダイアンは自分がカンテラを持っていないことに気づいた。ルークやスタンに腕を引かれたときに落としたのだろう。

　はあ、はあ、はあ。

　荒々しく洩もれ出る自分の息が顔にまとわりつき、それを引きちぎる勢いで走り抜ぬけていく。

　ダイアンはまだ迷走する思考の只ただ中なかにあった。彼らは何をしていたのだろう？　聞こえてきた言葉の意味は？

　謎なぞ解ときをするための鍵キーワードは、実はダイアンにも前もって与あたえられていた。

　城周辺で最近に起こった事件の数々。行方ゆくえ不明。怪け我が人にん。「怪かい物ぶつを見た」……。そして現われたパリスの部隊は城を封ふう鎖さ、可能な限り事件の調査をするといい……。

　が、ただ警護をしているだけでないのはもはやあきらか。調査にしても、ノールの貴重な文化遺産である城を壊こわしてまで行うなどということを、父が承知するはずがない。つまり父に──ノール側には無断で行っている。

　はあ、はあ、はあ。

　全力で走りながらも、拭ぬぐい去れない寒気がダイアンの首筋をぞくぞくさせていた。暗闇はふたたび恐怖を取り戻もどし、それどころか以前にも増して異世界じみた不可解さと恐おそろしさをもって、彼女の足もとを包み上げようとしている。

　彼女の頭からは、消えたアウルのことなどきれいさっぱり失われていた。

　土と雑草を蹴けり上げながら中庭を走り抜け、ようやくのことでアーチ型の天てん井じようが見えるところまで来た。

　あのレリーフがあった場所だ。先頭を走るルークが、安心してか、笑い声のようなものをあげた。ダイアンもつられて笑えみを浮うかべかけた。──もう汗あせびっしょりよ。早く帰って、シャワーを浴びましょう。

　が、それは笑い声ではなかった。恐怖に引きつった声だった。

　それに気づいたとき、まったく別人の声がダイアンの耳に届いていた。

「何だ？　さっき連れん絡らくがあった侵しん入にゆう者しやってのは、この子供たちのことか？」

　足を止めた三人は顔を庇かばった。ライトを正面から当てられたのだ。その後ろから数人の気配が近づいてくる。ライト越ごしでおぼろげな影かげしか見えない彼らは、いよいよ異世界の化け物のように見えた。

　がー、と何かが不ふ機き嫌げんな唸りを発した。無線機のものだ。

「何とおっしゃられている？」

　ひとりが訊きくと、もうひとりが事もなげに言った。

「始末しろ、だってさ。これでまた行方不明者が増えるわけだ」

「気の毒に」

「神の思おぼし召めしがあらんことを。悪く思うなよ」

　なに？　ダイアンの思考は散り散りになっていた。何を言っているの、この人たち？　始末？　行方不明者？

　色とりどりの渦うずがぐるぐるとダイアンの脳のう裏りを回る。それは溶とけたバターのように色しき彩さいを混ぜ合わせながら、これ以上の思考を困難なものにさせた。

　いきなり視界が暗くなった。ひとりがライトの前に立ったのだ。そこではじめて彼らの姿が見えた。やはりパリスの軍服を着た男たちだ。そして前に立った先頭のひとりは銃を手にしていた。

　彼はのっぺりとした顔に笑みを浮かべていた。何だ、冗じよう談だんなんだ、とダイアンは思った。とても面おも白しろいジョークだったので、ダイアンは愛あい想そ笑いを返そうとしかけた。銃じゆう口こうが上へと動いた。それはまっすぐルークの胸を向いていた。

　三人とも彫ちよう像ぞうのように固まったまま動けなかった。なぜかどこかで、まだこれは現実じゃない、と安あん堵どしている部分もあって、その葛かつ藤とうがダイアンの足を地上に縫ぬいつけていた。

　最初に動いたのはルークだった。彼はばっと草を散らして地面を蹴り、後ろへ駆け出そうとした。それがきっかけになった。ダイアンもスタンも走り出そうとする。銃口がさらに動いた。

　銃声が轟とどろく、とダイアンが覚かく悟ごしたその一いつ瞬しゆん。

　頭上のアーチが輝かがやいた。

　反射的に見上げたダイアンは、アーチではなく、あのレリーフがちらちらと火を放っているように見えるのに気づいた。

　誰だれが火をつけたのだろう？　兵士たちもそろって顔を上げた。と、そこへ、火を放ったレリーフがアーチ型の天井もろとも崩くずれ落ちてきた。石くれが雪崩なだれのように降り注ぐ。驚おどろいた兵士たちがそこを飛び退のいた。

　煙けむりのように湧わき上がった粉ふん塵じんの合間に、ばちっと火花が四方へ散った。

　ダイアンは走り出そうとした姿勢のまま、身動きを止めていた。

　石くれと粉塵の奥に、黒い、巨きよ大だいな影があった。

　それは地面に四つ足をついていた。ぐるる、と唸りを発していた。削岩機のそれではない。獣けものそのものだ。ダイアンは直感した。が、その目の位置は背の高いどの男よりも高い位置にあって、さらにその首には、鎖くさり状じように連なった炎ほのおがネックレスのようになってかけられていた。

「何だ!?」
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「ば、化け物だ！」

　兵士たちの怒ど鳴なり声をよそに、獣はまるで品定めをするかのようにゆっくりと周囲へ目を向けていた。火を[image: 迸]ほとばしらせそうに赤い瞳ひとみがダイアンの目を射抜ぬく。一瞬、脳のう髄ずいまで赤く染まったような気がした。涎よだれを滴したたらせながら口が開き、鋭するどい牙きばの列が覗のぞく。ダイアンは今度こそ心臓まで石化したように動けなかった。

　と、なぜか獣は一歩後ずさり、首を振ふりたくった。

　動どう揺ようを誘さそわれたようなその仕草からして、いきなりその赤い目に人間じみた知性が宿ったようにも思えた。

　獣は巨きよ体たいを反転させて、兵士たちのほうへと首を向けた。ひいっ、と悲鳴が聞こえかけ、次いで起こった獣の吠ほえ声に搔かき消された。

「うわあっ」

「く、来るな、来るなぁー！」

　それだけで戦意を失わされたか、兵士たちはいっせいに銃をかなぐり捨て、駆かけ出していた。ダイアンたちも──彼女自身はほとんど意識しないまま──彼らとは反対方向へ逃にげ出した。

　ダイアンはここからほとんど何も覚えていない。

　息も絶えそうな勢いで駆け抜ける中、何かに引かれるように一度だけ振り返った記き憶おくがある。中庭を走り抜けようとする兵士たちの頭上へ、さらなる闇やみが伸のしかかっていくのが見えた。凄すさまじい羽音を耳にしたのはその直後だ。リュカール、という単語が半ば麻ま痺ひした脳裏をかすめる。魔ま王おうの忠実なるしもベ、魔将のひとり。〈羽根〉のリュカール。

　では、背後で響ひびいてきたけたけたという笑い声は？　聞いたものを自殺に追いこみかねないという死者たちの笑い声──〈尽つきぬ闇の群れ〉レギオン。

　そして、その笑い声に唱和するかのように聞こえてくる、鼓こ膜まくを湿しめった舌で舐なめ上げるかのようなあの歌い声。あれぞレギオンをこの世に生み出したという、地上最後の魔女──〈死の淑しゆく女じよ〉ゼナ。

　ああ、では、間ま違ちがいない──ダイアンはどうやって自分が壁かべをよじ登ったのか、馬車にまで辿たどり着いたのか覚えていない、ただ、ほとんど歓かん喜きのあまり、こう胸の中で叫さけんでいた──では、最初に見たあの獣こそ、魔王第一のしもベ──〈火の鎖くさりを食いちぎる獣〉ザベルだ！

　馬車に飛び乗った三人は、すぐに走らせるよう、御ぎよ者しやへ口々に叫んだ。

「あれ、もうひと方は？」

　と御者はびっくりしながらも訊いたが、

「いいから！　早く走らせろ！」

　と言うルークの叫びに促うながされ、馬に鞭むちを入れた。ダイアンは抗こう議ぎしようと理性の面でちらりと思ったが、本能の面では拒きよ否ひしていた。からからの喉のどに唾つばを何度か流しこむ。

　あれは──こちらもほとんど干からびたようになっていた脳に、先ほど目にした映像がフラッシュのように何度も閃ひらめき、そのたびに思考という潤うるおいが徐じよ々じよに徐々に染しみ渡わたっていく。

　自分でさえ信じていない。

　だが、ダイアンは確かに感じたのだ。

　こちらをちらりと見たあのザベルの陰かげに、顔を見知った少年の姿がよぎったのを。
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「……教会連合国が発ほつ足そくしたのが、いまから約三〇〇年ほど前。世界中を駆け巡めぐったという、あの魔女狩がりがいったん落ち着きはじめた頃ころですね。魔王を斃たおした英えい雄ゆうたちの子孫がそれぞれ治めていた国が、教会という結びつきを得てふたたびひとつになったのです。その教会もまた、元を辿れば英雄のひとりであるサザーランという僧そう侶りよが起こした宗派であり……」

　ノートを取ろうとする意思はあった。

　何だか、ぼやけはじめた黒板に目を凝こらそうとしたのも覚えている。それでも頭がこっくりこっくりと前後するので、手の甲こうに何度も鉛えん筆ぴつを突つき刺さそうとしたいじましい行こう為いなどは、誉ほめてもらっても結構なはず。

　が、そうした努力も実らなければ意味がない。

　教師の姿は白い小波にさらわれ、その声は次第次第に遠くなり、もっと年老いた、そしてもっと熱をこめた声へと取って代わられる。

「教会だと？　神の教えじゃと？　はっ、おまえさんは知らんのか。サザーランなど元は別の宗派であった教会から破門された破は戒かい僧そうだったのよ。それがどんな偶ぐう然ぜんが味方したのか、サザーランを含ふくめた人間六人に魔王さまは斃されてしもうた。いまでこそ英雄となった彼ら六人は、いずれも神が地上に下された天の御み使つかい、ということになっておるがの。とんでもない話じゃ。サザーランはさっき言うたように、酒と姦かん淫いんに溺おぼれた破戒僧、剣けん士しロドーなどもともとは海かい賊ぞくの頭かしらだった。こうした真実は教会の作った偽いつわりの歴史の前に黙もく殺さつされ、代わりに、魔法や魔王さまの偉い業ぎようといったものすべては、やれ、悪魔の所業だの、民たみを苦しめたばかりの独裁政治だなどと言い募つのり、歴史を思うがままに歪ゆがめたのじゃ」

　憎にく々にくしい口調でしゃべりつづけるその老人は、アウルの前をいったり来たりしていた。アウルはもっと単純なことを質問したはずだったのだが、このご老人は話す途と中ちゆうであれこれ脱だつ線せんしていけない。それにいちいち感情をこめてしゃべるから、聞いているだけでも相当に疲つかれてしまうのだ。

　いまも憎にくしみに双そう眸ぼうを吊つり上げ、平べったい鼻から荒あら々あらしく息を洩もらしながら拳こぶしを振ふり上げていたのだが、

「あの……それで、もう一度訊ききますけれど──というか、もう一〇度目なんだけどまあいいや──結局、この城は何なんですか？　ローラナさんっていったい誰だれです？　何でノールにこんなものがあるんですか？」

　そんなに難しい質問じゃないはずだけど、と首をひねりつつアウルは訊いた。

　もっとも、この老人ガイツと顔を突き合わせてから一時間、それらの質問に一応は、老人も答えを出してくれていた。が、その意味がわからないのではさらに質問せざるを得ないのがアウルの立場なのである。

　この城は何ですか？　ガイツ曰いわく、「真実の魔ま王おう城」

　ローラナさんっていったい誰です？　ガイツ曰く、「だから真実の魔王城なのじゃ」

　何でノールにこんなものが？　ガイツ曰く、「真実の魔王城はここにあると昔から伝えられておる」

　これでは、本気で答えてくれているのかどうかさえわからない。さらには──、

「魔王城はローラナの宿り木であると同時、それ自体が強力な精せい霊れい増ぞう幅ふく器きなのじゃ。精霊同士を共鳴させ、より強力な魔力を生み出すこの装置は、魔王さまの血族にのみ使用可能な代しろ物ものじゃ。世界のいたる場所に設置されていたが、そのほとんどは魔王さまが斃されたと同時に人間の手によって打ち壊こわされた。が、しょせんは魔法の基き礎そすらも知らぬ無知蒙もう昧まいな輩やからども。地下に潜もぐっている増幅器はいまなお世界のあちこちに眠ねむっておるはずだし、何より、魔王城そのものが増幅器であるという真実を見み抜ぬけず、ほれ、このように放置しておる。それだけならばいざ知らず、城をこのような観光スポットにしおってからに。ローラナの強制された眠りとて永えい劫ごうではない。新たな魔王が〝承しよう認にん〟されずとも、一〇〇〇年後には目覚めておったことだろう。その暁あかつきには、ノールの住民はひとり残らず喰くい殺されていたことだろうな。まあ、わしが魔王に選ばれるからには、慈じ悲ひ深いこの魔王ガイツのこと、美女と供く物もつさえ捧ささげてくれればそんな真似まねはせずに済むがの──ええい、くそ！」

　怖こわいのはこういうときだ。

　このご老人、正体は知らないが、とにかく全生しよう涯がいを「次の魔王になる」目的のために捧げてきたらしい。だからか、説明の合間にも「自分こそが魔王」と信じきっている節があって、その夢がすでに破れてしまったことに気づいた一いつ瞬しゆん後、ありったけの憎ぞう悪おをアウルに吐はき出すのである。

　なぜなら、アウルこそが次の魔王に〝承認〟されてしまったからだ。

「魔王!?　ぼくが？　どうして？　魔王は死んだはずでしょう。次の魔王って何なんです。何がどうなって……うひゃあ」

　そう訊こうものなら、ガイツはぶち切れる。目から白々とした光を放ったと見えるや、「うりゃああああ」と奇き怪かいな音声を発し、近くに転がった甲かつ冑ちゆうの兜かぶとやら剣けんやらをアウルに投げつけてくる。

　ちなみに、つい一時間ほど前、アウルをガイツから守ってくれていたらしいローラナさんとやらはお休みのようだった。目覚めたばかりで、まだ休きゆう眠みんを必要としているようなのだが──それさえもアウルには理解不能だ。そもそもローラナさんって誰？　頭に響ひびいていた声の主だとはわかるのだが、まだその姿は見たことがない。

　はあーっ、はあーっ、と荒あらい息をくり返していたガイツは、不意に、人生の何もかもに疲れたような重いため息をついた。

「よーくわかった。おまえが悲しくなるほど無知で、愚おろかだということが、いまやっとわかった。が、ここで改めて確認しておこう。……まず、おまえは、魔法のまの字も知らんのだな？」

「見たことはあります。孤こ児じ院いんで生活してたとき、そこの領主さまと娘むすめさんが魔法使いだったんです。知りませんか？　カルマさまといって、二年前に魔法使いだったことがばれて教会連合軍の攻こう撃げきを受けた貴族の人。いまは軍に追われてどこかに逃にげているらしいから、無事だといいんですけど。娘のサラはともかく、カルマさまはとてもお優やさしい方だったんです。ああ、あと、寮りようの近所に住んでいる手品使いのおじさんも魔法使いだった。ノールでだって、自分のこと魔法使いだって名乗る人はいませんけれど、まあ、暗あん黙もくの了りよう解かいって奴やつで。それと……」

「質問に答えんかい！」

「あ、そうだった、ごめんなさい。ええと──な、何でしたっけ？」

「おりゃゃああああ！」ガイツは足もとの兜を踏ふんづけようとしてすっ転び、それから復活するまでたっぷり五分ほどかかった。「………………見たことがあるとかないとかはどうでもいい。質問の仕方を変えよう。おまえは魔法を使えるか？　その原理を知っておるか？」

「まさか。ぼくはお父さんお母さんの顔も名前も知らないし、それ以外に知っていることなんて何ひとつないけれど、ただひとつ、魔法使いじゃないってことだけははっきりしていますよ。サラっていう女の子がいまして、カルマさまっていう人の──あ、これはさっき説明したか、とにかくサラは小さいときからぼくを魔法でよく虐いじめていたんです。時々、気まぐれを起こしてぼくに魔法を教えてくれようとしていたんだけど、ほら、自分は使えるものだから、他人も当然そうだと思っていて。でも、ぼくには何が何やらさっぱりだから、そのうち教えるのに飽あきたサラが癇かん癪しやくを起こしてまた魔法でぼくを虐めて……のくり返し。だから……」

「だ、ま、れ！」ひとつずつ音を区切ってガイツは叫さけんだ。「もうひとつわかったぞ。貴様がどうしようもないおしゃべりだということがだ！　くその役にも立たんおまえの過去のエピソードなぞに興味はないわい。いいから、質問のみに答えろ！　いいや、待て。しゃべるな！　　黙だまって首だけ振ふれ！」

　わがままなご老人だった。

　第一の質問。魔法の原理について知っているか？──ＮＯ。

　第二の質問。ガリオンの伝説をそらんじれるほど知っているか？──ＮＯ。

　第三の質問。第一のしもべたる魔将たちの名前を全部言えるか？──ＮＯ。

　第四の質問。教会連合へふつふつと湧わき上がる怒いかりはあるか？

　無論、アウルは首を横に振った。

「なぜだ？」ガイツは本気で信じられない、という顔をした。「奴らは自分たちの身勝手な教えで人民を洗脳しようとしておるのだぞ。おまけに、魔法統治時代をあたかも独裁者の圧政のように教えながら、自分たちは機学という力でもって人々を押さえつけておる。少しでも魔法使いの疑いがあるものは一方的な裁判にかけ、いまだにあの魔ま女じよ狩がりのような断罪をつづけておるのだ。わしが魔王になった暁あかつきには、奴らに本物の天の裁きとは何かについてたっぷりと教えてやるつもり──くそっ！　貴様が魔王だった！」

　がんがらがっしゃん。ひとりで興奮して鎧よろい兜かぶとに頭から突つっこんだガイツは、全治一週間の怪け我がを負いながらもそれでも五分後には復活した。少し、というか、かなりこのご老人が怖くなってきたアウルである。

「で、では、おまえは、魔王に選ばれたというのに、奴らに復ふく讐しゆうするつもりなどないのだな？」

「復讐も何も──ええ」

「ノールとていつまでこの安あん穏のんたる空気を保っていられるかわからんのだぞ。おまえ、政治に何の関心もないのか？　一見平和に見えるこのノールとて、教会連合国と国境を接しておるではないか。機学兵器の数では比ひ較かくになるまい。武力では圧あつ倒とう的に劣おとるこの国が、いつまで独立を保っていられると思う？　ええい、くそ、言葉で説明してもわからんか」

　ガイツとて、彼なりに前向きにこの状じよう況きようを整理しようとしかけていたのだろう。生涯を賭かけた野心が目の前で脆もろくも崩くずれ去ったいま、すべては目の前の少年に託たくされてしまったのだ。考えただけで腸はらわたが煮にえくり返りそうだが、いまはその事実を吞のみこむしか術すべがない。

「……よし。わかった。わしがおまえに世界の何たるかについて講義してやる。魔法についてももちろん、『正しい魔王陛下のあり方』についてもな。間ま違ちがってもだだっ広いだけの地下迷宮ダンジヨンを作って、奥の奥の狭せまっ苦しい場所に閉じこもっているだけが魔王ではないのだぞ」

　ガイツは自分の冗じよう談だんにひとりで笑った。大昔、魔王退治を目的としたそういうボードゲームが流行はやったことがあったのだが、アウルは無論知らない。

　口を挟はさむのも何だろうとアウルが黙っていると、ガイツは段々ひとりで盛り上がってきた。

「毎日、朝から晩まで貴様に教育を叩たたきこんでやる。教会連合なぞに改かい竄ざんされた歴史などでなく、真実の歴史をな。もちろん、魔法訓練も行ってもらうぞ。おまえに魔法の素質があるかないかなどどうでもいい。魔王になった以上、精せい霊れい増ぞう幅ふく器きがおまえの力を引き出してくれるはずだ。……案ずるな、おまえを最強の魔王に育て上げてやる。ふふふ、こういうシチュエーションも考えてみれば悪くない。若き魔王に常に寄り添そう、頼たよりがいのある、腹心の渋しぶい魔法使い。昔っから、英えい雄ゆう伝説などというのは、主役たる大人物より、脇わきを固めるナンバー２に人気が集まるものだと相場が決まっておる。おお、おお、おお。血が騒さわいできおったぞ。ようし、これからはわしをお師し匠しようさまと呼べ。これから辛つらく長い試練がおまえを待ち構えていよう。毎日、朝早くから夜遅おそくまで、血を吐はくような苦難の日々がつづくのだ。時にはおまえもわしを恨うらみもしよう。ひとり枕まくらを涙なみだで濡ぬらす夜もあろう。しかしわしは構わぬ。冷血非情な鬼オルグとなり、おまえに恨まれようと、殺意を抱いだかれようと、厳しくおまえを鍛きたえ上げるのだ。そして……そう、おまえが立派な、一人前の、どこへ出しても恥はずかしくない、これぞ魔王、という人物にまで成長したとき、わしはおまえをこう呼ぶのだ。……『ああ、魔王陛下、わしはあなたにお会いしとうございました』とな。おまえも涙で視界を曇くもらせつつ、こう言うだろう。『何を言われるのです、お師匠さま。お顔を上げてください。まだまだわたしはあなたに教わらねばならないことがあるのです』『いいえ、いいえ。陛下、これからはわしをお師匠などと呼んでくださるな。これからはガイツ、と呼び捨てて結構です。わしは今日からあなたさまの第一のしもべ。魔将の列にその名を加える、ただの魔法使いなのです』『し、しかし……』『甘えてはなりませぬぞ、陛下！　もはや教えを乞こう立場にあなたはないのです。これからはご自分の頭で考え、ご自分の足で歩くのです。いつまでもよっちよっちと親に手を取られる赤子のままではありませぬ！』『ああ……』『無論』──とわしは悪戯いたずらっぽく笑うだろう──『魔王さまの忠実なしもべたるこのガイツ、助言を求められればいつでもお助けします。年若い陛下のサポートをするのもしもべの仕事ですからな』『おお、ガイツ！　では、ともに来てくれるのだな？　このわたしの側そばにいつまでもいてくれるのだな？』『無論。ともに憎にくき教会連合を打ち破るその日まで、どうしてこのわしが陛下のお側を離はなれることなどありましょうや？　さあさあ、涙をお拭ふきなさい。いつまでも甘えた子供のような方だ！　戦いはこれからなのですぞ！』」

　アウルをおしゃべりなどと評していながらなかなかどうして、このご老人も長々としゃべり倒たおす。アウルもそろそろウズウズしてきたので、こっそり片手を挙げてみた。

「……あ、あの」

「む？　何ですかな、陛下？」

　ぐすん、と鼻をひとつ啜すすって、ガイツはアウルのほうへ向き直った。その呼び方からわかるようにまだ妄もう想そうを引きずっている。

　だから、アウルとしては非常に言いにくかったのだが、しかしどうしてもこの老人には伝えておかねばならないことがあったのだ。

「あの……」なるべく笑え顔がおを心がけてアウルは言った。「朝から晩まで、とおっしゃいましたが、ぼく、学校にいかなければならないもので……」

　一いつ瞬しゆんの間ののち、

　がらがらがっしゃーん！

　魔王城、玉座の間はまたも派手な音に揺ゆれた。




　そしてその音でアウルは目を覚ました。

　正確には、夢の中でそれと錯さつ覚かくした。

「アウルくん。よい夢だったかな？」

　歴史教師は、棒状に丸めた教科書をもう一度振ふり下ろす真似まねをしながら訊きいてきた。

「い……いいえ、あんまり……」

　目覚めたばかりのアウルがあまりに正直に答えたので、教室中がどっと笑いに包まれた。教師はぴくりとこめかみのあたりを引きつらせながら、

「テストの成績がよいばかりが優良な生徒ではないのだよ、アウルくん。きみはその学力をもって、特別にこの学校に通うことが許された身なのだ。きみの態度ひとつで、わたしたちはいつでもきみを追い出すことができることを忘れないように。いいね！」

　この教師は、貴族や大だい富ふ豪ごうの子息子女である生徒たちと、アウルのような立場の生徒を露ろ骨こつに差別する。アウルは無論──おしゃべりでないキャラクターを持たされた彼は、反論も許されず、ただ従順に「はい」とうなずくことしかできなかった。

　ぷりぷりと怒おこったまま教師が教きよう壇だんへ戻もどっていく途と中ちゆう、そういえば、とアウルは教室を見み渡わたした。

　こういうとき、いの一番にアウルをからかいそうなルークもスタンも姿がない。今日も休みのようだ。あれから二日が経たってるが、事件が二人に与あたえた精神的ショックは相当に大きいのだろう。

　あの事件についてはいろいろ噂うわさ話ばなしが広まっているが、どれもこれも正しい形にまでは至っていなかった。肝きも試だめしをした四人が、魔ま王おう城で噂うわさの化けものに遭そう遇ぐうしたとか、警備をしていた連合国軍の兵士に追い出されたとか、ひとつひとつ摘つみ取れば真実の部分もあるにはあるが、もちろん、そのすべてを把は握あくしきれた人物などひとりもいない。

　事件に遭遇した当事者たちからしてそうだった。ルークもスタンもまるで悪夢を見たかのように錯覚しているし、昨日休んで今日から登校してきたダイアンにしても記き憶おくがあれこれと入り乱れている様子だ。おそるおそる探さぐりを入れてみたのだが、魔王城の中でアウルが行方ゆくえ不明になってからの記憶がおぼろげなようだったので、とりあえずはアウルも安心した。

　なぜなら、ガイツはこうも言っていたのだ。

「パリスの部隊が城に潜もぐりこんでおるのは知っているだろう。おまえが魔将たちを操あやつって追い払はらったあ奴やつらのことだ。城の中で何をするつもりなのかまでは知らんが、どうせこの封ふう印いんされた地下空間にまでは近づけぬ。放ほうっておいてもよかろう。何分にも魔王の存在を知らせるには時じ期き尚しよう早そうなのでな。逆にこちらがその企たくらみに気づいた素そ振ぶりを見せるほうが危険じゃよ。おまえの友人たちにくれぐれも気をつけろ。変にいま、教会連合とノールの間でひと騒さわぎがあっては教育にも集中できぬ。最悪の場合、口くち封ふうじに彼らをザベルに喰くわせるという手も……」

　とかなり物ぶつ騒そうなことをおっしゃっていたので、アウルにしてみれば、ダイアンたちが一昨日おとといのことで騒がれては困るのだ。

　と、教室を見渡していたアウルと、前のほうの席に座っていたダイアンとの目が合った。彼女は一瞬、何かもの問いたげな顔つきになったが、アウルのほうから強引に目を逸そらした。

　いまはただでさえ考えねばならないことが山とある。下手に自分自身を混乱させたくなかった。




　結局、アウルは居い眠ねむりの罰ばつに、放課後になってからもテストを受けさせられ、いつもより一時間遅おそく教室を出る羽目になった。

　ちらりと見上げた教室の壁かべ時計は四時を指している。

　親しい友人などひとりもいない、大人しいアウルは、いつもならば寮りように直行する。

　が、昨日からアウルには寄り道せねばならない事情があった。だから教室を出たとき、廊ろう下かにダイアンが立っていたときは半分、しまった、と思った。もちろん残りの半分の感情は嬉うれしさだ。

　花はな柄がらのワンピース姿のダイアンは柔やわらかそうな赤い髪かみを揺らして微笑ほほえみかけてきた。

「お疲つかれ」

「う、うん。……帰ってなかったの？」

「この前のこと、誤解されているといけないと思って」とびっきりの笑顔でダイアンは言った。「あたしたち、あなたを捜さがしたのよ。でもどこにもいなかったから、きっと、先に帰ってしまったんだろうって。そうなのよね？　あなた、本当にどこを捜してもいなかったもの。家にいたんでしょう？」

「う、うん。別の場所になんていけないよ」

　ダイアンは歩き出したアウルと並んで、

「ルークとスタン、今日も休んでたわ。いつも、必要以上に『男の子！』をアピールしてるくせにだらしないのね。あなたを怖こわがらせようとしてたのに、自分たちがショックで寝ねこんじゃうんじゃ世話ないわ」

「…………」

「でも、今朝も言ったと思うけど、あたしもよく覚えていないのよ」ダイアンはこめかみのあたりを指で押さえた。「いったいあそこで何があったのか……。ねえ、アウル。あなた、あの城の中で何かおかしなものを見た？」

「お、おかしなものって？」

「うーんと、だから、おかしなものよ」ダイアンは少し語ご尾びを強めた。「記憶がこんがらがるような……何か、とてつもないもの。ねえ、あたし、拳けん銃じゆうを向けられたような気さえするのに、それをはっきり思い出せないでいるのよ。昨日からむかむかしてしょうがないの。こういうの、すっきりさせとかないと気分が悪くて」

「ぼくは……別に」

「まあ、あなたってば……」

　ダイアンは目を瞠みはって何か言いかけ、それからとんでもないことに気づいた、というふうな表情をこしらえた。どういうつもりか知らないが、目の前のこの少年は──孤こ児じ院いん育ちの、やせっぽちの眼鏡めがね少年は、彼女──ノールの領主の娘むすめであるダイアン・ライリーとの会話をさっさと打ち切りたがっている！　呆ぼう然ぜんとしたダイアンの声が尻しりつぼみに消えていった。
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「ごめん、ぼく、急ぐから。ルークのお見み舞まいにいったら、よろしく、とでも伝えといて」

　彼は早口で言うと、そのままダイアンの前から駆かけ足で去っていった。

　取り残されたダイアンは、しばし彫ちよう像ぞうのように動かぬままアウルの小さな後ろ姿を見送っていたが、すぐに唇くちびるをへの字に曲げて廊下をひとつ、音高く踏ふみ鳴らした。フリルつきのソックスに包まれた足首にジーンとした痺しびれが走った。




　急ぎ足のアウルは寮への道を素す通どおりして、すぐに学校の敷しき地ち内から出た。

　途と中ちゆう、魔ま法ほう使つかいのゼットとすれ違ちがった。学校と商店街を隔へだてる通りのすぐ近く、道脇わきの広場で、子供たちに『手品』を見せている。

　手からぱっと火花を散らし、数羽の鳥を出現させると子供たちが手を叩たたいてはしゃいだ。太っちょの身体からだをタキシードに包んだゼットはシルクハットを脱ぬいで丁てい寧ねいに一礼していたが、アウルに気づくと目だけを彼に向けてウィンクしてみせた。

　ゼットとは、五年前、アウルがはじめてこの町に来たときからの知り合いだ。学校で疎そ外がい感を感じ、落ちこんでいたアウルに『手品』を見せてくれたのだ。

　が、アウルはすぐにそれを魔法だと見破った。ガイツ老人に語ったように、彼には孤児院時代、魔法使いの知り合いがいたからである。それを言うと、ゼット爺じいさんは「しーっ！」とあわてた様子で唇に一本指を立てた。

　彼は教会連合圏けん内ないに住んでいたのだが、魔法使いであることを隣となりの家の住人に密告されて、ここへ逃にげてきたらしい。ちなみに隣の家とは三〇年来のつき合いがあったのだそうだ。

　最初の頃ころはとある若者とコンビを組んで『手品』を披ひ露ろうしていたのだが、ハーモニカを吹ふいて、口上を並べ立てる役目だったその若者はいつしかゼットの隣から消えていた。彼に関して訊きいても、故郷に帰ったのだろう、としかゼットは教えてくれなかった。

「アウル坊ぼつちゃん。どこへいかれる？」

　彼はいつもの大おお仰ぎような仕草と口調で訊いてきた。

「ちょっと」

「未来ある若者に祝福を！」

　脱いだばかりのシルクハットからシューッ、と赤い花火が[image: 迸]ほとばしった。花火そのものは見事だったが、まるでタイミングを誤ったように、顔の近くから飛び出てしまったため、あちち、とゼットは鼻を押さえて飛び跳はね、子供たちをまた笑わせた。

　もちろん、わざとだ。普ふ段だんは馬小屋で馬の世話をしている彼の趣しゆ味みで、こうして時々ピエロのように魔法を使った『手品』を披露している。近所に住む大人たちの何人かは彼を魔法使いだと知っていて、子供たちが近づくのにあまりいい顔をしていない。

　連合圏内でなくとも、教会の影えい響きよう力は無視できないのだ。

　子供たちの笑い声を背に、アウルはなおも道を急いだ。

　町の外れをさらに上っていくと、木々が点在する、やや小高い丘おかの上へと出る。家々の屋根の向こうに森が広がり、そのさらに向こう、ここよりも高い丘の上に例の魔王城が見えるのだ。

　人気はほとんどない。

　しかし、こここそ、魔王城のもうひとつの入り口なのだった。

　ガイツがパリスの軍人たちに見つからずに忍しのびこめたのも、この入り口の存在をあらかじめ知っていたからだという。

　が、目に見える入り口などどこにもない。なだらかな丘の頂上部がつづいているだけで、西側の下り斜しや面めんの向こうには富ふ豪ごうの所有する大菜園が見えた。

　アウルは一いつ瞬しゆん迷ったが、

「ん……？」

　頭に痛つう痒よう感が走った。頭のどの部分かはわからない。意識できない箇か所しよだ。

　そこへ見えない釣つり糸を引っかけられたかのように、アウルはふらふらと歩いた。いや、歩かされた。

　丘のある一点へと足を踏み入れたとき、

　すとんっ。

　足の下から地面の感覚が失われた。

　そのまま声も出せないまま落下していくアウルは、当然のことながら気づくことはなかった。

　彼は尾び行こうされていたのだ。

　学校を出たときから。いいや、もっと正確にいうなら、廊ろう下かを走り出したときから。

　丘の下り斜面の途中、木々の合間からひょっこり赤い髪かみが見えていた。

「……！」

　左右をきょろきょろと見み渡わたしているその赤い髪の持ち主もまた、実は自身が尾行されていることに気づかないままだった。
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　数秒の落下を経て、アウルは地面に足を着けた。

　痛みはない。ふわりと空気に受け止められた感覚があった。ふう、と安あん堵どの息をついて足を進める。

　辺りは暗かったが、アウルがそう思った瞬しゆん間かん、いきなり近くでぱっと灯あかりがついた。空に浮ういた火球がひとつ。ぱっ、ぱっと増えていくそれらがアウルの周辺を明るく彩いろどった。

「あ、ありがとう」

　アウルは礼を言った。火の精せい霊れいだ。それ自体が巨きよ大だいな精霊増ぞう幅ふく器である魔ま王おう城内には、普段では考えられないほどの精霊力が渦うず巻まいていて、ちょっとした干かん渉しようひとつで精霊そのものが形や力となって顕けん現げんする……らしい。が、これはアウルが呼び出したものではない。魔法使いでないアウルにとっては、いくら力が渦巻いていようといなかろうと関係ないからだ。これらの灯りは魔王城──すなわちローラナが主人のために灯ともしたものだった。

　火に導かれるようにして、狭せまい通りを歩いていく。

　石いし壁かべが積み上げられ、じめじめとしたこの通りには本来、何層もの封ふう印いんがかけられていたとガイツは言っていた。それらをひとつひとつ解いて、あのご老人は魔王城の最下層へと辿たどり着いたのだが、一昨日おとといの夜、偶ぐう然ぜんにもアウルは別の隠かくし通路へと落ちてしまい、彼の魔王になる儀ぎ式しきを邪じや魔ました、というわけだ。

「だからって……」

　ぼく自身が魔王になる必要がどこにあるというんだろう？

　ガイツは彼に教育を施ほどこしてやろうと燃えている。アウルに立派な魔王になってもらうために。

　だけど、立派な魔王ってのはいったいどういう人を指すものやら。

　その恐おそるべき、人間離ばなれした魔力を用いて世界を統一し、その後、千年帝てい国こくを築いた、この世でもっとも偉い大だいな魔法使いガリオン。

　その魔王が自ら滅ほろぶときを予期し、後世の子孫のために残しておいたものがある。どの歴史書にも記されていないそれこそ、真実の魔王城と、魔王にもっとも近しく仕えていたといわれる四人の魔将たち。

　アウルは偶然にも魔王の遺産を受け継つぐこととなったのだ。魔王直系の子孫と自じ称しようするガイツを差し置いて。

「でも、いまさら魔王だなんて」

　足取りも、そして時折つくため息も自然と重くなる。このままいっそ引き返そうか、とも思うものの、生しよう涯がいを賭かけたというガイツの目もく論ろ見みを知らぬこととはいえ、ものの見事に打ち砕くだいた以上、知らんぷりもできない。彼自身は魔法使いだというから、ここで逃にげてしまったらそれこそ冗じよう談だん事ごとでなく魔法で焼き殺されかねないという懸け念ねんもある。

　だから──、

「まあ、しばらくつき合ってみるかな……」

　というのがアウルのいまのところの本音である。いまさら魔法で世界をどうこうしてやろう、という時代でもない。そりゃ昔は魔法といえば人間離れした超ちよう常じよう能力だった。使えるものが使えぬものを虐しいたげ、支配していた時代もあった。高レベルの術者は山をひとつ焼くほどの炎ほのおを呼び、その火事さえもあっという間に鎮ちん火かさせるほどの津つ波なみを招き、そして津波さえも押し留とどめるほどに巨大な人形──ゴーレムを使役し、そのゴーレムさえも一いつ瞬しゆんで舞まい上がらせるほどの竜たつ巻まきを発生させることができた……という。まさに神がかり的な力だ。

　が、機学の発達した現在、そうした魔法でさえどれほどの力が発揮できるかははなはだ疑問といわざるをえない。何より、機学兵器を前面に押し出す教会連合によって、異い端たんの烙らく印いんを捺おされた魔法使いたちが何もできないまま次々と狩かられているという現実がその疑ぎ惑わくに油を注ぐ。

　一部、ゲリラとなって教会連合圏けんに戦いを挑いどんでいる魔法使いのグループもいるにはいるのだが、あまりその成果は芳かんばしくないのが実状のようだ。

　機学の銃じゆう弾だんは魔法使いたちの身にまとった風の盾たてを突つき抜ぬけ、逆に魔法使いたちが呼び起こした炎などは重装そう甲こうを施された戦車には通じず、かつては風を駆かり、空をも舞っていた魔法使いたちだったが、航空機が登場した現在、もはや空は彼らの支配圏ではあり得ず、さらには、彼らが使役するゴーレムや魔ま獣じゆう、妖よう精せい──といった使い魔のたぐいも、かつてならば人類に恐きよう怖ふをもたらす存在だったのが、現在、機き銃じゆうの掃そう射しやの前には何も為なし得ないでいる。

　そうした現実があるからこそ、

「いまどき魔王だからって、何ができるとも思えないけどなあ」

　というアウルのぼやきもごくまっとうなものなのだった。

　魔王ガリオンにはいくつもの伝説があるが、その中に、六英えい雄ゆうのひとりである剣けん士しロドーの手にかかった直後、ガリオンが血を噴ふきながら彼らに言った次の台詞せりふは特に有名だ。

『くくく……抜かったわ。が、余を斃たおしたところで、おまえたちに待っているのは安あん穏のんたる平和などではないぞ。次の支配者を巡めぐっての、血で血を洗う戦いを自ら招き寄せたも同然だ。そしてたとえその後に見せかけばかりの平和が訪おとずれようとも……忘れるな、余は五〇〇年後に必ず復活する。このガリオンが、貴様ら脆ぜい弱じやくな人間と同じで、ただひとつの命の持ち主であるなどと決して思うな。おまえらの子孫たちは日に日に近づくその五〇〇年後に怯おびえながら暮らしていくことになろう。恐怖に震ふるえ、陽光の下でさえ物音にびくつくような、そんな平和がおまえらにはお似合いだ。せいぜい五〇〇年の年月を平和の名のもとに謳おう歌かするがいい。どうせいずれ魔界の炎に焼かれる定めの平和だ。はーっはっはっは！』

　悔くやしまぎれと取れないこともないこの台詞、しかし魔王ガリオンの超ちよう人じん的な存在が真実味を帯びさせ、実際、ガリオンが斃されたあとでも、なかなかその恐怖を拭ぬぐいきれずに、五〇年近くも魔王直属の部下たちによっての支配を望んでいた村々もあったという。自分たちは『裏切り者』になりたくなかったのだ。

　現在も、魔法使いたちの中にはその伝説を信じる者が多い。

　教会連合に反旗を翻ひるがえす魔法使いたちは特にその伝説をスローガンのようにしていて、「いずれ復活される魔王さまが我らのもとに降臨なされ、指揮を執とってくださるであろう！　そのときこそ神という名のもとに我らを弾だん圧あつしてきた悪しき教会は滅び去るのだ！」と、仲間たちを鼓こ舞ぶしている。

　そして、さらに悪いことに、その魔王が斃されてから五〇〇年後といえば、まさにいまがそのときに当たるのだった。

　これに関連したガイツの説明は、

「この魔王城は五〇〇年後のいまこそ、幾いく重えにもかけられた封ふう印いんが弱まるようになっていたのだ。あの伝説もつまりはゆえなきものではない。現に、こうして強力な遺産を受け継いだ魔王ガイツが登場したではないか。わしはこれから各地のゲリラたちをまとめ、魔王として教会連合に……うおおおお！」

　がんがらがっしゃーん、と、いつもの発作で幕を閉じた。

　つまりは、それをアウルにやれ、とガイツはおっしゃっているのだ。

　ガイツの教育を経て、魔王を名乗るにふさわしい存在となった暁あかつきには、全世界に向かって名乗りをあげて、各地のゲリラ部隊をまとめ上げ、教会連合と戦え！──と。

「冗談じゃないよ」

　うそ寒そうにアウルがつぶやいたそのとき、

　にゃおん！

　上のほうから猫ねこの鳴き声が聞こえた。

　はっと見上げると、背せ丈たけの低くなった石いし壁かべの上に一匹ぴきの黒猫がうずくまっていた。ルビー色の瞳ひとみをした、美しい毛並みの猫だ。いかにも王おう侯こう貴族が好んで手もとに置きたがるようなその猫は、実際、世界各地の大だい富ふ豪ごうや王族たちの傍かたわらにこうして寝ねそべっていた時期があるのである。

　五〇〇年ほど前に。

「や、やあ、ゼナ」

　アウルはつとめて朗ほがらかに声をかけた。ゼナは片耳をぴんと立て、ひょいと石壁から飛び降りた。なー、と鼻を鳴らし、嬉うれしそうにアウルの足もとへすり寄ってきた。アウルもしゃがみかけ、こわごわと手を伸のばそうとする。が、

　ふー！

　いきなり唸うなり声をあげたかと思うと、体毛を一いつ瞬しゆんにして逆立てた。「わっ」と思わずあとずさり、こけそうになったアウルの前で身を翻し、しゃなり、しゃなり、という優ゆう雅がな動作でお尻しりを振ふりながら去っていく。

「な、何なんだよ、もう」

　アウルはドキドキした胸を押さえながらぼやいた。

「ははははは！」

　今度は近くで笑い声が轟とどろいた。さらにびっくりしてアウルはその場から跳とび退のく。あわてて周囲を見み渡わたすが、火がいくつか灯ともっているばかりで、薄うす暗くらがりには誰だれの姿もない。

「嫌きらわれましたかな、陛下」

「おや、おわかりになっていない。さすがの陛下も女心の機き微びには長たけていらっしゃらないご様子」

「魔法で人心を読めるというわけでもなさそうですなあ」

　声は複数で、あちこちから聞こえてくるのだが、やはりそのどこにも人間の姿はなかった。

「ゼナは、陛下のお身体からだに残った別の女の香かおりを嗅かぎわけたのですよ！」

「陛下もなかなかの女殺し。あの猫めは、いいや、猫だからというべきか、そうしたところにうるさいのじゃなあ」

　アウルは反射的に服の袖そでをくんくんと嗅いでみた。別に何も匂におってなどこない。おそらくダイアンの近くにいたためだろうが、それにしたってルークほど親密な距きよ離りまで詰つめたわけじゃないし、話したのなんかほんの数秒だ。

「まあまあ、あまりゼナをからかうな。我ら、ゼナの力でもってこうして生き長らえておる身ではないか」

「死者の身である我らだぞ、生き長らえておるとは妙みような。言葉に気をつけい。それだから貴公の軍事論にも具体性が欠けていけない」

「はっ、ご老人が何をおっしゃられる。あなたの軍事論などかび臭くさい、理論なき精神論だけのもの。そんなものに……」

「何を！」

「まあ、まあ、ご両者。我ら、時間だけはたっぷりとある身。向こうでもう一度語らうといたしましょう」

「そうするか。それでは、陛下」

　それらの声が徐じよ々じよに遠ざかっていく。老いも若きもいるようだが、性別はおおむね男のようだ。数は……となると、アウルにも判断できない。

　額に浮うかんだ汗あせを拭って前進を再開する。

　数分ほどで目の前が大きく開けた。地下の大広間へと辿たどり着いたのだ。最初にアウルが降り立った玉座よりも地下深くに位置するここは、いまやガイツの臨時研究所と化していた。

　古い書物を押しこめた棚たなが大半のスペースを割さいており、あとは薬くすり瓶びんやら、実験に用いると思われる機械が古びたものから最新の機学を応用したものまで様々取りそろえられ、あちこちで歯車が唸っている。壁にはずだ袋ぶくろがいくつもぶら下がっていたり、これも魔法で用いる、昔ながらの媒ばい介かいであるイモリだの蛙かえるだのカラスだのの身体の一部分が無造作にくくりつけてあったり、中には、ガイツ曰いわく「偉い大だいな魔ま道どう王ギュベールの聖遺灰」なる、これもガイツの説明によると「魔法使いの間では伝説にまでなっている逸いつ品ぴん」まである。

　ガイツは広間の中央にいた。

　直径七メートルほどの巨きよ大だいな円形のテーブルがあり、その上に載のった研究対象のさらに上から透とう明めいの容器を被かぶせ、テーブルの側面につけられた機械を色々といじっている。

　内部の精せい霊れい力のバランスを崩くずすことによって反応を窺うかがっているらしいのだが、無論のことアウルには詳しよう細さいなどわからない。

「おお、陛下がいらしたぞ」

　と、研究対象が身を持ち上げた。さっきまで暇ひまそうにずっと眠ねむっていたのだ。

「どけ、ガイツ。ご挨あい拶さつをせねばならぬ」

「ああ、いや、待て待て。もう少しなのでな。アウル、ザベルに言い聞かせてやってくれ！」

　こちらを向こうともせず、研究をつづけながらガイツが言う。容器の中の野や獣じゆうが牙きばを剝むこうとしたので、アウルは仕方なく、

「あ、あーっと、ザベル、もうちょっとの辛しん抱ぼうみたいだから……ね？」

　と気弱に訴うつたえてみた。こんな状じよう況きようでさえなければ、本当は目を合わせるのも嫌いやだ……どころか、その実在さえも疑いかねない相手なのだ。

　が、相手はアウルに言われると仕方なさそうにぺたりと座りこんだ。ぐるる、と唸りを交えつつ、

「陛下がそうおっしゃられるならば。……くそ！　せっかく現世に舞まい戻もどりしこのザベル、何ゆえもって、またふたたびこんな狭せま苦くるしいところに閉じこめられなければならぬのだ。陛下のご命令あらば、いますぐにでもこんなところから飛び出し、この牙をもって、新しき陛下にこのおれの戦いぶりを見せつけてやれるものを。陛下、この野獣王ザベル、陛下の御おんためなら、城中血の海にあふれさせるほどの生いけ贄にえをひと晩で捧ささげてみせましょうぞ！」

　首にかかった炎ほのおの鎖くさりを振り回しながら言う。開いた口から剣けんのような牙が数本光って見えて、アウルは息を吞のんだ。

　この、容器内で狭苦しそうに暴れている野獣こそ──伝説で語り継つがれるところの、〈火の鎖を食いちぎる獣けもの〉ザベル。齢よわい一〇〇〇を越こえる巨大な狼おおかみで、幾いく万もの野獣を従える狼王としてその名を知られていた。彼の支配する岩山へ支配領域を延ばしてきた魔王ガリオンその人にさえ牙を剝き、戦いの果て、敗れはしたものの、この誇ほこり高き狼王に敬意を示したガリオンの魔法でもって、生き物にもともと備わっているはずの〝火を恐おそれる掟おきて〟から解き放たれたという。ザベルは魔王の軍門に下り、自らが魔王の所有物である証あかしとして、永遠に火を放ちつづける鎖を首にかけることを自らが希望したといわれている。

　と、

「そのように野や蛮ばんな真似まねなど、陛下はお好きではなかろう。しょせん獣は獣だ。地を這はうのがせいぜいなおまえには、狭苦しい檻おりこそがお似合いだな」

　空から降ってきた声があった。どことなく凜りんとして気品がある。ザベルは首をもたげ、忌いま々いましそうな唸うなりを放った。

「黙だまれ、リュカール。貴様こそ陛下に姿を見せずして、はるか高みから見物か？　誰だれの手も届かないところならば──そう、おれの牙さえも届かない空にいるならば、どんな大口も叩たたけようというものだ。そうやって、口先だけほざいて、がたがたと震ふるえておれ！」

「くくく。挑ちよう発はつも獣じみて古ふる臭くさい。まあいい、わたしとて陛下への非礼は本意ではないからな」

　ばさりと空が鳴った。ばさっ、ばさっ、と羽音を響ひびかせて、黒い影かげが高い天てん井じようから舞い降おりてくる。

　ザベルのいる機械装置のちょうど真上まで降りてきたその影は、巨大な翼つばさで優ゆう雅がに高度を維い持じしつつ、アウルに向けて一礼した。

「このリュカール、世界でいけぬ場所はない翼の持ち主。陛下がお望みならば、世界のどこへなりともお連れいたしましょう」

　褐かつ色しよくの羽う毛もうを辺りへ散らせる、この、人間が一〇人以上もその上に載れそうな巨大な猛もう禽きん類るいこそ、〈羽根〉のリュカール。

　人の手になる記述では世界でもっとも古いとされる、古代遺い跡せきの石板にも描えがかれている邪じや悪あくな大おお鷲わしだ。

　地上を占しめはじめた、新しき種である人間をほとんど戯たわむれ半分に襲おそっては貪むさぼり喰くらっていたリュカールだったが、ある日、「人の中でもっとも偉大な賢けん人じん」が現れ、彼と知ち恵え比くらべをはじめた。「どこまで高く飛べるか」と挑発されたリュカールは、その賢人の周しゆう到とうな罠わなにおびき寄せられて、「天のもっとも高いところ」に幽ゆう閉へいされてしまったという。その後、三〇〇〇年が経過した頃ころ、人間を支配した魔王ガリオンの手によって解放され、そのままガリオンの部下となったのである。

「くかかか」

「面おも白しろそうな話をしておるな」

　と、先ほど、通路でアウルに話しかけたいくつもの声がまた現れた。今度はちゃんと姿を見せている。……といっても、アウルにはごちゃごちゃとしすぎて何がなんだかわからない姿だ。

「我らレギオン、とうに死者であるがゆえ不死身。複数であるがゆえ知識も精神力も無限。陛下のため、盾たてとなり、剣けんとなり、地上を亡もう者じやの巣そう窟くつにしてご覧に入れましょう」

「ははは」

「ははは」

　その──、大勢の人間が寄り集まり、肉団子状になった物体こそ、〈尽つきぬ闇やみの群れ〉レギオン。手足はおろか、頭さえもごちゃごちゃに混ぜ合い、溶とけ合っているため、傍はた目めにはどでかい球状のオブジェに人間の四し肢しを切り離はなして埋うめこんだようにしか見えない。直径三、四メートルのその球体に埋めこまれた人間の数は一〇〇を超こえるだろう。

　彼ら自らが言うように、レギオンは亡者の群れである。主に一五〇〇年ほど前、各地で起こっていた戦争の犠ぎ牲せい者しやとなった兵士たちだ。農民から徴ちよう用ようされた兵士もいれば、とある国で英えい雄ゆうと名高い騎き士しもいて、中には軍を指揮する立場にいたお偉えら方がたの軍人も数名混じっているらしく、よく互たがいに軍事論を戦わせたりもしている。

　そして、

「にゃおん！」

　もうひとり──というかもう一匹ぴき、その広間へと姿を現した。

　さっきの黒くろ猫ねこだ。尻尾しつぽの先につけたリボンをふるふると震わせながら、どこか典てん雅がな貴婦人を思わせる足取りで歩いてくる。と、にわかに亡ぼう霊れいたちが騒さわがしくなった。

「お、姐あねさんだ」

「馬ば鹿か、姐さんなどと呼ぶな。我らが女王陛下であらせらるるぞ」

「はん、あのような小こ娘むすめ、女王と呼ぶに値あたいするものか……うわわ!?」

　レギオンが急にもがき苦しみはじめた。ふーッ、と唸る猫ねこの体毛が逆立っている。他ほかに何をされているわけでもないのに、肉団子があっちへごろごろ、こっちへごろごろと転がった。「ぎょえええ」「ぐあああ」と世にも恐ろしげな絶ぜつ叫きようを轟とどろかせつつ。

「よさないか、ゼナ」リュカールが静かな声こわ音ねでたしなめた。「亡者どもの悲鳴は耳に障さわる。貴女あなたの忠実なるしもべたちだろうに。たくさんの人格があるんだ、少々口が過ぎたくらいは許してやれ」

　ゼナと呼ばれた黒猫はぷいっとリュカールから顔を背そむけた。レギオンの身み悶もだえが止まり、百数人以上の「ぜいぜい、はあはあ」と息を整える音がいっせいに聞こえはじめる。

「なーお」とゼナは鳴いた。「ななな、何を、言われようと構わぬ。が……、陛下の……にゃおう、前での、ごろごろ、侮ぶ[image: 蔑]べつは……にゃおん、許せぬ」

　どこか息苦しそうにゼナは人間の言葉をしゃべった。

　見た人間は驚おどろくだろうが、ザベル、リュカール、レギオンとそろったいまとなっては、むしろ「なるほど」と納なつ得とくするかもしれない。彼女もまた、伝説に語られるところの魔ま将しよう──〈死を歌う淑しゆく女じよ〉ゼナなのだ。

　ゼナはこの世でもっとも有名な魔女だ。太古の時代、まだザーヴァノ諸島が海に沈しずむ前に栄えていたといわれる魔法帝てい国こくハイアの王女とも言われているが、出自は諸説あってどれが本当かはわからない。

　ゼナはしかし、最初は魔法使いなどではなかった。ジプシーの一員である歌うた姫ひめとして各地をさすらっていた彼女は、魔法の才能などかけらもなく、美び貌ぼうと歌の魅み力りよくによってその名を知られていた。どこの土地へいっても誘さそいの手は引きも切らず、城や屋や敷しきに招かれることも多かったという。

　が、ある日、アウドックという城主が、彼女を独ひとり占じめするために城の地下へ幽閉し、ジプシーの仲間たちを皆みな殺ごろしにした。〈殺さつ戮りく公こう爵しやく〉と呼び名をささやかれるアウドックは、こうして無む辜この民たみを己おのれの楽しみのために惨ざん殺さつすることの多い男だった。

　アウドックは城の宴えん会かいにゼナを連れ出し、

「おれを歌うがいい、姫ひめ。ただし、あからさまな誇こ張ちようやおべっかはいらぬ。真実のみを歌うのだ。そして無論、おれに対する非礼は許さぬ」

　部下の前で彼女へこう言った。非礼を働いても殺す。おべっかを使って真実以外のことを言っても殺す。つまりゼナにはどうすることもできない。

　アウドックは黙だまりこくったゼナへ嘲ちよう笑しようを送った。が、しばし経たったあと、「わかりました」と頷うなずいたゼナは、薄うすい衣をまとった身体からだをひらひらと舞まわせながら、アウドックの真実のみを歌いはじめた。

　民を苦しめ、罪なき人々を処しよ刑けいし、血と罪悪にまみれた殺戮公爵の歌を。噓うそ偽いつわりなどひとつもない──どころか、昨日今日、この土地へ訪おとずれたゼナが知っているにしては不自然すぎるほど多くの真実を暴いた歌だった。アウドックは激げき怒どし、ゼナを殺すよう兵士たちに命じた。

　が、兵士たちは動けなかった。

　ゼナの歌に呼応するかのように、不気味な化け物たちが城内へ姿を現したからである。顔形はすっかり腐くされ果ててしまっていたが、しかしそれは、まさしくいまゼナが歌で歌った、アウドックに処刑されし罪なき罪人たちであったのだ。

　あっという間に城は腐ふ敗はいした死者たちの群れで埋め尽くされ、ひと晩にして城そのものすら腐りきった──と伝説は伝える。

　真実を誘い招く歌──すなわち無意識のうちに周囲の精せい霊れい力へ働きかけて魔法を使いこなす能力──を手に入れたゼナは、今度はその能力ゆえに各地の権力者に狙ねらわれるようになり、逃とう亡ぼうの旅をつづけ、最後には自らの飼かい猫にその魂たましいを移してさすらっていたところを魔王に拾われたという。

　レギオンはそのとき、魔王に頼たのまれて各地の戦場から死者を拾い集めて、ゼナ自身が作り上げた不死の軍勢なのだった。

「自分の部下たちに侮[image: 蔑]もされようさ」ザベルが嘲あざ笑わらった。「見よ、ろくにしゃべることもできぬ。猫に宿ってからが長いため、声帯も退化しておるのだ。歌こそがゼナの魔法だろうに、それではまともに力を使うこともかなわぬ。ゼナ、いまのおまえがどれほど陛下の助けになるというのだ？」

「にゃにゃ、にゃまれ」黙れ、と言いたかったと思われるゼナはふたたび体毛を逆立てた。「わたくしの……にゅにゅ、歌で、貴様を、にゃおう、ただの犬っころにしてくれる」

　化け物たちが騒さわいでいるのを前にしながら、アウルはそろそろ帰っても誰だれも文句は言わないんじゃないかしら、と思いはじめていた。せっかくダイアンが話しかけてきてくれたのを振ふり切って来たのに、どうやらめいめいが忙いそがしそうだ。

「えい、静かにしたまえ」リュカールが呆あきれたような声を出した。「陛下の御ご前ぜんであるぞ。めいめい、少しは遠えん慮りよを覚えたらどうかね」

　と、いまにも容器に跳とびつきそうだったゼナと、暴れまわりかけていたザベルとがそろって身動きを止め、それからアウルのほうへ向き直った。そろそろと背中を向けかけていたアウルは、うっ、となる。

　タイミングよく、

「よし。ザベル、もうよいぞ」

　とガイツが機械の操作をやめ、ようやく狭せま苦くるしい容器の中からザベルを解放した。

「魔王陛下！」

　勢いも凄すさまじく、巨きよ狼ろうはアウルの前へと飛び降りる。ずしん、と地面が鳴って、アウルの足がちょっと浮ういた。

「さあさ、いよいよ出しゆつ陣じんですかな！　まず、どこから攻せめましょうや？　最初にガリオン陛下へ反旗を翻ひるがえしたあのザウサーめの血族はどこにおられる？　まずは奴やつの血に連なるものどもを叩たたき殺ころし、魔王城の尖せん塔とうにそれらの首を並べるのがよろしいかと！」

「え？　え？」

　と、当然アウルは戸と惑まどう。狼おおかみは爛らん々らんとでかい双そう眸ぼうを光らせながらこちらを見下ろしている。目の高さは二メートル半ほどで、狼にしてはあまりにでかい。さっきから洩もれ出ている荒あら々あらしい鼻息も強風そのものだ。アウルはあわてて取り繕つくろった。

「しゅ、出陣。そう、出陣だね！　ええと──い、いつにしようか？」

「陛下がご命令を下されば、奴らがどこへいようと、必ずや首を持ち帰ってきますぞ！　邪じや魔まする奴らがいればそれをも道連れにして、このザベルのいくところ、無人の荒こう野やに変えてみせましょう！」

「まあそう焦あせるなよ、ケダモノくん。おまえのような目立つ奴が地上を走れば、獲え物ものだって噂うわさを聞きつけて逃にげ出そうというものさ。ここはこのわたくし、リュカールめにお任せを、陛下。天高く翼つばさを翻し、誰にも見つからず、しかも四つ足の獣けものより素す早ばやく、そして確実に目差す相手の首を捕とらえてまいりましょう」

　片方の羽根を手の代わりに差し伸のべ、恭うやうやしい一礼を送る鷲わしも、その気になれば家のひとつや二つ足で鷲わし摑づかみにし、持ち上げられるのではないかと思えるほど巨きよ大だいだ。

「にゃにゃ、馬ば鹿かな男たち！」嘲るように笑ったのはゼナだ。「おまえたち、眠ねむりについてから何にやん回月が巡めぐったと思っているの？　まずは情報を集めてからがよろしいかと、陛下。このゼナ、なーお、高貴な毛並みで、どこの王家にも潜もぐりこむことができますれば」

「おう、それがいい」と唸うなったのはレギオンだが、「いや、物事は素早さが何事も大切だ。ザベルの案を支持する」と言ったのもレギオンだし、「まあ待て待て、まずは足もとを固めておくのが一番大事だ。城周辺の土地を我がものにしてからがよかろう」ともレギオンは言った。

「さあ、陛下！」とザベル。

「いますぐ飛び立てます」とリュカール。

「にゃおーん！」とゼナ。

　そして、それぞれ好き勝手なことを言って同じく詰つめ寄ってくる一〇〇人以上の亡もう者じやの集団。

　アウルならずともたじたじとなる。

「え、えーと。ど、どうしようかな。みんなの案、とても素敵だから、そのう、ひとつに決められないや。あはは……は」彼はややあとずさりながら、必死に頭をフル回転させようとした。「ぼ、ぼくとしては、もう少し待ったほうがいいかなー……っていう案なんだけど、ど、どうだろう？　ほら、みんな、まだ起きたばっかりだし、まだ無理はさせられないんじゃないかと……」

　じりっ、とザベルが一歩を踏ふみ出そうとした。リュカールがひとつ小さく羽ばたいて前へ出る。アウルはなおも退さがろうとして、背中を壁かべにぶつけた。

「何と弱気なことをおっしゃるか、陛下」ザベルが血走った目にふと不ふ審しんの色を浮かべた。「魔ま王おう城に認にん可かされたとはいえ……それでも本当にガリオンさまの後こう継けい者しやであらせらるるか？」

「ふむウ、言われてみれば」リュカールが首をひねった。「陛下、もう少し待てとおっしゃるならば待ってもみせようが、ひとつ、その後に考えておられるはずであろう復ふく讐しゆうのプランをお聞かせ願いたい」

「ふ、ふ、復讐？」

　アウルは目を白黒させた。巨狼も大おお鷲わしもその息の届く距きよ離りだ。無論、アウルには復讐するつもりもその相手も存在しないのだが、下手なことを言ったらあの剣けんみたいな牙きばが振り下ろされてきかねない。

「そうよ、復讐」ゼナが試ためすような目つきを下から当ててきた。「自分たちの支配者の名を忘れ、愚おろかにも歯向かった人間たちへ、にゃお、今度こそ新たな支配者の名前を刻みこんでやるのですよ。さあ陛下、ぜひともお聞かせくださいにゃ」

「ええと、ええと」

　ぬっと全身を覆おおった影かげの中、アウルは身の危険を感じつつ、周囲へ視線をさまよわせている。くそっ──頭がパンクしたみたいになって何も思いつかない！　化けもの相手にごまかす文句を考えているだなんて、こんなシチュエーション、想像だにしたことないのだから、当たり前だろう！

　なおも逡しゆん巡じゆんするアウルを、ぎらッ、と三組の視線が矢となって貫つらぬくかに見えた。そのとき、

「アウル、ちょっとよいか？」

　魔将たちの後ろからかけられる声があった。ぐるりとそれぞれの首が向けられた先で、ガイツが手招きしている。手に汚きたない布きれのようなものを持っていた。

「貴様、人間の分際で我らの邪魔をしようというのか」

　ザベルが牙を剝むいたが、

「わしは魔王陛下の師し匠しようなるぞ、愚か者め。忠実なる臣下ということではおまえたちと同じだが、それでもまだわしは陛下に教育を施ほどこさねばならぬ身なのだ。獣どもは黙だまっておれ！」

　と老人は一いつ喝かつした。魔将たちは顔を見合わせる。アウルは呆ぼう然ぜんとして突つっ立っていたが、ガイツの素早い手招きに気づいて、一気に彼らの間を突っ切った。

「……馬鹿め」ガイツが小声で叱しつ責せきする。「もう少し堂々としておれんのか。あ奴らはおまえの部下なのだぞ。といって、別段おまえに絶対の服従を義務づけられておるわけでもない。ガリオンの言いつけに従い、ローラナに魔王と承認されたおまえを仮の主人と認めておるに過ぎんのだ。しょっぱなから信用をなくすような真似まねをするでない」

「そ、そそ、そんなこと言ったって」アウルはもう涙なみだ声ごえだ。「で、でも、さすがにガイツさん、魔王直系の子孫だね。あんなに堂々と怒ど鳴なりつけるだなんて」

「ふふん。当然であろうが。さあ来い、何もおまえを助けるためだけに呼んだのではない。このわしがもっと天才なところを見せてやる。わずか二日間でこれだけの研究成果が出たのだぞ」

　と、歩いていくガイツについていったアウルは、一歩目で床ゆかを滑すべりそうになった。おかしな水たまりができていたのだ。不審に思って顔を上げると、その水たまりはガイツが歩いていくたびにその足もとからこしらえられている。彼の着ているローブは股こ間かんのあたりがびしょびしょだった。

「…………」

　尊敬の念を抱いだいたのをちょっと後こう悔かいしながら、アウルはガイツにつづいて階段を上り、以前最初に降り立った玉座の間へとやってきた。

　玉座の近くまで少年を促うながすと、ガイツは手に持っていた布きれを差し出してきた。

「これぞ研究の成果じゃ。名づけてガリオン・ローブ。周辺の精せい霊れい力を自動的に調整し、魔将たちとのコンタクトを普ふ段だんよりは容易にさせる代しろ物ものじゃ。無論、精霊力に干かん渉しようする以上、これには疑ぎ似じ的な自意識が埋うめこまれておる。いわゆる魔道具じゃな。使用者──つまりはおまえの疑似人格が一番よいのだが、おまえが自分で人格をわけられないというのであれば、模も倣ほうもできぬ。仕方ないので、わしの魔道具のひとつから疑似人格を移しておいた。感謝せよ」

　と、一気にまくし立てられても、無論、アウルには何が何やらわからない。理解できたのは途と中ちゆうの一文のみだ。

「コンタクトを容易に？……いまだって、普通に話してますけど」

「それはここが魔王城だからだ。魔将たちがそれこそ人間じみた人格を持っているように見えるのも、普通に人間の言葉を話しているように聞こえるのも、すべて魔法が働いておるために他ほかならぬ。考えてもみよ、鷲わしが人間の言葉を話せると思うか？　理解できるほどの知能があったとして、しゃべれる声帯が存在すると思っておるのか？」

　いかにも小こ馬ば鹿かにしたようにガイツは言うのだが、それを言うのなら、何千年も生きる鷲がいるのだから、そりゃ人の言葉を話せる毛じらみだっているのではないかとアウルには思える。が、少しは彼も賢かしこくなっていたので、とても洒落しやれていると思えるその言葉をかろうじて吞のみこむことに成功した。いま逆らっても話が長引くだけのことだ。

「魔王城を離はなれてしまえば、連中も我ら言うところの『人格』を失う。ザベルは野性に還かえり、いくらか知性があるとはいえ、いや、それゆえに人間を犬いぬ畜ちく生しよう以下に思っているリュカールはまた戯たわむれに人を狩かるようになり、元は人であっても、いまや猫ねこと本能を同化させつつあるゼナは今度こそ本物の猫になりかねず、レギオンはその魔法の支配から解き放たれてただの土に還るか、あるいは食グ屍ー鬼ルの仲間入りよ。そうならぬためには、常におまえと〈意識の手〉をつないでおく必要がある」

「〈意識の手〉？」

　またわからない言葉が出てきた。一いつ瞬しゆん、ガイツはじろっと横目をくれたが、「教育係」という自分の新しい生きがいを思い出したのか、どこか──というより、かなり仕方なさそうに説明した。

「おまえは一昨日おとといの晩、その〈意識の手〉をもって、パリスの兵士たちを追い払はらったはずなのだがな。ふん、まあいい。──そう、言うなればだな、遠く離れた魔ま将しようともコンタクトを取りつづける能力のことだ。距きよ離りと関係なく互たがいに意思を届かせておけば、魔将も暴走せずに済む。まあ、飼い犬の首輪とつないだ、目に見えない鎖くさりのようなものだ。しかしこれは魔法の一種に他ならず、いまのおまえでは使いこなせまい。普通ならここで魔法のまの字からレクチャーするところだが、それでは一〇年、二〇年などあっという間に経たってしまうし、第一、おまえに素質がないのではどれほどの年月を重ねても意味があるまい。しかし、わしは一いつ介かいの教師などではないぞ。何しろ魔王になるはずだった天才魔法使いなのだからな。わかるな？　この意味が」

「…………はい」

　脅きよう迫はくされているような気分でアウルが頷うなずくと、ガイツはそのローブを身につけるよう促した。

　ローブといっても、首もとでひとつ結んでから背中に流すという、マントみたいな代物だ。

　身につけたところで別段、目に見えた変化は起こらなかった。

「よし。それだけでローブの疑似人格はおまえの意思を汲くみ取って、精霊力に干渉してくれるようになるだろう。まあ、未熟者のおまえではまだ実感はできなかろうが。しかし、自分からの干渉は不可能でも、相手からの干渉に応こたえることくらいはできるはずだ。玉座に座れ。ローラナと直結するのだ。まずは魔王城の制せい御ぎよから学んでいくとしよう」

　ガイツは話を勝手に進めつつ、今度はアウルに玉座へ座るよう命令した。

　渋しぶ々しぶながらも従わざるを得ない。アウルはローブの裾すそを気にしながら玉座におそるおそる腰こしを落とした。

　と、

〝こんにちは、魔王さま！〟

　明るい声が脳内で響ひびいた。

〝やっとあたしの声が聞けるようになったのね。さっきからひとりでしゃべってて、退たい屈くつしちゃった！〟

「そ、そうなんですか。ごめんなさい」

〝あん、謝らないで、魔王さま。ローラナはとってもいい子だから、じっと待ってるのも苦じゃないんだよ〟

　その声の主こそ、最後の魔将にして、〈竜りゆう人じんの末まつ裔えい〉ローラナである。姿こそ見えないが、ガイツ曰いわく、「彼女は魔王城のブレインである」らしい。
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　そこでようやく、アウルにもガイツの言わんとしている意味の一部くらいは理解できるようになった。要するに、いまのアウルではこうやって玉座に腰かけ、ローラナとつながらない限り話はできないが、このローブを使いこなして魔法を扱あつかえるようになれば、玉座に座らないでもローラナとコンタクトを取れるようになる、という意味なのだろう。

　そして、この『つながる』という感覚こそ、〈意識の手〉をつなぎ合わせるという意味に他ならないのではないか。

「ローラナとコンタクトを取るということはそのまま魔王城と直結するという意味だ」傍かたわらでガイツが説明をつづける。「ローラナがいわばおまえと魔王城の橋はし渡わたし役となって、おまえの意思を汲み取り、精せい霊れい増ぞう幅ふくシステムなどを稼か動どうさせる。いわば、ガリオン・ローブの巨きよ大だいバージョンが魔王城なのだな。ここに座っている限りはいかなおまえとて大魔法使いだ。だからこそ、一昨日の晩、おまえは魔将と〈意識の手〉をつなぐことができたのだろうな」

　そうガイツは言うのだが、アウルは一昨日の晩のことなどほとんど記き憶おくにない。ローラナとつながった、という確かな感覚こそ実感となって残っているものの、その後のことはよくわからなかった。ただ、複数の意識が手の届く距離にあって、それらを手の届く以上の距離にまで延ばすことができたような──自分でも何を言っているのかわからない、極きわめて曖あい昧まいな感覚でしかなかった。

「まずはこうして、ローラナの協力を得てでも何でも、魔法を実感として操あやつることが大事じゃ。机の上にかじりついて勉強している暇ひまはないのでな。まあ無論、あとでいくらでもそれはやってもらうが。とりあえずは実じつ践せんじゃな。今日一日で、魔王城のシステムについてびっしり学んでもらうぞ！」

　浮うき浮きとした様子のガイツの宣言に、アウルはおののくものを感じたが、しかし表立った反論はしなかった。このおじいさん、早く飽あきてくれればいいのにな、と思うばかりだ。

〝…………〟

　頭の中を、言葉にならない誰だれかのつぶやきがよぎった気がした。

「ほれ、何をぼーっとしておる。はじめるぞ！」ガイツはひとつアウルの頭を叩たたいた。「まずは魔眼、魔鏡じゃ。これを最初に会得せんことには、わしがいくら天才魔法使いだからといっても、教えられることはほとんどなくなってしまう。何しろ、おまえが具体的に何をどうしているか、魔鏡がなければさしものわしとて理解できんからの」

　ガイツは長々とした説明を開始した。

　要約するに、「魔眼とは、ローラナを介かいしてアウルの視覚を別の場所に飛ばすことができるシステムのことであり、魔鏡とは、そのアウルの視界に映ったものを、玉座や魔王城の他ほかの場所にいる部下たちに見せる鏡のような物体を差す」そうだ。

　要約しても意味不明だ。

「つまりはだな、魔ま王おう城はその外部にも内部にも実に多くの『目』を持っておる。ローラナは常にそれとつながっており、魔王が望めば、魔鏡にそのすべてを映し出すことが可能じゃ。つまり、ローラナを介しさえすればそのままでもできることだが、さっき言うたように何より実践が肝かん心じん。まずはアウル、その魔眼に己の視覚をつなぎ合わせてみるのだ」

「えーと……」

「わしへの質問は禁止じゃ。ローラナがいわば水先案内人となってくれるはず。まずはそう意識してみよ！　〈意識の手〉をつないでおる限り、ローラナとおまえは一心同体なのじゃ。頭の中に思い浮かべるのがそんなに難しいことか？」

　ぴしりとアウルの手の甲こうが鳴った。思わずアウルの背が伸び上がる。

「痛い！　それ、何です？」

「鞭むちじゃ」小さいそれをひゅん、ひゅん、と振ふり回しながらガイツはにたりと笑った。「天てん馬ま通つう信しん販はん売ばい局から昨日取り寄せた」

　涙なみだ目めのアウルは押し黙だまった。鬼おに教官の役を楽しみはじめたらしい。生しよう涯がいを賭かけた目的を見失っても、絶望に暮れる長い時間を経ることなく、すぐに次の目的を見いだすというのは実に素晴らしいことだ。ご老人ならなおのこと。贅ぜい沢たくを言うならしかし、なるべく自分に被ひ害がいが出なければもっといい。

　何となくアウルは老人の酔すい狂きようにつき合わされた孫の心境になった。

　おじいちゃんとちゃんと遊んであげるのよ。はーい、ママ。

　おかしなことを言っても、はい、はい、って聞いてればいいんだから。はーい、ママ。

「何をにたにたしておる？　さっさとせんか！」

　ぴしぃ。ふたたびアウルの手の甲が鳴る。また悲痛の叫さけびをあげたアウルは、『おじいちゃん』をこれ以上怒おこらせないため、意識を集中してみることにした。

「ローラナさん……その、ぼく、魔眼を見たいんですけど」

「声を出すな！」

　ぴしぃ。ガイツの無茶が鞭となって手の甲に喰くいこむ。アウルはまた涙を散らして、

「そ、そんなこと言われても……じゃあ、どうやってローラナに伝えればいいんですか？　話もせずに伝えられたら、そりゃ、便利でしょうけど、森の妖よう精せいエルフじゃないんだから、言葉もなしに……」

　鞭がまた振り上がったのを見てアウルはごくっと声を吞のみこんだ。怖こわそうなガイツの顔がまたもにいっと笑う。

「ほれ、言葉もなしに、おまえはいまわしの思いを理解したではないか。……ま、それは冗じよう談だんにしてもだ。せっかく〈意識の手〉をつなぎ合わせておるのに、声でしか相手に伝えられないのでは意味がない。おまえ、この距きよ離りでザベルやリュカールに声で命令を出すつもりか？　おまえが実はテュホーンとの合いの子で、それほどの大声を出せるというのならば、わしから謝ってもみせようがな。ははは」

　おじいちゃんの冗談には笑ってあげるのよ。はーい……。

「ははは」

「おまえが笑うな！」ぴしぃ。「さっさとやれ！　ローラナとおまえは声も出さず、言葉も交かわさず、瞬しゆん時じにして思いを伝えられるはずじゃ。たとえるなら、賢けん人じん同士が一年以上にわたってくり広げる論戦を、おまえとローラナならばたった数秒で終わらせることも可能なのだ。やれ！」

　うう、とアウルは痛みでひりひりする手の甲をさすりながらも、ご老人の無茶につき合わねばならなかった。




　たっぷり一時間が過ぎた。

　ガイツは苛いら々いらと歩き回っている。さっきより玉座の間は狭せまくなっているので、その歩ほ幅はばは短いが、しかし実に器用にあちこちに配置された魔鏡を避さけながら、迷路のようになった道を歩いていく。

　そう、以前アウルが無意識のうちに魔将を操あやつった際、これも無意識のうちに玉座に呼び寄せたあののっぺりとした四角形の柱が魔鏡である。それと同じ物が玉座の間に四、五本、集まっていた。

　一方、アウルは玉座の上でへばっている。ぐったりとしていて、肩かたで息さえしていた。

「もう、もう無理です。少し、や、休ませてください」

「ならぬ！」

　歩き回りながらガイツは一いつ喝かつ。もう鞭を振るうのにも疲つかれたので、一いち撃げきが見み舞まわれることはないのだが、赤く腫はれ上がったアウルの手を見ればこれまでの経けい緯いなど一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「感じくらい摑つかみはじめんと、休ませたところで無む駄だじゃ！　ローラナを他人と認にん識しきしておるからそのざまなのじゃ。同じ人格だと思え！」

　と、何度同じことを言われても、無理なものは無理だ。

　魔鏡を呼び寄せたときは、ローラナに命令を下す要領で簡単にできたのだが、しかし『視覚をつなぎ合わせる』となると、自分ですら具体的なイメージができないから命令をすればいいというわけにもいかず、ローラナもひたすら困こん惑わくしている様子だった。

〝ねえねえ、しゃべっちゃいけないの？　本当に？〟

「……らしいです」

　ガイツに聞こえないよう、小声で応答する。

〝あたし、魔王さまのこと必死に感じようとしてるよ！　これ、あたしがいけないのかな!?〟

「う、ううん。ぼくがいけないんだ」

〝そんなこと。きっと、あのおじいさんがいけないんだ。だって、ローラナも魔ま王おうさまも悪くないんだもん。そうだよ。そうだよね？〟

　早口で念を押してくる。自分を気き遣づかってくれているとわかったので、アウルは我知らず微笑ほほえんでいた。姿も見えない、人間ですらないかもしれない存在なのに、ほんの小さな少女を相手にしているような気分になった。

「そうだね、きっと、ガイツがいけないんだよ」

　敬語も消えた。どこか、二人共有した笑いがこみ上げてくる。と、

　ふっ、とローラナとの間にそびえていた高い垣かき根ねが消え失うせた。目に見えるものではない。ただそう感じただけだ。が、それは何より確かな実感をともなって、アウルをこれも目に見えない道しるべで導きながらとある場所へとつれていく。

　ごごォ、と耳鳴りが聞こえた。

「うおおっ!?」

　ガイツの悲鳴もまた。それではっと顔を上げたアウルは、視界の隅すみに転がっているご老人の姿を目もく撃げきした。何と、またあの鎧よろい武む者しやが馬乗りになって剣けんを振ふり上げている。

　──やめろ！

　アウルは言いかけ、口をつぐんだ。誰かにそう言うのがとても奇き妙みようなことだと思ったからだ。なぜなら、いまガイツを組み敷しいているのは他ほかならぬアウル自身であり、手にはずっしりとした剣の重みまでもがあった。細長い視界は、兜かぶとを通してのものなのだろう。こちらに向けたガイツの顔が恐きよう怖ふに歪ゆがんでいる。

「────」

　だから、アウルはそこをどいてみた。自分でない、自分の肉体を使うのは非常に気持ちの悪い感覚だった。それでいて、どこかわくわくするような気分をもアウルは味わっていた。がしゃがしゃと足音を立てて、元の位置で直立の姿勢を取る。

　と同時、アウルは〈意識の手〉をその鎧よろい兜かぶとから解いた。

「き、貴様ァ」ガイツが埃ほこりまみれの姿で立ち上がる。「教官に手を上げようとするなどとは何事だ！　その場に直れ、腕うで立たて一〇〇回……!?」

　びくりとガイツは跳とびはねた。後ろでまた動いた甲かつ冑ちゆうが、剣でその背中を軽く突ついたのだ。

〝あははは！〟

「はははは！」

　アウルとローラナは笑った。いまなら、ありとあらゆる場所にこの見えざる手を伸のばせる気がした。

　甲冑を動かせたのも、最初にローラナと怒いかりを共有したからだ。無意識のうちに抱いだいていたガイツへの反感が、ローラナの心と重なり合い、ともに願った心が魔法をも発動させた。

　すると、

「おお！」

　顔を真っ赤にさせていたガイツが、滾たぎるような感情をも忘れて目を瞠みはった。

　玉座の各所に散らばっていた魔鏡が、ぶん……とかすかな音を立てたかと思うと、そこにありとあらゆる映像を映し出しはじめたのだ。

　それはアウルが見ている光景でもあった。

　いまこの瞬しゆん間かん、確かにアウルは複数の視界を持って、すべての光景を網もう膜まくに焼きつけていたのである。

　魔王城内部──さっきの研究室で、ザベルが退たい屈くつそうに巨きよ体たいを伏ふせて眠ねむっていた。

　魔王城墓地──死体公示所モルグと呼ばれる、古びた寝しん台だいと解かい剖ぼう室しつのある薄うす気き味み悪い空間で、レギオンたちが軍事論を戦わせたり、べりりと球体から剝はがれて固体となった兵士たちが、よっちらこっちらと剣や槍やりを振るって訓練したりしている。

　魔王城尖せん塔とう──もっとも高いところにそびえた尖塔のすぐ近く。円形の屋根の下で、リュカールがその翼つばさを持て余し気味に広げていた。魔王の許可がなければ彼らは無論魔王城から出られないのだ。

　魔王城地下──無数にある部屋のうち、もっともきらびやかな装そう飾しよくの施ほどこされた洒落しやれた部屋の中、新品同然の輝かがやきを見せるソファーに寝ねそべったゼナの姿があった。と、ぴょこんと片耳が持ち上がり、

「にゃあ、レディーの寝ね姿すがたを見るものではありませんわ、陛下」

〝目〟を引っかかれ、あわててアウルはそこの〝目〟を外した……。

「おおお、これよ、これよ、これぞ魔眼、魔鏡。そして何より──アウルよ、わかったか、これが魔法だ！」

　ガイツはもうすっかり怒りを忘れ、興奮気味に叫さけんでいた。

「もともとの意味での魔法とは、精せい霊れいへの干かん渉しようを行うことで起こす現象の数々を意味するのじゃ。しかし人間は肉体という、非常に限られた視野しか持てない肉の器うつわを介かいしてしか世界に存在できないゆえ、精霊界をその目で見ることはかなわない。だから、魔法の基き礎そとは、まずその精霊界に干渉でき得るもうひとつの自我を作り出すことからはじめるのだ。自分の意識を複数にわけ、精神のみの存在となって、それをもってして精霊たちへ語りかける。魔法を行うにはいくつかにわけた自らの自我がどうしても必要となる。だからわしはまずおまえに魔眼を見せようとしたのだ。複数の感覚──この場合は視覚じゃな──を共有するのがその第一歩じゃからの。さすがは天才魔法使い！　教師としても誰よりも優すぐれておる！」

　わはははは、というガイツの自画自賛を、このとき、申し訳ないながらもアウルは聞いていなかった。

　複数の魔眼から得られた視界のうち、ひとつに意外なものを見つけて驚おどろいていたからだった。

　アウルの意識が届いたのか、そのひとつを映し出した魔鏡がひときわ強い輝きを放って、ガイツの注意を引き寄せた。

「む？　何じゃ、この小こ娘むすめは？」

　高笑いを止やめ、その魔ま鏡きようをしげしげと眺ながめる。

　映し出されていたのは、ひとりの少女だった。赤い髪かみの美人。丈たけの短めのワンピースを着ている。きゅっと引きしまったような足首からすらりと伸びた、長い脚きやく線せん美びはなかなか魅み力りよく的だが、ガイツの好みから言えば瘦やせっぽちすぎた。何より、まだあの果実は青すぎる！

「ああいうのが好みか、アウル？」

　ガイツはわざと助平ったらしく笑いかけてやった。教師というのは厳しさ一いつ辺ぺん倒とうだけでもいけない。時にはこうした卑ひ猥わいなジョークでもって心を和なごませ、互たがいの心を柔やわらかく溶とかし合うことも重要なのだ。結びつきはいっそう強まることだろう。

「しかし、いかにも気の強そうな娘じゃな。世間知らずのくせして、自分の言っていることは一〇〇パーセント正しいと信じるタイプじゃ。ああいう小娘を、真まことの淑しゆく女じよに育て上げるのもまた男の本ほん懐かいだが、アウル、おまえにはちと荷が……ムム？」

　女性論を語りはじめかけたガイツは眉まゆをひそめた。彼女の立っている場所に気づいたからだ。あれは、ガイツ自身が魔王城へ潜もぐりこむときに使った秘密の入り口の近くだ。何やら辺りをきょろきょろしては、木の根もとにしゃがみこんだり、地面をじろじろ眺めたりしている。

「よもやとは思うが……」

　まさか、秘密の入り口の存在を嗅かぎ当てたのだろうか？

　なおも目を凝こらそうとしたとき、タイミングよく魔鏡の映像がズームアップした。が、これは何もガイツの意図を汲くんだわけではあるまい。彼とは別のものに気づいたアウルが、それを凝ぎよう視ししようとしたのだ。

　それは、小高い丘おかのすぐ近くに停とまった車の中から現れた。

　わらわらと降りてきた三人の男たちが、丘を駆かけ登り、少女の背後に迫せまるや、背中から彼女を羽は交がいじめにした。

「おおっ!?」

　目を剝むいたガイツの前で、魔鏡はそのままずるずると引きずられていく少女の姿を映しつづける。口を塞ふさがれた彼女は車の中へと押しこめられた。もわっと土つち煙けむりをあげた車が、あっという間に魔鏡の視界領域から去っていく。

「な……」

　反射的にアウルも腰こしを上げ、その瞬間、ローラナとのコンタクトも失った。

　魔鏡の映像がすべて搔かき消えると同時、アウルは走り出していた。

「ま、待て、アウル！　まだ教育は終わっておらんぞ！」

　ガイツの声を背に、玉座の間から出ていく。

　間ま違ちがいない……。アウルは狭せまい通路を走り抜ぬけていく。いま、映像に映し出されたのは──つまり、車で連れ去られたように見えたあの少女は──他ほかならぬ、ダイアン・ライリーだった。
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　バルコニーにお茶の準備がしてある、と言われても、シーラ・アランスは席を立とうとはしなかった。

「ここで構いませぬ、ライリー卿きよう。わたくしもそう長居できる身ではありません」

「やあ、しかし、バルコニーからの庭園の眺めは最高なのですがね。皆みなさんに気に入っていただけていますよ」

「ここへ訪おとずれた女性の客ならば例外なく？」

　笑えみを浮うかべつつも、なるべく嫌いや味みに聞こえるよう、しかし最低限の礼れい儀ぎを保てるよう、シーラは苦心しながらそう言った。

「いやいや、そうそう女性ばかりをお招きしているわけではありませんが。何しろ妻子ある身でしてね。はははは」

　ノール領主ゲイル・ライリーは毛もう髪はつの薄うすくなりかけた頭を搔き搔き照れ笑いを浮かべた。くそっ──シーラは内心舌打ちする。何を照れているんだ、ちゃんと嫌味を受け取れ。

「わたくしはお茶をしに参ったのではありません。ご用がないのでしたら、これで」

　ソファーから立ち上がろうとするシーラを見て、さすがにゲイルはあわてたように手で押し留め、ようやくのことで用件を口にした。シーラがこの屋や敷しきを訪ねてから実に一時間近くが経過している。その間、屋敷の案内をされ、自じ慢まん話をされ、歯が浮くようなお世辞の文句を聞かされ──シーラのいまの態度とて、奇き跡せき的に保たれた淑しゆく女じよのそれと言えるだろう。

「いや、お待ちください。そのう──魔王城周辺の調査のほうは、どうなっておりますかな。前も司祭さまにいらしていただいて、話を伺うかがったのですが、あのう、ああいう方のお話というのは、どうも回りくどい表現が多くて。純じゆん粋すいに神を信しん仰こうしておられるのは充じゆう分ぶんに伝わるのですが、逆に言えば、それ以外のことはちっとも耳に入らんのですな」

「ご心配なく、順調に進めております。警護のほうも抜かりなく行っておりますので。我々が来てから、ひとりの被ひ害がい者しやも出ていないでしょう」

　そう訊きかれるだろうとはわかっていたから、シーラは準備したままの台詞せりふをすらすらと並べた。なるべく面めん倒どう臭くさそうな顔をするコツは、ザイン司祭を見て習得したものだ。期待どおり、ゲイルはさらにあわてた態度になった。

「や、ああ、疑っているわけではないのですが。そのう──あのう──」

　あの、その、がやたらに多い。そろそろ表面的にでも態度を取り繕つくろうのが困難になってきた。いついかなる場合においても、パリスの王族、そして軍人としてふさわしい態度を常に心がけねばならないシーラにとっては難敵だ。

「……妙みような噂うわさを耳にしましてな」ノール領主は額に浮いた汗あせを拭ふきながら、言った。「また、魔ま王おう城に化け物が現れたというのです。そのう……非常に申し上げにくいことながら、どうやらうちの娘むすめもその噂に関わっているようでして」

「さあ、聞き及およんではおりませんが」

　相手にするのが疲つかれてきた、という態度を取ってシーラは答える。

　が、それも突つかれるだろうなとはわかっていたからこそ取れた態度だ。噂どころか、シーラは兵士から直接そうした報告を受けていたのだ。

　城内を調査中、現地の人間と遭そう遇ぐう、彼らを詰きつ問もんしている最さ中なかに、正体不明の化け物の襲しゆう撃げきを受けた──という。

　にわかには信じられない事態だった。シーラは速すみやかにいままで以上の厳重な態勢でもって魔王城の封ふう鎖さを命じた。

　最初のうちこそ矢や継つぎ早ばやにいろいろと報告が入ってきたが、しかし、半日もするとぱったり情報が絶えてしまった。化け物云うん々ぬんより、そもそもなぜ兵士たちが、夜間は立ち入りを禁じている魔王城内にいたのか不思議だったシーラは、最初に報告をしてきた兵士二人を呼び寄せて訊いてみたのだが、なぜか二人とも言葉の歯切れが悪くなり、ついには報告の内容すら「居い眠ねむりをしていて悪い夢を見た」という結末に変わっていた。

　さらに、兵士の精神的ストレスを考こう慮りよしたザイン司祭により、その二人をはじめとする噂うわさ話ばなしに関かかわった十数名の兵士が、パリス本国に帰き還かんさせられた。おまけに兵士たちが遭遇したとされる現地人についての情報も消えた。シーラに入ってくる情報はこれで完全に途と絶だえたのである。

　おかしい、とは無論シーラも思わないではなかった。ザーロフにおける軍事演習から一転、ノールでの警備と調査を引き受けたのはザインの意向によるものだ。半月、それをやってきたが調査のほうに進展はないし、シーラ本人にしてみれば、化け物騒さわぎなど馬ば鹿か馬ば鹿かしいとしか思っていなかった。教会の教えを受けていない、いわば文明的に未開の土地らしい噂話だと受け止めていたのだ。

　しかしここにきて、二日前のこの騒ぎ。化け物はともかく、何かがあったのは間ま違ちがいない。

　それに、ノール領主との退たい屈くつな会話の中で、いま唯ゆい一いつ宝石のようにきらめく収しゆう穫かくがあった。

　──娘？

　そう、ゲイルの娘が噂に関わっている、と。では兵士たちが遭遇した現地人とは彼女のことかもしれない。兵が見たという「悪夢」の住人が実在するのなら、そこから辿たどれば新たな情報が得られるはず。

　シーラは、つとめて平静をよそおい、いかにも下らなそうに訊いた。

「娘さんご自身が、化け物を見たとおっしゃる？」

「い、いいえ。わたしが訊いても、何も答えようとはせんのですが。噂の中での話です。ここ二日ほど、何やら塞ふさぎこんではおる様子なのですが。まあ、今日は学校にいったのであまり心配することでもなさそうです。鼻っ柱の強い娘でしてな、恥はずかしながら……」

　父親のくせに娘ひとりからろくに何も聞き出せていないらしい。あまりいい父親でもないな、とシーラは思った。が、彼女自身がそもそも、『いい父親』に関しては肖しよう像ぞう画がすら思い浮うかばなかった。経験がないからだ。

「これもあくまでも噂ですが、そちらの兵隊までもが襲おそわれたという話もあったと思うのですが」

「もしそうなら、わたくしが知らぬはずがありません」シーラは苦い言葉をあえて口にする。

「わたしどものほうでも情報を集めておきましょう。あとで連れん絡らくを差し上げますので」

　にべもない態度を取り繕って席を立つ。いまは必要以上の熱意を見せないほうがいいだろう。手がかりをひとつ摑つかんだだけでもよしとする。シーラはテーブルに置いてあったベレー帽ぼうを手に取り、皺しわの寄った黒い軍服をぴんと伸のばした。銀色の光こう沢たくを放つ髪かみの上に帽子をかぶる。

　今度はゲイルも押し留められなかった。それでは、と言いかけて一礼しようとしたとき、

「あの……旦だん那なさま」

　リビングの入り口付近から年配のメイドが声をかけてきた。

「妙な子供がひとり、来ておりますが。お嬢じようさまは帰っていらっしゃいますか、って」

「子供？」ゲイルは眉まゆをひそめた。「追い返せ。またわけのわからん戯たわ言ごとをぬかす連中だろう」

「戯言？」

　メイドが去っていくのを横目にシーラが訊きくと、

「いやいや、こういう立場におると、まあいろいろあるものでして。おや、パリスの王族でいらっしゃる方に知ったかぶりの顔をするものではありませんな、あっはっは……？」

　ゲイルの言葉を最後まで聞かず、シーラはバルコニーのほうへと足を運んでいた。

　お茶の用意がしてあったテーブルには見向きもせず、広い前庭の向こう、柵さくで仕切られた外側へ目を向けると、確かにひとりの子供がいた。

　見た目、まだ本当の子供で、さすがにあれが魔ま法ほう使つかいのテロリストだとは思えなかったから、柱に隠かくれるようにしていたシーラは、ふふっ、と小さく笑いそうになった。

　ゲイルが微び妙みような立場に立たされていることくらいは、シーラにも想像がつく。ザーロフ公国そのものが、教会連合相手には態度が微妙なのだ。離はなれすぎても駄だ目め、くっつきすぎても駄目、とにかく現状さえ維い持じしておけば互たがいに平和を守れると本気で信じている。

　ザーロフは忌いまわしい魔法使いどもの逃にげ場所としても知られているのに、だ。

　連合国内でテロを起こしては、教会圏けん外がいに逃のがれる、そうした魔法使いテロリストたち。彼らの根を完全に断つためには、やはり教会圏外の国々の協力とて必要になる。神の教えを受け入れない、ということは心にやましいことがあるからだとしかシーラには思えなかったから、ノール領主の抱かかえているだろう悩なやみや苦しみも同情を引くには至らなかった。おそらく、パリスの軍事部隊を駐ちゆう留りゆうさせていることに関し、領土内からも不満の声があるのだろう。察するに、『戯言』とは、領土内に潜せん伏ぷくしている魔法使いテロリストからの脅おどし文句か。

　が、さすがにあの子供が、シーラの存在を知って、ゲイルもろとも標的にするためテロを仕し掛かけに来た、というわけでもあるまい。

　腰こしにぶら下げた拳けん銃じゆうのグリップに当てていた手を元へ戻もどし、あわてて追いかけてきたらしいゲイルへ素早く向き直って一礼した。

「それでは、任務に戻りますので。失礼いたします」

　足を止め、あわわ、と言葉に詰つまったゲイルを完全に無視し、その傍かたわらを過ぎてシーラは接客用のリビングから出た。

　ドアの外で控ひかえていた二人の兵士にじろっと目線をくれる。が、あえて何も言わず、二人がついてくるに任せて早足で歩いていく。──くそっ。シーラは少女らしからぬ悪態を心の内側だけで吐はき捨てた。

　かっ、かっ、かっ……と響ひびいていく足音。何もかもが自由にならない感覚が、目に見えない鎖くさりでシーラをがんじがらめにする。早く本国に帰りたい、という思いと、いいや、何としてでも任務をまっとうして早く一人前として認められたい、という思いが交こう錯さくする。そして何より──、

　空を飛びたい、という願いが、歩くたびに衝しよう撃げきとなって脳天へ突つき上げてきた。地上さえ離れてしまえば、あのエンジン音に腹を震ふるわせる感覚に身を任せてしまえば、鬱うつ々うつとした思いなど、この鎖ごとばらばらに引きちぎってやるのに。

　が、軍事演習が中止された以上、いかに部隊の駐留が認められたとはいえ、このノールで勝手に飛行機を飛ばすのもまずい。下手に現地人の感情を逆さか撫なですることで、外交問題に発展するのも面おも白しろくないし、それではますます父上の覚えも悪くなろう。

　空への渇かつ望ぼうをひとまずはごくりと多量の唾つばごと吞のみこんだ。ともかく、いまはやれることをやるしかない。

　ひとまずはこのまま宿しゆく泊はく地へ向かい、ザイン司祭に会うつもりだった。ベレー帽の位置を手で直しつつ、歩きつづける。

　無論、こちらが得た手がかりのひとつは胸にしまっておくつもりだった。彼女もそこまで子供ではない。ザイン司祭や軍が、自分とは関かかわりのないところで何かをしようとしている、とまでには思い至っていた。




　すでに日もとっぷりと暮れていた。

　ガス灯やら炎ほのおの灯あかりなどが家々を小さく飾かざり立てた夜の町並み。電気ランプはまだそれほど普ふ及きゆうしているわけではないから、山の手を飾るひときわ白々とした灯りは、下町の通りからでも目を引く。

　電気をはじめ、機学分野の発展著しい連合国圏けん内ないでもそれは同じ──どころか、教会では機学の使用を平民には禁じているから、その辺の区別はノールよりよほど厳しい。とはいえ、教会でもこれらの解かい釈しやくを都合よくするためか、ひと月ごとにその規制が厳しくなったり、あるいはゆるんだり、のくり返しになっているのが現状だ。

　貴族にしか認めていなかったはずが、軍事部隊を編成するときとなると、「神の翼つばさ」で空を飛べるのは貴族だけだが、ライフル銃じゆうは神が特別に平民にもお与あたえくださったのだ、と解釈するし、機学の論理を使ったものは一いつ切さい駄目だといいながら、自分たちの所有する庭園や菜園には、そこで働く平民にも最新の農耕機具を与えたりしている。

　ともあれ、アウルは棒のようになった足を引きずりながら、それでも辺りへ視線を配るのを忘れなかった。

「お嬢じようさまは帰っておられますか」

　とライリー家の邸てい宅たくで訊いてから早五時間。ノールの町をほとんどくまなく歩き回った彼は、いま三周目に差しかかっていた。

　ダイアンとはさほど親しいわけでもなかったので、いきそうな場所の見当もつかない。

　恥はじを搔かくのを覚かく悟ごで、同じく親しいわけでもない同級生の家を訪ねたりもした。全員が山の手のお坊ぼつちゃんお嬢ちゃんなので、そうした住宅街に足を踏ふみ入れるのもはじめてだったし、当然のことながら、ライリー家と同じく、ことごとく門もん前ぜん払ばらいを喰くらう羽目になった。

　一度、たまたま庭でペットの犬と遊んでいた女子の同級生が、アウルを見るなり、

「何？　おかしな格好をして。学校以外でそのみすぼらしい顔を見るなんて思いもしなかったわ。このあたりうろちょろしていたら警察呼ぶわよ！」

　と凄すごんできた。ダイアンのことを訊きく余よ裕ゆうもない。

　そういうわけで、五時間かかって得られた収しゆう穫かくは何ひとつなかった。もしかしたら、もう家へ帰っているかも……と思い、ふたたびライリー家に足を向ける。前に訪おとずれたときは別段騒さわぎになっている様子もなかったし、町中駆かけ巡めぐっても、いつもと変わった点はなかった。ただの勘かん違ちがいだったんだろうか？　何しろ、魔ま眼がんだか魔鏡だか、使うのははじめてだったんだし、あれで見たものがすべて真実だとは限らない。

　アウルは肩かたで息をしていた。下町から、ふたたび山の手へ向かう小高い丘おかを上りはじめる。辺りに人家が少なくなり、灯りもほとんど途と絶だえた。真っ暗くら闇やみの道を歩きつづける。

　汗あせびっしょりになったアウルは首もとを手で拭ぬぐおうとして、はじめて同級生の言った「おかしな格好」の意味を理解した。みすぼらしい私服姿という意味ではない。アウルは忘れていたが、学校から直接魔王城へ向かったのでそもそも着き替がえてもいなかった。そしてこれも忘れていた。ガリオン・ローブとやらをマント状に巻きつけたままだったのだ。

「ええい」

　いままで気にもならなかったのに、存在に気づくと急に喉のどのあたりが苦しく、わずらわしくなったのでその布切れを取り払はらおうとした。

　と、

　ばっ！　いきなりアウルの視界が白く焼かれた。まるで銃じゆう火かに撃うたれたかのようなショックがアウルの身動きを封ふうじこめる。

「止まれ！」

　鋭するどい声がアウルの耳を打った。複数の人ひと影かげが前にいる。反射的に顔を覆おおった手をそろりとどけると、分厚いライトの向こうに、ライフルを捧ささげ持ったパリスの軍人の姿が見えた。

　中央からひとり、アウルのほうへと進み出る。

「そこを動くなよ。やっと見つけた。夕方、ライリー家を訪れたのはおまえだな？」

　声の感じも、他ほかの軍人に比べると小こ柄がらな身体からだもまるで子供だった。いきなり『おまえ』呼ばわりされたことに対する反感もあって、アウルは相手がままごと遊びでもしているんじゃないかとさえ思え、彼にしては珍めずらしく怒ど気きを露あらわにした。

「だから何ですか！　もう一度いくつもりだったんです。どいてください！」

　怒ど鳴なり返されるとは思わなかったのか、子供はびっくりしたように、ついさっきまでの軍人然とした態度をあっさりと崩くずした。きょろきょろと左右を見み渡わたし、それから、

「何も知らない子供の振ふりをしても騙だまされないぞ！」気を取り直したふうに叫さけぶ。「ライリー家のお嬢さんを誘ゆう拐かいしたところで、どうにもならんぞ。いまからおまえを尋じん問もんにかけてテロリストたちの巣を暴いてやる！」

「誘拐？」対するアウルの顔色がさあっと変わった。「やっぱり……、まだ、帰ってなかったんだ……」

「何をいまさらすっとぼけている」

　相手は逆に調子づいて嘲あざ笑わらう。さらに前へと出たその姿を見て、アウルははじめて相手が女性であることに気づいた。それでも子供は子供に違いなかった。自分とほとんど歳としは変わらない。そんな女の子が黒い軍服を着て、偉えらそうな口調でしゃべっているものだから、むしろままごと遊びの感はますます強まっている。

　その子供──パリス第三航空機士師団所属一七中隊隊長にして、今回、ノールとの軍事演習に参加するはずだった地上部隊の隊長をも兼かねる彼女は、シーラ・アランスだった。

　ライリー家を出て二時間後、警察を通じて彼女はゲイルの娘むすめがいまだ帰宅していないのを知った。ゲイルから正式な依い頼らいがあったわけではないが、そこでシーラはぴんときたのだ。

　さっき見えたあの子供──そしてゲイルの言った『戯たわ言ごと』。

　テロリストの仕し業わざだ。

　ノールの町から悪しき種を放ほう逐ちくするいいチャンスだった。ちゃらになった軍事演習の名めい誉よを穴あな埋うめするには余りある手て柄がらだとも思えたし、ついでに、魔王城での真相を明かすための手がかりを確保するという意味合いもある。

　そこで町中に警けい戒かい網もうを敷しき、シーラは普ふ通つうの車にカモフラージュした軍事車しや輛りようで移動しつつ、一度ちらりと見たきりの少年を捜さがしていたのだ。

　部下からそれらしき人物を発見したと無線機で連れん絡らくが入って一〇分後。シーラは機会を待った。人通りの多いところで捕つかまえるわけにはいかない。目もく撃げき者しやが多ければそれだけアジトに潜ひそんでいるだろうテロリストたちが逃にげる確率が高まるし、そうなると人ひと質じちの命とて危ない。また、いかに魔法使い相手と言えど、他国の軍人が大っぴらに活動すると現地人の感情をさらに悪化させてしまいかねないのだ。

　そして、ますます都合のいいことに少年が人通りのない道へと差しかかったので、いま飛び出してきた──というわけだ。

「さあ、ついてこい」シーラは拳けん銃じゆうで少年に狙ねらいを定めながら言った。「忌いまわしい魔法を使おうとも無む駄だなことだ。大人しくしているのだぞ」

　目配せし、背後に控ひかえていた兵士たちを前へ出す。ライフルを構えた二人がシーラを追い越こし、アウルへと近づいていった。

　しかし、あんな子供が魔法使いとは、とシーラはどこか重たいものを胸に感じていた。いいや、ひょっとしたら、魔法使いに憧あこがれるただの一いつ般ぱん市民かもしれない。テロリストのメッセンジャー役を務めただけなのかも。それなら、こんな子供が脅きよう迫はくしに赴おもむいてきた不自然さも理解できる。教会圏けん内ないでまともな教育さえ受けていれば──と思わないでもなかった。魔法のような異い端たんに関心を寄せることもなかったものを。少女らしい憐れん憫びんの情が『軍人』の概がい念ねんで鎧よろっていたシーラの心をわずかに揺ゆらした。
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　一方、アウルは近づいてくる兵士たちを目を瞠みはって見つめていた。この人たちは何をするつもりなんだ？　疑ぎ惑わくがぽかんと口を開けさせる。ぼくを撃うつの？　それとも捕つかまえる？　どうして？

「ちょっと……」抗こう議ぎしようとしたが、かすれて声にならない。「待ってよ、急ぐんだ、やめてくれ！」

「暴れるな！」

　近づいてくる兵士が怒鳴った。まだ若いその兵士の顔が機械仕じ掛かけの人形のように見えてアウルは恐おそろしくなった。もうひとりの構えたライフルの銃口がアウルと目を合わせている。

「魔法使いかもしれないぞ。念のため手を縛しばり、口を塞ふさいでおけ」

　シーラの後ろにいたやや年配の兵士が言った。ひとりがアウルの手を捕まえた。冷たい感かん触しよくがぎゅっとアウルの心臓をも鷲わし摑づかみにする。瞬しゆん間かん、アウルはパニックに陥おちいった。

「ぼくじゃない！　ダイアンを捜しにいかなくちゃいけないんだ、放してよ！」

　振り払い、走り出そうとする。

　が、足がついてこなかった。ぐらっと視界が揺れ、派手に転ぶ。上から兵士が伸のしかかってきた。両手を腰こしの後ろに回され、強引に縛り上げられそうになる。

「うわっ！」

　その痛みが、アウルの乱れる心にひときわ強い感情を浮うき上がらせた。

　怒いかりだ。

「おい、あまり乱暴に……」

　少女のその声がアウルの耳に届かなかったのは幸いと言えたかもしれない。アウルならそれだけで怒りを搔かき消してしまうだろうから。が、アウルの胸を占しめた怒りはそのとき、意外な効果をもたらしつつあった。

　どくん。

　心臓が脈打った。

　アウルは身動きを止め、先ほど以上に目を瞠った。何だ──苦しい……心臓に釣つり糸を引っかけられたかのように、まるで身体からだは置き去りにしたまま、心だけがどこかへ引っぱられていくかのよう。

　アウルは気づいた。

　いま、この怒りのいく果ては、何かと──いいや、誰だれかとつながっている。

　ぐわあ、と心の中でその誰かが吠ほえた。野や獣じゆうの雄お叫たけびだった。鋭するどい牙きばの列がぎらりと光る。びっしりと生えた、これも一本一本が針のように鋭い体毛。黄金色の瞳ひとみ。

　アウルはもどかしい思いに駆かられてため息をついた。まだだ……まだ、手が届かない。あと少しの距きよ離りなのに。あいつを制御できるのに！

　野獣は歓かん喜きに打ち震ふるえていた。目に見えない檻おりから解き放たれた喜びは、そのまま血なまぐさい殺さつ戮りくへの欲望と直結していた。アウルごと吞のみこみかねないその欲望が、どろどろと血の筋を引きながら近づいてくる。

　アウルの手首が縛りつけられた。だがこのとき、彼はほとんど痛みを感じていなかった。強引に立ち上がらせられる。彼はいま、物もの凄すごい速度で風を感じていた。くそっ……。相手の怒りが強すぎる。これでは手を結べない！

　まだだ……。

　まだだ、ザベル！

　そんなふうに怒っちゃいけない！

　ぐはああああ。

「わああっ！」

「なっ、何だ！」

　鋭い雄お叫たけびに顔を上げた兵士たちは、アウルを突つき飛ばしてその場から大急ぎで離はなれた。

　ずしん、と地面が鳴った。

　兵に押されたシーラは銃じゆうを取り落とし、後ろへとよろめいた。車しや輛りようの鼻はな面づらに背中を支えられたので転ばずに済んだが、しかし、不ふ名めい誉よを逃のがれた幸運に喜んでいる暇ひまはなかった。

　それは巨きよ大だいな闇やみだった。

　車輛のライトで照らされた部分がやたらに生々しい命の息い吹ぶきを放っている。

　一方の闇に覆おおわれた部分、シーラが見上げる位置に二つの輝かがやきがあった。目だ。シーラはがたがたと震えていた。震えている自分に気づかなかった。

　があああ！

　闇が吠えた。

　限りない憎ぞう悪おに満ちたその叫さけびは、あたかも悪夢の中でイメージしつづけてきた、神への反逆者そのものの声のようであった。

　闇が跳とんだ。シーラは反射的に身体を伏ふせた。そのすぐ背後、凄すさまじい物音とともに何かがその背中にぶち当たってきた。

　破は片へんだ。車輛が押し潰つぶされたのだ。ばちばちっと火花が散る音がし、焦こげくさい臭においがし、それから銃声が二度、三度と聞こえた。それで止まった。どうして？　地面に身を伏せたままのシーラは焦しよう燥そう感かんに駆られた。どうしてもっと撃たない!?　が、聞こえてくるのは男たちの悲鳴ばかり。それも遠ざかっていく。

　いや……。

　置いていかないで！

　悪夢の中、ただひとり取り残される恐きよう怖ふがシーラを立ち上がらせた。

　闇はすぐその近くでそびえていた。別の種類の恐怖がふたたびパリスの中隊長の動きを縫ぬい止める。黄金色の二つの輝きはいまや、ただそこにひとり残った獲え物もの──シーラだけを見下ろしていた。

　獣けものの四し肢しをかたどった闇が動いた。その首にちらちらと燃える炎ほのおが鎖くさりのように連なっているのにシーラは気づいた。ははは……。乾かわいた心に笑いが風のように吹ふき抜ぬけた。何の冗じよう談だんだ？　まさか、伝説の魔ま王おうのしもべザベルだとでも言うつもり？　とてもユニークな悪夢だわ！

　夜目にぬらりと光った牙が振ふり下ろされた。

　シーラの体皮を貫つらぬいたそれが、多量の血をまき散らしつつ骨をも嚙かみ砕くだく。

　……そこまでイメージしてから、シーラはがくりと倒たおれ伏した。意識が白い波しぶきにさらわれ、消えていく。

　獣は身動きを止めていた。

　そしてそのすぐ近くで膝ひざをついていたのはアウルだ。彼は荒あら々あらしく背中を上下させていた。

　いまのアウルには四つの目があった。腕うでも足も四本あり、それぞれ踏ふみしめる地面の感かん触しよくが脳内へ同時に伝わってくる。

『殺さずともよろしいので、陛下？』

　意識だけはちゃんと二通りあったのだが、それだけに混雑したイメージがいっとき、アウルの肉体を動けなくさせていたのだ。

「う……うん」

　アウルは口ではそれだけを言い、心の中では別の動きをするよう指示を与あたえてみた。指示を与える、というより、脳から送られた信号をもうひとつの肉体がキャッチするのだから、自分の身体からだを動かすのとあまり変わらない。意識の中で面めん倒どうな手つづきが増えただけのことだ。

　ザベルは傍かたわらに巨きよ体たいを屈かがめ、その牙きばの一本でアウルの手首を縛しばりつけていたロープをちぎり取った。

　そう、もはや言うまでもなく巨大なこの獣は魔将ザベルだ。

　アウルの怒いかりに対し、まっすぐに同じ怒りでもって応こたえてきたのもザベルの性格によるものだろう。どうやら、無意識のうちに〈意識の手〉とやらを伸のばしてしまったようなのだ。アウルはそれに応じたザベルといま、五感をほぼ共有している状態だった。

　慎しん重ちように自分のみの両手両足を意識しつつ、立ち上がってみた。ザベルまでもが操あやつり人形みたいにひょいとおかしな動きをしてしまったのはまだご愛あい嬌きようだ。いまなお野や獣じゆうの心の中では殺戮への渇かつ望ぼうが渦うず巻まいている。下手をして同調しすぎると、アウル自身がその感情に吞みこまれかねず、そうなると逆にザベルがアウルの意識を支配してしまうかもしれない。

　そろそろと、氷が薄うすく張った湖の上を歩くような心地で、ゆっくり、ゆっくり自分の五体を確かめ、息を吸い、吐はき出す。

　と、異様な臭しゆう気きが飛びこんできた。思いきり吸いこんだところなので猛もう烈れつな臭いが鼻び腔こうを突つき刺さし、そのまま胃がしゃくりあがる。

『ぐえええ。な、何事です、陛下！』

　傍かたわらでザベルも馬より大きな巨体を歪ゆがませて身み悶もだえた。

　アウルは顔を背そむけざま、反射的にザベルとつなぎ合わせた〈手〉を放した。途と端たん、いきなり身体が軽くなり、アウルは顔を背けた動作につられて道の上へと倒れこんだ。

　引き合っていた〈手〉が消失したことにより、アウルはふたたびひとりになったのだ。──しまった！　血が凍こおるような一いつ瞬しゆんを経て、アウルはザベルのほうへと身体を向けた。

　野獣は一瞬、自分がどこにいるかわからない、というような顔つきをしていた。黄金色の目がぱちぱちと開閉していた。ぐるるる、と洩もれ出る唸うなりはもはやただの獣のそれで、人間の言葉となっては聞こえない。

　あわててアウルは〈意識の手〉を伸ばす。先ほどは互たがいの怒りが取っ掛かかりとなっていたので、釣つり糸を引っかけることができたのだ。おそらく、城で試そうとしても無む駄だだったろう。が、アウルはついさっきまで共有していたザベルの肉体の感触を覚えていた。そして──言うなれば、精神の感触までも。

　ザベルは狼王の名のとおり、ふと宙を仰あおぎ見、空へ瞬またたきだした星の輝きへ挑いどみかかるかのように大口を開けかけた。

　巨獣の遠とお吠ぼえが大地を揺ゆるがす寸前、

『むお。何です、陛下、先ほどまでの臭においは？』

　ザベルはふたたび知性を感じさせる瞳ひとみをアウルへ向けてきた。ふう、と安あん堵どの汗あせを拭ぬぐいつつ、アウルは立ち上がった。

「た……多分、ぼくがぴったりきみにくっつきすぎちゃったんだよ。ザベルの凄すごい嗅きゆう覚かくを人間のぼくが受け止めちゃったんだ。で、今度はぼくが感じた気持ち悪さをきみと共有しちゃったんだと思う。いまは──大だい丈じよう夫ぶ、意識して切れるみたいだよ」

　説明しつつ、アウルはいま、ふと頭に閃ひらめいたアイディアに思いを馳はせていた。

　ザベルの嗅覚はやはり狼のそれなのだろう。人間の何十倍、何百倍も匂においを嗅かぎ取る能力に優すぐれている。ゼナですら、服に残ったわずかな残り香がを女性のそれと判別したことを振り返るに、自分と共有しすぎさえしなければ、あるいは──。

『陛下、何か妙みようなことを考えてなさるな？』

　ザベルはどことなく不安そうに言った。少し〈意識の手〉を深くまで伸ばしてみると、どうやらそこら辺の犬と同じ扱あつかいをされるのが不満らしいとわかった。

　アウルにはしかし選せん択たく肢しはもはや残されていなかった。

　野獣をコントロールできるかもしれないという自負と、いま確かにそれを可能にさせた手て応ごたえもあった。

　やや冷たい風が頰ほおを舐なめた。何て奇き妙みような夜だろう。

　一昨日おとといの夜もそうだった。あれから世界は変わってしまったのかもしれない。しかし、だからこそアウルはいま、決断しなければならないのだった。

「ぼくを誰だれだと思っているんだ、ザベル？」アウルは言った。「魔ま王おうの命令に歯向かう気ならばそれでいい。おまえをただの獣けものに戻もどし、火を恐おそれ、火に傷つくようにしてやる。そうすれば、おまえなど一瞬でその自ら首にかけている鎖くさりによってバーベキューになっちゃうぞ！　それが嫌いやなら、さあ、あの丘おかにいくんだ！　残り香があるはずだからな！」
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　暗がりの中に閉じこめられていたダイアン・ライリーは、最初に姿を見せた人物に嚙かみつこうと決心していた。そしてその前に言うべき台詞せりふをも心の中に用意していた。

　が、実際にドアがぎぎぎと音を立てて開くと、もろもろの決心は泡あわと弾はじけ、代わりにこらえられないほどの恐きよう怖ふが波となって伝わってきた。

　複数の人間が入ってきた。

「ああ！　何てことだ」

　ひとりがダイアンを見るなりそう嘆なげいた。初老の男で、奇妙なタキシードを着ている。

「まさか本気でこんなことをするなんて！　自分たちのやっていることの意味が本当にわかってるのか？」

「わかっているさ」若い男が面めん倒どう臭くさそうに言った。「遅おそすぎたくらいだと自分じゃ思っているんだがね。いつも腹ん中で同じこと考えてたよ。だけど昔のおれには勇気がなかったんだ。いま考えれば、あとたった数センチのあと押しが必要なだけだったのに。もう少し、あの人と早く会っていたら、ってそう思うよ」

「違ちがう！　ロカ、昔のおまえに勇気がなかったんじゃない。昔のおまえには分別があったんだ。優やさしい心をしていたんだ。こんな、こんな無関係の人間まで巻きこんで……」

　危あやうくダイアンは悲鳴をあげるところだった。いきなり若者が口論の相手を殴なぐり飛ばしたからだ。太った初老の男がダイアンのほうへと転がってくる。かつては酒さか樽だるに満たされ、瓶びん詰づめのぶどう酒を並べていたと見える棚たなにぶつかり、多量の粉ふん塵じんを巻き上げた。

　ダイアンは激しくむせた。退たい避ひしようにも両手両足を縛しばられているので動けない。顔を背そむけるのがせいぜいだった。

　同じく顔を背けたり、鼻をつまんだりしながら、他ほかの二人の男が口を開いた。

「やめとけよ、ゼット。これ以上ロカを怒おこらせるな」

「なあロカ、前の顔見知りか何か知らないが、こういう男を味方につけるってのもどうかと思うぜ。士気が下がっちまうよ」

「別に味方につけたわけじゃないさ」

　ロカと呼ばれた男はまだ三〇手前のようだったが、目のあたりが神経質そうにひくついていて、いかにもな癇かん癪しやく持ちに見えた。木製の椅い子すを倉庫の隅すみから引っ張り出してきて、背もたれに両手を置いた逆さまの姿勢で腰こし掛かける。

「どうせ、こういうこと言い出すとはわかってたからな。密告でもされたらたまんねえよ。下手なことしないうちに摑つかまえておいたほうがいい」

　腰こしを痛そうに押さえながら、ゼットと呼ばれた男がすすり泣いた。

「ロカ、おまえ、何だってそんな……。まだ怒おこっているのか？　いっしょにテロリストに誘さそわれたとき、おれひとりが断ったから？　あのとき、殴ってでも止めようとしたからか？」

「まだ、だと！」ロカは一気に激情した。「まだ、なんてもんじゃないね！　ずっとさ。ずっとあんたにゃ腸はらわたが煮にえくり返っていたんだ。自分の持てる力をお遊びなんかに使って、現実を見み据すえようともしない！　この二年で、おれがどんな地じ獄ごくを見てきたか、あんたになんかわかるもんか。教会と戦おうともしない魔法使いなんざ、農民の生き血で肥え太った神父より性質たちが悪いぜ！」

「そうじゃない。そんなことない。おまえが二年間で何を見てきたのか、そりゃおれになんかわからないけど、でもおまえはそのために一方的な見方に縛られすぎている！　なあ、ロカ、いまなら遅くないぞ。このお嬢じようさんをさっさと帰しちまうんだ。そしてまた、いっしょにこのノールで暮らそうじゃないか。ここはいい土地だよ。魔法使いでも普ふ通つうに暮らしていける。それでいいじゃないか。他の何が必要なんだ？　なあ、またおれとおまえとで……」

「下らない手品ごっこをやれって言うのか？」

　一いつ瞬しゆん、ダイアンはロカがいままで以上にぶち切れるのではないかと思った。が、腰を上げかけた彼は、上手い言い訳を思いついた遅ち刻こく常習犯のように目を輝かがやかせると、

「そうさ、あんたの言うようにここはいい土地だよ。ここで暮らせるなら悪くない。魔法使いたちなら誰だれでもそう思うだろうな」

「だったら……」

「だからさ。だからいま行動を起こしておかなくちゃいけないんだ。ザーロフ公国だっていまのまんまでいられると本気で思ってるわけじゃないだろう？　教会は虎こ視し眈たん々たんと次の領土拡大を狙ねらっている。ふざけた神の教えなんかを広めようと常に目を光らせている。平和ってのはね、ゼット、のほほんと維い持じしてればそれでいいってもんじゃないのさ。現実から目を逸そらしていさえすれば、争いごとに荷担さえしなけりゃ大だい丈じよう夫ぶ、ってなもんじゃないのさ。逆だよ。平和こそ勝ち取らなくちゃいけないものなんだ。ゼット、いまのノール領主の腰こし抜ぬけぶりくらいは知ってるだろうが」

　ロカがちらりとこちらを見たので、ダイアンは思わずすくみあがった。がたっと音を鳴らして椅子から立ち上がる。もじゃもじゃの巻き毛は少しアウルに似ている、となぜかそのとき思った。

「教会に隷れい従じゆうさえしておけば何もかも大丈夫、って面つらしやがって。軍事部隊を平気でノールに駐ちゆう屯とんさせるわ、魔ま王おう城さえ封ふう鎖ささせるわ。あんな考えもない野や郎ろうなら、そのうち頭ん中を犬っころのそれと取り替かえられても誰も気づかねえよ。なあ、お嬢さん、そう思わないかい」

「……な、何が言いたいの」

　ダイアンは震ふるえる声で、しかし気き丈じようにも相手の目を睨にらみつけて言った。ロカの横に広い口がくっと歪ゆがんで笑えみを形作る。

「親が親なら娘むすめも娘か。どうせ何も考えたことなんざないんだろう。頭にあるのは流行はやりのファッションか？　お気に入りのデートスポットか？　それともボーイフレンドのことだけか？　おまえの場合も、豚ぶたの脳のう味み噌そと取り替えても何も問題はなさそうだな」

「ふざけないで！」ダイアンはかっとなって叫さけんだ。「あんたたちこそ何考えてんのよ！　こんなことして平気でいられると思う？　テロリストだか何だか知らないけど、それなら勝手に教会に戦いを挑いどんで、勝手に死ねばいいでしょう！　あたしを狙うなんて、筋すじ違ちがいもいいところよ！」

　ロカは何も言わず、背後の二人と目を合わせて肩かたをすくめた。その、いかにも、『馬ば鹿かな娘だね』と言わんばかりの態度が癇かんに障さわり、ダイアンになおも大声をあげさせた。

「こんなことをしたら、魔法使いの立場がもっと悪くなるってどうして思わないの!?　あんたたちのほうこそ脳味噌が空っぽみたいね。人食い鬼オルグのそれと取り替えても、誰も気づかないんじゃないかし……ら……」

　言こと葉ば尻じりがすぼんだ。ロカが身につけているベストから短たん剣けんを一本取り出したからだ。彼は無造作にそれを投とう擲てきした。

　ひゅッ、と空気を裂さいて飛んだ切っ先が、「きゃああ！」と悲鳴をあげ、思わず目を閉じたダイアンの足もとに突つき刺ささる。一瞬の間を挟はさみ、おそるおそる目を開けたダイアンは、赤々とした炎ほのおに視界を照らされた。

　石の床ゆかを貫つらぬいた短剣が燃えているのだ。息を吞のんだライリー家の長女の前で、あたかも生きているかのごとく火は蠢うごめいている。それは小さなトカゲの群れに見えた。ほんの小さな虫のようなサイズのトカゲが、全身から火を発しつつ、短剣に群がっているのだ。

　恐きよう怖ふとないまぜになった好こう奇き心しんに縛しばられていたダイアンは、すぐ近くまでロカが接近してきたのに気づかなかった。

「火の精──サラマンダーさ」しゃがみこんだロカとダイアンの顔は近い距きよ離りにあった。「もっとも、伝説で言われるとおりに精せい霊れいがこの形のまま生きている、ってことじゃない。これはおれが形を与えたんだ。精霊への交こう渉しようにはおのおの得意とする分野がある。おれは見てのとおり、火を操あやつるのが得意でね。自ら何度も交渉しては、ついには手足のように操れるようになったその〈場〉の精霊に形を与え、持ち運ぶことができるようになった。この形に成長させるには時間がかかったんだぜ」

　ダイアンは何も言えなかった。魔ま法ほうを目まの当たりにするのはほとんどこれがはじめてだ。ロカは引き抜ぬいた短剣をダイアンに見せた。根もとから切っ先にかけて、ぞろぞろと十数匹ひきの火トカゲ──サラマンダーが蠢いている。

「これが二年間の成果さ。おれは強くなった」火に見み惚とれているかのような、うっとりとしたその口調。「強くならざるを得なかったんだよ。弱い奴やつから真っ先に死んでいったからな。神さまなんてのが本当にいるのなら、まるで秤はかりにかけて順番をきちんと決めているみたいにさ、ちゃんと弱い奴から順に死んでいくんだよ。そりゃ魔法の強い奴だってあっさり死ぬこともあったが、あれは運がなかった。が、運の善し悪あしもまた強さの要素だとおれは思うんでね。だから、何事につけても強くなるしかなかったのさ」

「ロカ……もういい、やめろ」

　うずくまっていたゼットがそう言ったが、ロカは無視してなおもつづける。炎を挟んで犯罪者と向き合ったダイアンは今度こそ震えを隠かくしきれなかった。

「腰抜けのゲイル・ライリーに何も期待できないのなら、おれたちでどうにかするしかないだろう、お嬢じようさん？　ザーロフそのものだって教会に対しては及および腰ごしだ。このままでいてみろ。何の手も打たなければ、一、二年と待たず、晴れてザーロフも教会の属国だ。独立も自由も失われ、魔ま法ほう使つかいはただそれだけで生きながらに火あぶりにされてしまう。──だから、おれたちでやるのさ。無能な人間に取って代わり、正しい道へ導いてやる」

「……それで、あたしを、どうする気なの？」

　ダイアンが言うと、ロカは、ふと間近のダイアンの印象を改めたように見つめた。

「ふん。腰抜けには腰抜けを相手にする方法がある。おまえを餌えさに……」

　なーお。

　ロカは言葉を止め、背後を振ふり返った。

「わっ、何だ」

「どこから入ってきた？」

　二人の男の足もとに、一匹ぴきの黒くろ猫ねこがいた。ぷるぷるっと身を震ふるわせると、首を前脚あしで搔かいて、それから退たい屈くつそうに歩いていく。

「放ほっとけ」ロカが言った。「それより、リーダーは遅おそいな。知らせはもう二時間前には出てるはずだろ」

「ああ、もうそろそろ次の指示があってもいい頃ころだと思うけど」

　いつしか火の消えた短剣をベストに戻もどしたロカは、立ち上がって仲間たちと会話をはじめた。いろいろこれからのことについて話し合っているようだ。

　倉庫の中央付近にあるテーブルの上、広げた町の地図に見入っている。そこにあるカンテラの灯あかりだけが周囲をオレンジ色に彩いろどっていた。

「……すまんなあ」

　近くにいたゼットが、小声でダイアンにそう言った。ダイアンが黙だまっていると、

「あいつは変わってしまったよ。一〇年も前、教会からいっしょにノールへ逃にげてきた仲間だったんだ。しばらくはここで普ふ通つうに暮らしていた。ところが、二年前、同じくノールへ逃げてきたテロリストに誘さそわれて、あいつはそのメンバーになっちまった。……それからの二年、あいつが何を見て、そして何をしてきたのか。確かにその地じ獄ごくとやらはわからないが、想像くらいはつく。それから、あいつは仲間たちといっしょになってこのノールに帰ってきた。何かとんでもないことを企たくらんでいるようだったから、昔のよしみで止められはしないかと思って乗りこんでみたんだが……このざまだ」

　首を振る。暗くら闇やみに揺ゆれるカンテラの灯りが、顔に刻まれた皺しわの陰いん影えいを浮うき立たせていた。

　それから、どことなく悲しそうにダイアンへ微笑ほほえみを見せた。

「安心しなさい。あいつだって、まだどこか昔の部分はあるはずさ。お嬢さんをこれ以上どうにかしようとは思っちゃいまい」

　ダイアンは頷うなずいた。なぜかそれだけでは飽あき足らない気分がしたので、「ええ」と声を出してみた。ロカが一度だけこっちを向き、またテーブルのほうへ向き直る。ダイアンはともすれば凍こごえそうになりそうなほどの恐怖を吞みこんで、奥歯を嚙かみしめた。どうしてあたしはここにいるんだろう？　そして──どうしてこんなに何も知らないんだろう？

「ノールはいいところだよ」そんなダイアンの思いを知らず、ゼットは語りつづけた。「誰だれもが笑え顔がおで暮らせる、素す晴ばらしい場所だ。それなのに、もしテロをここで起こしたら、それこそノールのいいところまで吹ふき飛んでしまうよ。お嬢さんの言うとおりだ。成功しようが失敗しようが、魔法使いはついにノールでも迫はく害がいされるようになっちまう。それじゃザーロフだって教会連合といっしょになるだけだってことを、どうしてあいつはわからないんだろう──」




「────」

　そのゼットの独白を耳にしているのはダイアンだけではなかった。

　もう一匹が倉庫の中にいたし、そしてそのもう一匹を介かいして耳にしている少年がひとりいた。

　かつての酒蔵工場跡あと地ちを見下ろす土手沿いの道。山の手に向かう小高い丘おかの途と中ちゆうから西側にずれた場所だ。

　工場の地下倉庫から距きよ離りを空けることわずか一五メートル。草地の上に身を伏ふせるようにしたアウルがいた。

　ザベルの嗅きゆう覚かくを利用してこのアジトを探さぐり当ててから数分後。彼は新たに〈意識の手〉を伸のばし、もうひとりの魔ま将しようを近くに呼び寄せていた。

　すぐさま突とつ入にゆうしてダイアンを救出したいのは山々だが、ただ闇やみ雲くもに突つっこんでも、かえってダイアンを傷つける恐おそれがある。内部の事情を探るには、リュカールでもレギオンでもなく、適任はゼナということになった。

　意識して魔将を選び出すのはまだ多少骨の折れる仕事だったが、辛しん抱ぼう強づよく闇やみの中を手探りでまさぐっているうち、ようやくゼナの意識と手をつなぎ合うことができた。

　現在、アウルはそのゼナと視覚、聴ちよう覚かくを共有している。アジトの中をゼナの目線で見ることができ、ゼナの耳で中の話し声を聞くこともできた。

　ダイアンを見つけられたことは嬉うれしかったが、ゼットがいたのはショックだった。

　そして彼の話を耳にしているうち、ノールの中では多少肩かた身みの狭せまい思いをしつつも比ひ較かく的てき自由に見えた魔法使いたちの事情を知り、それも別の意味でショックだった。

　だが、いまは同情などしていられない。ゼットが言うように、この目もく論ろ見みが表面化すればますます魔法使いの立場は悪くなる。ダイアンを救出するというアウルの目的に変わりはなかった。

　──だけど、この先、どうしよう？

　アウルは地面の上に伏せながら考えを巡めぐらせていた。ゼナは最高レベルの魔女だという話だ。が、そもそもアウルが魔法をよく知らないので、たとえゼナと五感を共有できるといってもどうやって使えばいいかまではわからない。感覚だけ共有したまま、命令を与あたえてあとは任せるという方法もあるのだが、魔王城内部ならともかく、細ほそ腕うで一本でつながり合っているような頼たよりない状じよう況きよう下では信用の置けるやり方とは言いがたい。ゼナが魔法を発揮しはじめたが最後、制せい御ぎよできなくなって、ダイアンもろともアジトが丸焼け──では、ザベルをそのまま突とつ進しんさせるのと変わらないのだ。

　そのザベルはアウルの傍かたわらでじっと大人しくしている。そう命令を与えているからだが、大人しく見えるのは表面上のみだ。内部ではいまだ台風のように戦いと殺さつ戮りくへの欲望がごうごうと渦うず巻まいている。こちらに任せるのは論外だ。先ほど言ったように、制御下に置こうにもアウル自身が吞のみこまれる恐れがある。

　──くそっ、魔王さまったって、大したことないぞ。確実な手段なんて何ひとつないじゃないか。

　いくらもの凄すごい武器をいくつも与えられたところで、扱あつかう本人が脆ぜい弱じやくで、知識もないのでは役に立たない。これならば、棍こん棒ぼうを一本もらったほうがまだ使いどころがありそうな気がした。

　と、いきなりアジトの内部の映像が乱れた。身体中に鳥とり肌はだが立ち、体毛が逆立っていくのを感じる。──ふーッ！　ゼナの唸うなりが口から洩もれた。彼女が怒おこっているのだ。

「おい、何だ、この猫ねこ、うるさいぞ」

「うるさいのはおまえだ」おぼろげになって聞こえる声。

「猫一匹ぴきに何うろたえているんだ。邪じや魔まなようだったらさっさとつまみ出せ」

「わかったよ。……あイタッ！　こいつ、ひっかきやがって！」

　視界がぐるぐると目まぐるしい回転を起こす。巨きよ人じんがこちらに手を伸ばしてくるのが見えた。あわてたアウルはさらにゼナとの同化を深めてしまい、怒いかりを共有させてその手に攻こう撃げきを仕し掛かけさせた。

「おまえ、そこで何をしている！」

　怒ど声せいが鳴り響ひびく。アウルは倉庫内を逃にげるのに必死だった。ばくばくばく、と心臓が脈打つ。たくさんの声が乱れ飛んでいたので、アウルはその声が『自分』に向けられているものだと気づくのが遅おくれた。

　一気に〈意識の手〉が外れ落ちた。自分ひとりだけのものになった感覚が、土の匂においを伝え、風の冷たさを伝え、そして後頭部に押し当てられた硬かたい感覚を伝えてくる。

　おそるおそる振ふり向いたアウルは、長い筒つつ先さきをこちらに向ける髭ひげ面づらの男の姿を見た。ライフル銃じゆうだ。

「誰だれだ、おまえ？　おれたちを見張っていやがったな」

「い、いえ。ぼくは、そのう……飼い犬の散歩の途中で」

「犬だと？　どこにいる。わかりやすい噓うそを……」

　声は急激に引っぱり上げられて、最後までアウルの耳に届かなかった。ザベルの牙きばに首もとを咥くわえこまれたのだ。釣つり上げられた男がわけもわからず悲鳴をあげる。

「う、わあああっ！」

「と、とても大きな犬なんです、ごめんなさい！」

　なぜか本当に飼い犬が粗そ相そうをやらかした気分になって、アウルは謝った。すると、工場跡あとのほうからもうひとり、男が飛び出てくるのが見えた。同じく手にはライフル銃。こちらの騒さわぎを聞きつけたらしい。

　アウルの意識があちこちに乱れた。

　ひとりはいま出て来たばかりの男がこちらに銃を向けるのに集中し、ひとりはアジトの中で逃げ回り、ひとりは捕つかまえたばかりのこの獲え物もののどこに牙を突つき立てれば、一番血が噴ふき出るだろうかと楽しく夢想していた。

「動くな！」

　と言われても、どの道アウルには動きようがない。いまにも脳のう味み噌そが爆ばく発はつしそうな勢いで、いろいろな感情がいろいろな映像ごとダンスを踊おどっている。一番強いのが食欲だった。空腹なのはアウルも同じだったからだ。いままで考えもしなかったが、人間の匂いはなんて美味おいしそうなんだろう！　涎よだれがこぼれ落ちた。ぼとっ、と草地に跳はねた。空きっ腹を直ちよく撃げきするこの匂い、このあたたかさ。いますぐご自じ慢まんのこの牙で嚙かみ砕くだいてや……。

　──ええい！

　アウルは一番強い感情を優先させることにした。本当に喰くらう、という意味ではなく、放っておけばこのまま〈意識の手〉を振り払はらってでも人間を喰らいかねないザベルを魔王城に帰すことにしたのだ。城に戻もどれば野性の本能も静まるだろうし、そこにいるだろうガイツが何とかしてくれる。

「わっ、ああッ、あ……」

　男の悲鳴をも搔かき消す勢いで、ザベルは猛もうスピードで駆かけ出した。

　アウルに銃を突きつけているほうの男が驚おどろいてそちらを見るが、彼には闇やみが一いつ瞬しゆん蠢うごめいたふうにしか見えなかったはずだ。連れ去られた仲間の悲鳴もまた一瞬。

　男の注意が逸それても、アウルには逃げる暇ひまもなかった。いまだゼナはばたばたと逃げ回っている。実際の感覚と、ゼナと共有している感覚とがアウルの脳に混乱を来きたし、ついに一瞬、ショート状態に陥おちいって彼は地面に膝ひざをついた。




「いつまで遊んでるんだ！」

　猫ねこ騒さわぎでばたばたし、ロカが癇かん癪しやくを起こして怒ど鳴なりつけたとき、アジト周囲を見張らせていた仲間が帰ってきた。出ていったときと同じ二人だが、なぜか片方は別人になっていて、もうひとりのデンに銃を突きつけられていた。

「何だ、そのガキは？　ショーンはどうした」

「わからねえ」デンは本当に不思議そうに首をひねった。「ショーンの悲鳴みたいなものが聞こえたから、そっちに駆けつけてみたらこのガキがいた。ところがショーン自身はどこにもいなかったんだ」

「わけのわからないことを……捜さがしに戻れ！」

　癇癪を引きずってロカは怒鳴りかけた。と、

「アウル……！」

　倉庫の隅すみっこでゼットが引きつったような声を出すのが聞こえた。その奥でダイアンも同様に驚いていたのだが、ゼットに意識を向けていたロカは気づかなかった。

「あんたの知り合いか、ゼット？」

「あ、ああ。だけどおれだけじゃなく、おまえの知り合いでもあるよ。ノールの子供だ。何度か手品を見せたろう？」

「ふうん」

　ロカは頷うなずき、デンに後ろから銃を向けられたままの少年に近づいた。少年はまるで少しでも小さくなって銃の狙ねらいから外れることを願うかのように背を丸めて、肩かたを狭せばめ、足の幅はばを小さくしていた。

「もとお客さんか」

　デンがからかうと、ロカはもの凄すごい目つきでにらんだ。デンが自分の軽口に充じゆう分ぶん後こう悔かいしたところで、「手て前めえは見張りに戻ってろ！」と部屋から追い出してから、アウルのほうへ向き直る。

「アウルといったか。おれはよく覚えちゃいないが、ゼットとはつき合いがあったらしいな。で？　そのゼットのお得意さんが何の用だ？　ショーンをどこかにやったのもおまえか？」

「馬ば鹿かな」ゼットが後ろでわめいた。「アウルは魔ま法ほう使つかいなんかじゃないぞ。その子に何ができるんだ。放してやれ！」

　ロカはゼットを無視してアウルに詰つめ寄った。壁かべに立てかけてあった自分の銃を手に取る。

「これから行動を起こそうってときに、不可解なものはひとつでも排はい除じよしておくに限るだろう。おい、小こ僧ぞう。答えろ。ひょっとして連合側のスパイか？」

「ち、違ちがいます」

　アウルはかろうじて口を開くことができた。ダイアンは見える距きよ離りにいる。近くでゼナも大あくびをしていた。〈意識の手〉は外れたままだ。ガイツが言うように本当の猫ねこになりつつあるのかもしれない。

「その、友達のあとをつけてきただけで。もう夜遅おそいし、そろそろ親おや御ごさんも心配されていると思います。だ、だから、いっしょに帰らせてもらえませんか？」

　一瞬、ロカはきょとんとしたが、すぐに大声を出して笑った。

「脳天気な小僧だ。あきらめろ。もうここは、おまえらのいる日常なんかじゃないんだよ。平和をただ貪むさぼっていりゃいいなんて、そんな呆あきれた時代は長つづきしやしないんだ。それよりおれの質問に答えろ。ショーンをどこへやった？」

「し、知りません。どう話せばわかってもらえるのかな、ぼくは本当にたまたま友達のあとをついてきただけなんです。近くで見失ったから、うろうろしていたらあの人に捕まってつれてこられて。ねえもういいでしょう？」

　まだだ。まだ、ようやく飛び立ったばかり。望むものはまだ見えてこない。

「早く帰らなきゃ、ぼくだって寮りようの門限に遅おくれちゃう。ぼくみたいな生徒は大目に見てもらえないんです。下手をすると学校から追放されっ……」

　急激に言葉が消えた。「アウル！」とゼットが金切り声をあげる。ロカの持っている銃じゆう把はがアウルの腹部にめりこんでいた。

　ぐううう、と息をこぼして床ゆかに腰こしを落とす。が、ロカに髪かみの毛を摑つかまれ、強引に立たされた。

「や、やめろ、子供に何を……」

「うるせえ！」

　響ひびいた銃じゆう声せいに、ゼットは顔を背そむけ、ダイアンは悲鳴をあげた。誰だれにも命中はしていない。ただの威い嚇かくだ。

　が、射しや撃げき音と硝しよう煙えんの香かおりに自分で興奮したのか、ロカの神経質そうな細い目は思いきり見開かれ、いまにも火を放ちそうなほど血走っていた。銃を投げ捨てると、ベストから引き抜ぬいた短たん剣けんをアウルの鼻はな面づらに近づける。ほどなく、ぼっ、と火を灯したその切っ先がアウルの眼前で揺ゆれた。

「教会もそうだが、手前みたいなガキもむかつくんだ」ロカは涎よだれを垂らしながら言った。「おれは地じ獄ごくを見てきたんだぞ。生きていくために──そう、ただ生きていくために！　それなのに、おまえらはのほほんと生きていくのが当然の権利のように振ふる舞まいやがる。何も考えず、ただ馬鹿みたいに笑って、食べて、眠ねむって、明日の朝も平和でいられるなんて思いこんでいるおまえらだって、教会と同罪だ！」

　もう一度、ロカは膝ひざでアウルの腹部を打った。短剣の上で踊おどるサラマンダー。暗くら闇やみに閉ざされかけたアウルの視界にはひときわ明るい炎ほのおたち。

「ち……違う」

「なに？」

　アウルは無意識のうちにつぶやいていた。違う……いまの痛みは、きみのものじゃない。そんなに怒おこらないで。暴れないで。落っこっちまうよ。ちゃんと下を見て。そうそう……そう、あれだ。あれにわざと見つかるように飛ぶんだ……。

「何が違う？　小僧が知ったふうなこと抜かすな」

　ロカは怒っていた。そしてそれと同じくらい彼女も怒っていた。上からだからあまり表情は見えないが、しかし、空に見つけた巨きよ大だいなものを追いかける彼女は、先ほど巨大な狼おおかみから受けた屈くつ辱じよくと恐きよう怖ふをすべて怒いかりに変えているように見えた。そうだよ。もうちょっと焦あせったように飛ぶんだ。あの人たちが必要以上に怯おびえないように。もっと調子に乗せるんだ。

『陛下、それではわたしのプライドとて』

「あとで……いくらでも格好をつけさせて……やるから」

「ああ？　夢でも見ているのか？　おまえらしい、下らねえ夢をよ」

　ロカがせせら笑ったとき、乱暴にドアが開いた。いま出ていったばかりのデンが飛びこんでくる。ロカは苛いら立だちに頰ほおを歪ゆがめて、

「何だ！　今度はどのガキを捕つかまえてきたんだ！」

「ち、違う。車が数台、こっちにやってくる！　乗っている奴やつらはパリスの軍人たちだ！」

　ひと息にそう言ったデンの言葉によって、場が一気に騒そう然ぜんとなった。わめく声、驚おどろきの声、がしゃがしゃと銃をそれぞれに取ろうとする物音。

　が、ひとり、ロカの態度だけが彼らと違った。

　彼は一いつ瞬しゆんだけぽかんと口を開けていたが、「ちくしょう！」と神を呪のろう叫さけびをあげるや否いなや、短剣をアウルめがけて振り上げたのだ。

「やっぱり、手て前めえか！　くそっ、何もかも台無しにしやがって！」

　ごうっ、といままで以上に炎を噴ふき上げた切っ先が迫せまりくる。

　アウルはそのときそこにいなかった。

　だから恐怖も感じなかった。彼はいま、凄すさまじい風を受けていた。舞い降おりていく。ぐんぐんと迫りくる建物。そこにぶつかる直前、アウルは巨大な翼つばさを広げた。思いきり羽ばたいて自ら孕はらんだ多量の風を建物へ叩たたきつける。

　ぐらぐらぐらっ、とそのとき倉庫全体が揺れ動いた。

「うわああっ！」

　いくつにも重なり合う悲鳴のうちひとつはロカのものだった。バランスを崩くずして横よこ倒だおしになる。切っ先がアウルをかすめ、サラマンダーの一匹ぴきがアウルの鼻先をじゅっと焦こがした。

　構っていられなかった。風が強すぎたのだ。アウル自身も足もとをすくわれつつ、彼は駆かけ出していた。

　天てん井じようが裂さけた。

　降り注ぐ瓦が礫れきからかろうじて逃のがれたアウルは、そのまま、悲鳴をあげ、身体からだを縮めていたダイアンの上へと身を投げ出した。

　崩ほう壊かいの音が耳を圧おし、舞い上がる埃ほこりの風がもうもうと辺りを覆おおい隠かくした。

　ちらりと上を見たアウルと──そして、アウルの身体越ごしにまったく同じ方向を偶ぐう然ぜんに見つめていたダイアンは、その瞳ひとみにあるものを映し出した。

　うっすらとした白い煙けむりの向こう、崩れ落ちた天井からぽっかりとのぞいた夜空。

　いまにも覆い被かぶさってきそうな夜の闇やみを、さらなる濃のう密みつな影かげで切り取った巨大な存在。羽ばたいた翼が、その巨きよ体たいをふたたび持ち上げて天高くへと運んでいく。

〈羽根〉のリュカール。

　数秒。

「ひるむな！」

「奴ら、アジトを破は壊かいして逃にげるつもりだぞ！」

「周囲を固めろ。Ｂチームは航空部隊に連れん絡らくを入れつつ、空飛ぶ奴を追え。残り五人はわたしにつづけ！」

　外からいくつもの声が聞こえてきた。最後の女の子の声には聞き覚えがあった。

　銃じゆうを構えた数名の影が飛びこんでくる。テロリストたちに反はん撃げきはできなかった。ほとんどが瓦礫によって怪け我がを負っていたし、また、突とつ然ぜんのことで精神的なショックを受けてもいた。

　彼らひとりひとりが軍人たちによって瓦礫の下から引きずり出され、捕まっていく中、アウルはダイアンから身体をどけていた。ぱらぱらと小さな石くれが背中からこぼれ落ちていく。

　ちらりと横を見ると、頭を抱かかえてうずくまっているゼットの姿があった。埃を被って真っ白になっているが、見たところ怪我はないようだ。

「……アウル？」ぽつりとした声。

　まるで離はなれていく彼を押し留とどめるようにダイアンの手がアウルのマント──ガリオン・ローブを摑つかんでいた。

「アウルよね？　あ、あたしを……助けにきて……くれたの？」

　取りすがってくる彼女はすっかり怯えていた。いつもの自信満々な態度が噓うそのようにその目は弱々しく、誰だれかが震ふるえるその肩かたを抱だいてやらなければいまにも壊こわれてしまいそうなほど。

　が、アウルにはその肩までの距きよ離りは遠かった。だから、ローブを摑んでいた白い手におそるおそる自分の手を重ねた。

「助けに……っていうか、うん……捜さがしていたんだ。きみがまだ、帰ってないっていうから」

「それでは説明にならないな」

　近づいてきたパリスの軍人が口を挟はさんできた。あの銀ぎん髪ぱつの女の子だ。こちらに拳けん銃じゆうを向けている。
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「いい加減白状しろ。おまえもテロリストの一味なんだろう？　ここにいたのが何よりの証しよう拠こだ」そう決めつけてから、女の子はブルーの瞳を瞠みはった。「あの……おかしな化け物を操ったのもおまえだろう？　答えろ、おまえは魔ま法ほうつ……」

「いい加減にするのはどっちよ！」

　突然ダイアンが立ち上がった。アウルを押し退のけるほどの勢いで女の子の前に突つっ立つ。並んでみるとダイアンのほうが若じやつ干かん身長が高かった。

「何よ、いま頃ごろ善人みたいな顔して現れて！　アウルはあたしを助けに来てくれたの！　彼はね、殺されるところだったのよ！」

　いままで恐きよう怖ふに閉じこめられていた感情を一気に爆ばく発はつさせたのか、女の子に詰つめ寄るダイアンの赤い髪かみはいまにも逆立ちそうに見えた。軍服を着た女の子は目を丸くして、思わずあとずさりかける。が、

「あたし、知ってるのよ！　あんたたち、このノールで何しようとしてるの！　魔王城で、いったい……」

　はっと女の子の顔色が変わった。いきなりダイアンの肩を摑むと、そのまま乱暴に酒さか樽だるが積まれていた倉庫の一角へと身体を押しつける。

　銃口が腹部に当てられていた。

「それ以上しゃべるな」

　低く、押し殺したようなその声は近くにいたアウルにも聞こえた。壁かべに背中を押し当てられたダイアンはふたたび恐怖に捕とらわれてか、唇くちびるをわなわなと震わせ、何も言えずに硬こう直ちよくしている。

「シーラ隊長、どうしました？」

「人ひと質じちになった娘むすめがちょっと混乱している。問題ない！　テロリストたちをひとり残らず縛しばり上げろ！」

　他ほかの誰にも見られないよう、自分の背中で銃を隠しながら彼女は叫さけんだ。部下はひとつ頷うなずくと、アウルを指差して、

「この子供はどうします？」

　そう訊きいた。シーラと呼ばれた女の子は少し考えるように目を泳がせてから、

「現地の人々を必要以上に怯おびえさせたくない。子供は放してやれ。あとでわたしが個人的にでも尋じん問もんしてみよう」

　と言い、部下が遠ざかるのを待ってからダイアンに小声で言った。

「……魔王城の件に関しては、わたしにも聞きたいことがある。あの子供は見み逃のがしてやろう。だから、他の軍人に何を訊かれても、魔王城のことについては話すな。……いいな？」

『見逃してやる』はずもなかった。

　アウルにはそうわかっていた。何しろ、ザベルもリュカールも彼女は見ているのだし、アウルがそれに関かかわっていると半ば信じているはずだ。

　が、いまはダイアンのこともあって口を挟むわけにはいかなかった。

　表情を固着させたまま、ひとつかすかに頷くダイアンを見ていたアウルは、足もとにあたたかいものが擦こすりつけられているのに気づいて目線を落とした。

　なーお。

　ゼナだ。アウルは少し笑って、ザベルもリュカールも去ったため、余よ裕ゆうのできた〈意識の手〉を伸のばしてふたたび彼女とつなぎ合わせた。

『……あら？』

　人としての意識を取り戻もどしてか、ゼナが不思議そうに辺りを見み渡わたしはじめる。アウルは、

『ただの猫ねこの真似まね、もう少しつづけてくれると嬉うれしいな。とっても上手うまいからみんな騙だまされているんだ』

　と、ただの猫に戻りかけたゼナのプライドを壊さぬよう、そう声をかけた。

　あとで、不本意な囮おとり役をやらせてしまったリュカールにも声をかけてやらないと……。

　魔王といえど、気き遣づかいが必要らしかった。
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「下らない噂うわさほど下らない尾おひれがたくさんつくものです」ザイン司祭はコーヒーに三杯ばい目の砂糖を入れながら言った。「そして下らない噂ほど広まるのも早い。今回の件も、そういったたぐいのものにすぎませんよ、隊長」

　郊こう外がいの小高い丘おか。自然豊かなこの場所に建てられたホテルが、当面の彼らの活動拠きよ点てんだった。もとは貴族の持ち物だったというこの建物の近くにはよく整備された広い飛行場があり、それがここを選んだ理由のひとつだ。貴族の趣しゆ味みは飛行機だったらしい。

「しかし、これで例の魔王騒さわぎも三件目。実際に化け物と出くわして、司祭のおっしゃるストレスによる精神的負傷で本国に帰き還かんさせられた兵士は一三人目。うちひとりはわが中隊のパイロット。兵士たちも下らない噂に翻ほん弄ろうされたと？」

　シーラ・アランスは二階のテラスに通じる大きな窓から、飛行場を見下ろしていた。現在、パリス第三航空機士師団所属第一七中隊の航空機九機が翼つばさを畳たたんでいる。六機が単葉の対飛ひ竜りゆう戦せん闘とう機、残り三機が別の隊から今回の演習に即そくして借り出してきた、複葉の陸上攻こう撃げき機だ。

　司祭はカップから立ち昇のぼる湯気越ごしにちらりとシーラを見やった。語気の強さに驚おどろいたのだろうか。肉の薄うすい顔つきに変化はないものの、目だけが『不信心者！』と責め立てているように見えた。

「おお、そういえば隊長も化け物と出くわしたそうでしたな。後学のために聞いておきましょう。いったいどんな種類の化け物でした？　飛竜をカモフラージュしたものではなく？　どんな声で泣くのです？　その辺の人喰くい鬼おにをけばけばしく扮ふん装そうさせたものではありませんでしたか？」

「……いえ、わたしが見たのは」

「相手は魔ま法ほう使つかいですぞ」それだけが真実だと言わんばかりに司祭はコーヒーに目線を戻した。「それは奇き怪かいな魔物を操あやつることもあるでしょう。ですが──ふん、馬ば鹿か馬ば鹿かしい──魔王のしもべなどと」

　シーラは無言のままだ。かつては神の代弁者たる司祭のおっしゃることは絶対だと思っていたし、いまも神さまへの朝と夕方のお祈いのりは欠かさない。特にパイロットは──神に翼を預けて空を舞まう立場上、部隊つきの司祭の不興を買うのはとても恐おそろしいことなのだ。

「テロリストたちがそう見せかけた魔法を使っているに他ほかなりませんよ。シーラ隊長、あなたまで魔王復活の噂を信じているのですか？　奴やつらは魔王復活をでっち上げさえすれば、我々が恐れを為なして引き上げていくものだと思っているのですよ。哀あわれにもね。神の教えを受けた我々がいまさら魔法などを怖こわがるはずはないのに、無知とは何と恐ろしい罪だろう」
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「しかし……。魔王城をいままで以上に厳重に警備し、ノールの人はおろか、アリの子一匹ぴき通さぬような封ふう鎖さを為されたのは司祭でしょう。部下たちの間からも、司祭自らそうなさるということは、やはり魔王復活の確たる情報を摑つかんだのでは、と勘かんぐるものが出てきております」

「テロリストたちの拠より所を失わせようというだけの話ですよ、隊長。あんな古城に遺い跡せき以外のどんな価値があるというんです」

　──あなたはその古城を、わたしの知らないところで調べさせているじゃないか！

　シーラはかろうじて喉のどもとまでせり上がってきたその言葉を吞のみこんだ。ひとつ息を吸う。発育途と上じようの胸が軍服の下で膨ふくらんだ。その息を吐はき出しながら、

「ですが、現地の人々の間からも不満の声が上がっております。毎日デモ行進をしているのは何も魔法使いだけではありません。この前など、デモ隊を前に兵士の発はつ砲ぽう騒さわぎもありました。幸い、怪け我が人にんはひとりも出ませんでしたが、我々に対する感情は悪化を辿たどる一方です」

「無知な人々相手にムキになってもしょうがない。部下にそうお教えなさい、王女」

　やんわりと、ほんの子供をたしなめるような口調で司祭は言った。王女、と呼ばれてシーラの顔が引きつる。顔に血の気がさした。ちらりとザインの上うわ目め遣づかい。あたかも調教師が新しい方法を思いついてはじめて猛もう獣じゆうに試ためしてみた、その反応を窺うかがうような目つきだった。

「それで？」司祭はテーブルの上に置いてあった本に手を伸のばした。「この前現れた、空飛ぶ魔ま獣じゆうを捜さがしてノール郊外を飛び回っているのでしょう。何か面おも白しろいものでも見つけられましたかな？」

「──いいえ」

「また今日も飛ばれてはいかがです？　ほら、今日はとても天気がいい。さすがにこの歳としで神が与あたえてくださった翼に我が身を預けようとまでは思いませんが、あの山の頂上あたりまで飛んだらさぞかし気持ちいいだろう、とは思いますよ」

　それで話は終わり、とばかり、本を開いて読みはじめる。

　つまり司祭はこう言いたいのだ。『戯たわむれに軍人の真似まね事ごとをしている王家のお嬢じようさん、きみは台所に立っていられないんだね？　だったら、好きなだけ空を飛ばせてあげよう。きみはお空が大好きなお転てん婆ばさんだからね。ほら、だから空にお上がり。軍や政治のことは全部わたしたちに任せておいて間ま違ちがいないからね』

　シーラは一いつ瞬しゆん、テーブルの上のコーヒーを手に取り、それをあの顔にぶちまけてやったらどんなにスッキリするだろうと思った。そしてその思いつきに愕がく然ぜんとなった。司祭に対して非礼を働くなど、考えただけで胸がどす黒くなりそうな不安があった──いままでは。

「失礼いたします」

　シーラは一礼し、司祭の返事も聞かずに二階の踊おどり場から離はなれた。

　……あのテロリストの騒さわぎからすでに一週間。兵たちの間にも戒かい厳げん令れいを敷しいたはずだが、『魔王のしもべ』の噂うわさはあっという間にノール中に広まっていた。〈羽根〉のリュカール。〈火の鎖くさりを食いちぎる獣けもの〉ザベル。その二つの名と、まつわる噂はシーラ自身にも覚えがあった。

　五日前、山の手の屋や敷しき街で火事が起こったときには、子供三人を救出したリュカールが目もく撃げきされているし、地面を駆かける巨きよ大だいな獣ザベルを見たという目撃談もあとを断たない。

　魔王復活の噂がにわかに高まりだした。無論、シーラたちにとっては面白い事態ではない。公国各地に潜せん伏ぷくしていると思われるテロリストたちを調子づかせてしまうし、何より、いままでばらばらになってゲリラ的に行動していた彼らが、たとえ噂だろうが噓うそだろうが『魔王』という共通の旗頭のもとにひとつにまとまるのをシーラは恐れていた。

　そしてノールにおいてもっともそれを象しよう徴ちようする存在はいうまでもなく魔王城であり、そういう意味においては、ザインがさらなる警けい戒かい態勢を敷いたのはシーラにも理解はできる。が、納なつ得とくはいっていない。これでは、教会までもが魔王の復活を暗に認めたということになるのではないか、という危き惧ぐがあったからだ。

　ザインの言うように、ここ数日、シーラは航空部隊を率いて、一週間前のテロ騒ぎのときに目撃したリュカールらしき姿を追っていた。航こう続ぞく距きよ離りぎりぎりまでの飛行をつづけてはいるものの、ノール周辺には飛竜の巣ひとつ見つからず、成果は挙がっていない。ちなみにあのテロリストたちはリュカールのことは知らなかった。彼らがその魔王のしもべに見せかけて操あやつっていた飛ひ竜りゆう……という線も消えたことになる。

　地上部隊のほうは地元警察と協力し、あの事件で捕つかまえられなかったただひとりのテロリストである「ショーン」という名の男を追わせている。しかしいまだ手がかりひとつ摑めていないのが現状だ。

　そうこうしているうち、ノールでは魔王城封鎖に対して不満の声が募つのり、魔王城を管理する観光局を中心としたデモ行進が行われはじめた。住民と部隊の関係悪化を恐おそれるゲイルは、「一日でも早くやめさせる」とシーラに約束していたものの、頼たよりがいのないあの領主のこと、こちらも無論のこと、目に見える成果は出ていなかった。

　さらに二日前、魔法使いだけでなくノールの人々をも魔王騒ぎに巻きこむ事件が起こった。

　山の手の外れにある、これももと貴族の持ち物だった古城に、テロリスト数名が立てこもったのである。

　たまたま古城で遊んでいた商家の幼い子供数名を人ひと質じちにして。

　彼らはノール領主ゲイルに対し、魔王城封鎖を一刻も早くやめさせること、そして城を自分たちに買い取らせることを人質解放の条件として求めた。

「あれを、我々のほうで解決できてさえいれば……」

　シーラは階段を下りながらつぶやいた。まだ事態はこれほど複雑にならずに済んだのに。

　そのとき、空を偵てい察さつ飛行中だったシーラは駆けつけるのが遅おくれ、ザインも重い腰こしを上げるのに一時間を要していた。

　そのわずか一時間の間に事件は収拾したのだ。

『魔王』の手によって。

　シーラたちにしてみれば一番望ましくない結末だった。あとで調べさせたところ、城に集まりかけていた大勢の野次馬たちが魔王のしもべを目撃していた。テロリスト数名は無傷で古城の中に捕とらえられていて、子供たちも全員無事だった。

　シーラはゲイルを介かいして捕まったテロリストたちとも会ったが、彼らは口々に魔王のしもべの恐ろしさを語っていて、中には、「どうして魔王さまがおれたちを襲おそわれるんだ」と、父親に捨てられた幼子さながらに涙なみだして語るものもあった。

　ともあれ、領主の娘むすめダイアンを救い、子供たちまでも救った魔王は一気にノールの見えざるヒーローとなった。

　魔法使いたちも、「魔王さまは何も魔法使いの敵なのではない。罪なき人を苦しめるテロリストが許せなかったのだ。我々が正当なる怒いかりと手段でもって戦おうとすれば、必ずや味方になってくださる」と都合のいい解かい釈しやくをして息巻き、デモ行進に拍はく車しやをかけた。

「くそっ」

　シーラはままならぬ現状に腹を立てていた。司祭の言葉を思い出す。「王女」だと？　王が妾めかけに生ませた七番目の娘のことをそう呼ぶのならそうなのだろうさ。あなたがいまここで何をお考えなのか、それはわからない。が、わたしとてあなたが思うほど子供じゃないんだ。

　シーラはいまのところ、ザインと、彼女の知らないところで動いているらしい地上部隊の謎なぞの行動に関する唯ゆい一いつの手がかりである、領主の娘──ダイアンと、あのおかしな少年アウルのことを思い出していた。あれからまだ一度も会っていない。早いところ彼女らとコンタクトを取りたいのは山々だが、あまり表立って呼びつけたり、訪問したりすると司祭に勘かんづかれる恐れがある。

　ともあれ、いまはこちらにできることをやるしかない。

　事態は複雑だが、それだけに、乗り越こえたそのときこそ、あの人は自分を一人前と認めてくれるのではないか、とも思えた。




「下らない噂ほど、下らない尾おひれがついて回るものさ」

　ほとんど同じ時間、誰だれかとほとんど同じ言葉を教室で口にしていたのは、ルークだった。

「アウルがダイアンを助けただって？　とんでもない。おれの知り合いの警察が言っていたけどね、あいつはたまたまアジトの近くを通りかかったから、テロリストにさらわれただけの話さ。テロリストに脅おどされて、小便ちびって泣いていたんだとさ」

　机の上に腰こし掛かけて、そううそぶくルークの言葉に、周りに集まっていた生徒たちが声を出して笑う。

　昼休み。アウルは離はなれた場所の自分の席で教科書を開いていた。傍はた目めにはとても真ま面じ目めな奨しよう学がく生せいだが、誰も友達がおらず、食堂で昼食を摂とってしまえば、あとはもうすることがないので、ただ時間を持て余しているだけの話だ。

　無論、ルークの声は聞こえていた。三日間学校を休んでいた彼とスタンは、学校に戻もどるや、ダイアンとアウルの噂うわさで持ちきりのその雰ふん囲い気きが相当に気に喰くわなかったようだ。

　テロリストの騒さわぎは当然学校中にも広まっていた。ダイアンがさらわれたこと、ゲイルを脅すための人質になりかけていたこと、そこへパリスの軍人たちが突とつ撃げきし、テロリストを残らず逮たい捕ほ、ダイアンを救出したこと。

　さらに別の筋から伝わった噂によれば、軍人たちは何もテロリストのアジトを自力で見つけ出したわけではなく、伝説上に名高いリュカールらしき姿を目もく撃げき、それを追っていた先にアジトがあったのだとか、そもそもアジトを最初に襲しゆう撃げきしたのはそのリュカールだとか、様々な枝葉が加わっている。

　そのさらに枝わかれを数回経た先の噂うわさ話ばなしに、「アウルがダイアンを救おうとしてアジトへ果か敢かんに侵しん入にゆうしたらしい」というものもあった。

　もちろん、最初のうちはアウルも質問責めにあった。

「ねえ、テロリストはどんな人たちだったの？　怖こわかった？」

「彼らがリュカールを呼び寄せたって本当かい？」

「ダイアンと、あのパリスの女の子が互たがいに引っかき合い、嚙かみつき合いの大おお喧げん嘩かしたって？」

　いままでほとんど存在を無視され、あるいは認められたとしてもほとんど嫌きらわれものの小虫程度の扱あつかいを受けてきて、しかも本来おしゃべりが大好きなアウルにしてみれば、もちろん嬉うれしくないはずのない事態だったが、しかし、

「ああ……っと、ほとんど覚えてないんだ。ごめん」

　何を訊きかれてもアウルにはそれしか答えられなかった。

　彼の事情がそうさせているのだが、最初の日にアウルに群がりかかった生徒たちは、「何だ、結局噓うそか」と落らく胆たんし、アウルに関心を払はらった自分たちが恥はずかしいのか、むしろ前よりアウルを無視するようになった。

　それらすべてにもちろん無関心でいられたアウルでもない。ごまかすにしたって、もうちょっと上手うまく答えられなかっただろうか、とか、友達のできる最後のチャンスだったかもしれない、とか、しばらくは落ちこんだ。ルークがいまみたいに訳知り顔で吹ふい聴ちようする噓話に反論できないのも悔くやしかった。彼はなぜか知らないが、学校にひとりでも「アウルがダイアンを救った」と信じている生徒がいるのに耐たえきれないらしく、ことあるごとに同じ話を、時にはもっと惨みじめな待たい遇ぐうにアウルを置きながらしゃべりまわった。

「昨日もダイアンを見み舞まいにいったんだけどさ。おれも怒おこられたんだよ。どうして大事なときにあなたがいてくれなかったの、ってさ。あのダイアンが涙なみだを浮うかべて言うんだぜ。アウルなんか何の役にも立たないんだから、って。おれも風邪かぜで休んでさえいなけりゃな。もちろん、ダイアンを助け出せたんだろうけど。そうだろ？　魔ま法ほう使つかいなんか、バックスボールのエース相手に何ができるっていうんだ？」

　あれからダイアンはまた学校を休んでいた。無理もないが、何より、アウルはルークの話に出てくる、彼女が自分を卑ひ下げする言葉に傷ついた。

　が、いまやアウルを取り巻く世界は学校ひとつだけではなかった。

　何しろ、噂でその復活を伝えられるところの「魔王」なのだ。彼は事件の翌朝早くに魔王城へ向かい、ガイツを訪ねていた。彼は複雑な表情を浮かべてこう言った。

「アウルよ、魔将たちを魔王城の外側で使うとは、驚おどろくべき進歩だと確かに言わざるを得ん。わしは何しろ、魔将のコントロールを教授するのは早くても二ヶ月後くらいだろうと思っていたからな。が、しかしあまりに目立ちすぎだ。どういう目的があったかは知らんが、魔王たるもの、もっと冷静な、そしてもっと的確な行動を心がけるべきじゃな。なぜわしに相談のひとつでもせなんだ？」

　そんな暇ひまがなかったからだよ、とは言えなかった。他ほかに心配事があったので、ガイツの長いお説教を聞いている時間さえも惜おしかったのだ。

「おお、あのテロリストの若わか僧ぞうのことか？　ザベルから話は聞いておる。しかしな、生いけ贄にえにするにしてももっと魔力の強い奴やつを連れてこれなかったのか？」

「い、生贄じゃないよ！」

「冗じよう談だんじゃ。事情は聞いておるといったろうが。あらかた、簡単な尋じん問もんは済ませたがな」

　冗談を言う割にその顔色はいまひとつ冴さえない。アウルが追つい及きゆうすると、ガイツは唸うなり声に似た声を出した。

「あのテロリストどもを焚たきつけた奴がおるようじゃ。『魔王が近いうちに必ずや降臨する。お迎むかえするためには魔王城をこの手にしていなければならない。だから、おまえたちもすぐさま行動を起こすのだ』などと言うてな。あのショーンとかいうテロリストに聞いたところ、奇き怪かいな書物を手にした、若い男だったという。どうせ奴らに名乗っていた名前などは偽ぎ名めいだろうから当てにはならんが、うむう……ひょっとしたら、その男、わしの知り合いかもしれんのじゃよ」

「知り合い？　ガイツさんもテロリストだったんですか？」

　強い魔力の持ち主ならば、教会と正面切って戦っていても不思議ではない。が、ガイツは露ろ骨こつに嫌いやそうに顔をしかめた。

「馬ば鹿か者。魔王になろうというこのわしが、どうしてこそこそ逃にげ隠かくれしながら戦わねばならんのじゃ。確かにこの魔力を当てにされたことも一度か二度はあったが、それぞれの勝手な言い分に飽あき飽きしてすぐにやめたわい。どいつもこいつもテロリストなどというのは宗教家に似た理念を持っていてな、迷めい惑わくなことに他人にもそれを強要したがるものなのじゃ」

　アウルはロカというあの男のことを思い出した。向こうは忘れているようだったが、ゼットと二人組で『手品』を披ひ露ろうしていたのをアウルは覚えている。楽しげにハーモニカを吹ふいていた。その彼が語っていた理念。こちらを間近に眺ながめていたあの目を思い出し、アウルは身み震ぶるいした。

「わしは前から言うように魔王直系の子孫。親から子へと、代々伝えられてきた古文書が何よりその証しよう拠こじゃ。実際、その書物に書いてあったとおりにこの魔王城の封ふう印いんは解け、記されてあったとおりに魔将たちは眠ねむっておった。……が、我が母は死の間ま際ぎわ、その古文書をわしに渡わたすと同時、これは本来ある形の半分に過ぎず、残りの半分は世界のどこかであるものの手の中にある、と言ったのだ」

「あるもの？」

「そう。無論、魔王時代はいまから五〇〇年も前のこと。魔王の子孫とひと言で言うても数々に枝わかれしておる。古文書はしかし代々たったひとりにしか受け継つがれぬものじゃ。最初の頃ころ、魔王の子孫たちは身をひそめながらも一堂に会し、その相続者を決めていた。その決定は絶対のものだった。が──レイバック家だけは魔王に選ばれず、時代に埋うもれて滅ほろんでいくことをよしとしなかった」

　三〇〇年前、当時のレイバック家の当主は、自らの息子むすこが古文書の相続者に選ばれなかったのを不服とし、その魔法を用いて強ごう奪だつを目もく論ろんだ。正統な相続者はこれを守るため、同じく魔法で抵てい抗こう。壮そう絶ぜつな死し闘とうの末、古文書は二つに裂さけ、それぞれの後こう継けい者しやが半分ずつを受け継ぐこととなった。

「いまや誰だれひとり、魔王の子孫たちの家系図を把は握あくしているものはおらん。もはや互たがいに集まって相続者を決めることもなくなったのでな。魔王の子孫の中にはおそらく自分の生まれなど知らぬままに死んでいき、あるいは平へい穏おんに家族を為なしていったものも多かろう。が、このわしの家系と、レイバック家だけは、この古文書の半分ずつを手に時代を送ってきた。必ずや自らの直系の子孫が魔王になると信じてな」

　壮そう大だいな歴史物語を語るがごとく、ガイツはうっとりと顔色を紅潮させて言った。どことなく身の危険を感じてアウルはあとずさった。

「おそらくレイバック家の子孫もこの日来きたるを予期し、準備をいろいろと調ととのえておったのじゃろうて。だが、ざまをみよ。見よ、もはや魔王城はわしのもの。奴がどんな策略を巡めぐらして、魔王城をその手にしようとしてももう遅おそい。奴がおっとり刀で駆かけつけたところで、この魔王ガイツが返り討ちに……ぬおおおおっ！」

　自分が魔王でないことに気づいた一いつ瞬しゆん後、ガイツは手当たり次第に近くのものに当たり散らした。いち早く避ひ難なんしていてアウルは助かったものの、興奮したガイツにそれ以上のことは聞き出せなかった。

　が、そのレイバック家の子孫とやらが、おそらくノールのテロリストを焚きつけた黒幕ではないか……ガイツがそう思っているらしいことはさしものアウルにも理解できた。

　果たして的中しているのかどうかはともかくも、黒幕がまだノール近辺にひそんでいるのは間ま違ちがいない。パリスの部隊も他のテロリストから同様の情報くらいは引き出しているはずだ。つまりは、まだまだノールを巡るテロ騒さわぎは収まりそうにない、ということだった。

　教科書を広げてはいても、内容など頭に入ってこない。自分には関係ない、と言い切れればそれが一番いいのだが、頭の中でたとえそう決めつけたとしても、気がつけばいろいろややこしいことを考えてしまっていた。だから、

「アウル」

　と呼ばれても、しばらく気がつかなかった。教室で名前を呼ばれること自体が珍めずらしかったからでもあるが、「アウル！」と怒ど鳴なるように言われ顔を上げたとき、アウルはまた面めん倒どうなことになった、と思った。

　ルークだ。教室でアウルの名を呼ぶ数少ない存在。もちろん、何かとても素す敵てきなからかいの種を見つけたときだけ。今度は何だろう、と思っていると、

「あのな……」彼は言いにくそうにしていた。いつもと雰ふん囲い気きが違う。いつも必要以上にそびやかすたくましい胸を引っこめて、周りをきょろきょろ見み渡わたし、誰も注意を払はらっていないのを確かく認にんしたあと、

「おまえ、学校のあとおれたちにつき合え。いいな」

　それだけを言って、アウルの返事も待たずにまたもとの友人たちのところへ戻もどっていった。

　どうせ、またろくでもないことに違いない。嫌いやな気分になったが、

　──もしどうしようもないときは、ザベルでも呼んでみようかな。

　ふとしたその思いつきが、少しだけアウルを愉ゆ快かいにさせた。あいつら、またショックを受けるに違いないんだ。

　そう考えるとまるで、自分がこの教室中、いや学校中で一番身体からだの大きな乱暴者にでもなった気分になって、少しだけこらえきれずに笑ってしまった。教科書を読んで笑うアウルを見て、近くにいた生徒は気味が悪そうにしていたが、いまはあまり気にならなかった。

　やがて授業がすべて終しゆう了りようし、皆みなが席を立つと、先生は、

「あー、賢けん明めいなる生徒諸君はあまり下町のほうには出向かないように。いま、魔ま法ほう使つかいたちがデモをやっていて危険だからな。あいつらに関かかわると、魔法でネズミに変えられてしまうぞ」

　と下手なジョークを飛ばした。

　魔王時代の終わったいまでも、魔法はやはりその存在を知らない人間にとっては不可解で、恐おそろしくて、だからこそ憎ぞう悪おの対象にもなりやすい。かつてのアウルも似たようなものだった。魔法を使って自分を苦しめるサラお嬢じようさまが怖こわくて仕方なかったのだ。

「おい、アウル。ついてこいよ」

　スタンがアウルの席まで迎むかえに来た。太い顎あごでしゃくって、偉えらそうに命令する。とはいえ、こちらもなぜかとても不本意そうなのがアウルには引っかかっていた。からかうのが嫌ならわざわざ誘さそわなければいいのに。

　ルークたちは今日は迎えの車を断ったようで、三人は歩いて山の手の通りへと進んだ。

　二人ともほとんど無言だ。

　今日は魔王城にいけるかな、と時間の計算をしていたアウルは、辿たどり着いた場所を見て少し驚おどろいた。

　ライリー家の大だい邸てい宅たくだったのだ。




　つい一週間前、門もん前ぜん払ばらいを喰くらった場所にアウルは堂々と──いきたかったが、それでもどこか足取りはおどおどと──入っていった。

　ダイアンの部屋は三階にあった。そこへいくまでの間にすれ違った庭師や召めし使つかいたちは、ルークやスタンには丁てい寧ねいな挨あい拶さつを送るものの、あきらかにみすぼらしい格好のアウルには例外なく戸と惑まどい、声を出すのもためらっていた様子だ。

　が、アウルははじめて入る領主の家に気を取られていたので惨みじめな気分は味わわずに済んだ。廊ろう下かに敷しかれた絨じゆう毯たんや、高い天てん井じようを見回し、やたらに多いドアの数を数えながら歩く。ほとんど学校の校舎ひとつ分くらいの広さはありそうだった。

「ダイアン、来たよ」

　ノックしてからルークが声をかけると、ほどなくドアが開いた。アウルの耳に、一週間ぶりくらいにダイアンの声が聞こえてくる。

「あら、いらっしゃい。……ねえ、連れてきてくれた？」

「──ああ」ルークは不ふ機き嫌げんそうに言った。「ほら、アウル」

「え？」

　ルークに乱暴に手を引かれてアウルは列の先頭に出た。ダイアンと近い距きよ離りだった。いきなりでうろたえるアウルの手を、そのときダイアンの手がぎゅっと摑つかんだ。

「まあ！」悪戯いたずらっぽくダイアンははしゃいだ。「やっと来てくれたのね。お見み舞まいに来てくれないから少しがっかりしてたのよ」

「え？　え？　え、ええと」

　アウルはもちろん何も言い返せない。その後ろでルークが鼻で笑った。

「アウルがこの家に入れるはずないだろ。下手したら最近流行はやりの魔法使いテロリストに間違われちまうぜ」

　実際そうだったとはもちろん知らないルークだが、とにかく戸惑うばかりのいまのアウルにはそのルークの言葉とてフォローになり得た。

「う、うん。一度、来てみたんだけど、やっぱり入れてもらえなくて……」

「そうなの？　前に来た男の子が来たら入れてあげてってマーサに言っておいたのに。ちゃんと自己紹しよう介かいした？」

「う、うーん」

　もう少しちゃんとしゃべれたらいいのに、とアウルは思った。『前』とは、アウルが行方ゆくえ不明のダイアンを捜さがしていたときだろう。

　ダイアンに招かれ、アウルが先頭で部屋に入ることとなった。

　予想はしていたがそれにしても広い部屋だった。部屋そのものにもドアがたくさんあるのに軽いショックを受けつつ、先ほどと同じようにきょろきょろとしていたが、

「やだ、あんまり見ないでアウル。ねえ、いまマーサにお茶持ってこさせるから、今度はちゃんと顔覚えてもらうのよ」

　背中をひとつ叩たたかれ、アウルはまたどぎまぎしてしまった。

　ダイアンが前よりうんと親密そうな態度を取っているのが不思議でならない。が、ルークやスタンの不機嫌そうな顔を見るのは楽しかった。

　お茶を運んできたマーサさんとやらに紹介され、不ふ審しんそうな目つきでアウルをじろじろ眺ながめていた彼女が去ったあと、

「げ……元気そうなんだね」

　勇気を出して自分から声をかけてみた。お茶の香りを嗅かいでいたダイアンは少し驚いて、

「そりゃそうよ。別にどこもおかしくなんてないんだもの。ただ、前の騒さわぎでパパがもうパニックになっちゃってて。あたし、自分の部屋からもろくに出してもらえないでいるのよ。いつ学校にいけるの、って訊きいても、まだ外は危ない、の一点張り。暇ひまで暇でしょうがないの。……ルークやスタンはもちろんあたしが怪け我がなんかしてない、って知ってたはずだけど、そういうこと、学校で話さないの？」

　アウルはまたも「う、うん」としか返事できない。ダイアンには三人がどんな仲に見えるんだろう、と少し考えた。

　それから、しばらく学校でのことをルークやスタンが面おも白しろおかしく話した。こういう話題となるとアウルは入れない。しゃべりたくて仕方のない話題のひとつや二つ、本当ならアウルも持っているのだが、どうせ緊きん張ちようでろくにしゃべれもしないだろうし、この雰ふん囲い気きが壊こわれるのは目に見えている。いまは先生の失敗談で笑い転げているダイアンを見るのが楽しかった。やっぱりきれいだ、と一週間ぶりのその姿に胸のどこかが痺しびれるような感動を味わっていた。

　部屋に入って三〇分くらいしたとき、ダイアンが本題を切り出した。

「な、何だって!?」

　話を聞いていたルークが、手に持っていたカップを落としそうになった。

「そう。あたしたちにもできることがあるはずだって、そう思わない？」

　三人のぽかんとした反応をむしろ楽しむように微笑ほほえみながらダイアンは言った。アウルももちろん驚おどろいていた。ダイアンは、魔ま王おう城封ふう鎖さに抗こう議ぎするデモ隊に、学校ぐるみで参加しようというのだ。

「で、でも待ってよ」お茶にむせたのか、せきこみながらスタンが言った。「ダイアンのお父さん、ノールの領主さまじゃないか。デモ隊が抗議しているのは、パリスの軍人たちももちろんだけど、それを許している領主さまに対してでもあるんだよ？　それを、娘むすめのきみが……」

「わかってるわよ、スタン。あたしをひょっとして馬ば鹿かだと思ってる？　娘だからって、反対しちゃいけないなんて法律で決まってるわけじゃないわ。むしろ娘のあたしがやることにこそ、意義があると思わない？」

　三人は顔を見合わせた。ダイアンは心の底から楽しげで、ソファの上に置いてあった熊くまのぬいぐるみをぽんぽん放ほうり投げては受け止めていた。しばし時間を置いたあと、ルークはせきばらいし、

「そりゃ、ノールで好き勝手やってる軍人たちにむかつかない、って言ったら噓うそになるけど。あいつら、最近は飛行機だって近くで飛ばしてるみたいだし」

「そうでしょ」頷うなずいたダイアンが、勢いこもうとするのを、

「だけどそれに直接きみが関かかわるのは賛成できないよ。ダイアン。きみは前にテロリストにさらわれたんだぜ。また、魔法使いなんかの近くにいたら……」

　声を低め、諭さとすようにそう言いかけたが、

「それよ！」

　とダイアンは指を突つきつけ、逆にルークの言葉を遮さえぎった。

「え？」と三人。

「その事件があったから、魔法使いを非難する声も大きいのよ。でももちろん、彼ら全員がテロリストなわけじゃないんだし、そうした差別をなくすためにも、あたしが参加する意義があるんだわ。テロリストに怖こわい目にあわされたけど、でもダイアン・ライリーは不当に魔法使いを差別しない。むしろ魔王城を不当に扱あつかっている教会連合に抗議する！　って。効果的だと思わない？」

　ふたたび三人は顔を見合わせる羽目になった。なぜだかわからないが、ダイアンはもうその気になっていたし、そうなると、意外に頑がん固こ者ものだということをそれからの数分間で嫌いやになるほど思い知らされた。

　結局、最初にダイアンに賛成したのはアウルだった。

　ルークもスタンも、「このお調子者」という目でアウルをにらんだが、ダイアンがとても嬉うれしそうにしていたので、二人ともそれに追従するしかなかった。

　そして、話がより具体的に進み出すと、ダイアンはデモをやるためのプラカードや垂れ幕が欲しいと言いはじめ、そのための材料を買い出しにもいけないと嘆なげいた。

　それなら、とルークがアウルを買いにいかせようとしたが、

「アウルにはちょっと話があるの」

　とダイアンは言い、ルークとスタンはそれぞれ信じられないような面持ちで、部屋を出ることとなった。

　しかし、いきなり二人きりにされても、アウルのほうこそ困る。

「お茶のお代わりいる？」

　ダイアンは屈くつ託たくなく笑いかけた。アウルは首を横に振ふり、それから、

「あのう……ひとついいかな」

「なに？」

「さっきも訊いたんだけど。どうしていきなりデモをやろうなんて思い立ったの？　その、凄すごく言いにくいんだけど、前のダイアンだったら、こんなこと絶対やろうとはしないと思う」

「でしょうね」ダイアンは素す直なおに認めた。「でも、だからこそ、なのかもね」

「だからこそ？」

「そう。前のダイアン・ライリーは多分そんなこと思いもしなかった。でも、いまは少しだけなら考える頭を持っていると思うの。魔法使いにだっていろいろいるわ。当たり前のそんなことさえ多分前のあたしなら気づきもしなかった。それに、ノールの置かれている立場のこともね」

　やっぱり──とアウルは思った。ロカやゼットの話に影えい響きようを受けたのだ。変にひねずにまっすぐ受け止めているのはいかにも彼女らしかったが、それにしても素直すぎる。

「……それと」

　ダイアンはそこで一度言葉を切った。ぬいぐるみを抱だきしめ、じっと絨じゆう毯たんの一いつ箇か所しよを見つめる。

「ねえアウル、あなたも見たでしょう？　あの不思議な空飛ぶ生き物があたしたちを助けに来てくれたのを」

「そ……そうだったかな」

　どきりとしてアウルは言葉を濁にごした。ダイアンは構わず、

「みんなが噂うわさしているのを知ってるわ。あれは〈羽根〉のリュカールだって言うんでしょ。あたしもそう思う。そう、それに、思い出したの。ううん、思い出した、って言うより、やっと本当のことだったんだって受け止める気になった、って言うべきかしらね。あたしたちを魔王城で助けてくれたのは……あれは、野や獣じゆう王ザベルよ！」

　もう一度ぬいぐるみを放り投げる。今度は受け止めなかった。絨毯の上を転がったそれを、アウルは平静さをよそおいながら見つめていた。

「まさか魔ま王おうが本当に五〇〇年後に復活するなんて思いもしなかったし、それがここノールだなんてもちろん想像だにしなかったけど。ねえ、アウル。あたしいまは魔王を信じている。近くにいるんだって思っている。だけど何も怖くないのよ！　きっと、教会の伝える伝説なんて噓うそっぱちなのね。魔王は恐おそろしい、化け物じみた人物なんかじゃない。じゃなかったら、あたしたちを──あたしを二度も助けてくれはしないもの！　噂だけならこの部屋でもいっぱい聞いたわ。また魔将たちが人助けをしたんでしょう？」

　アウルは慎しん重ちように「そういう噂だね」とだけ答えた。

　そう、もちろん──シーラがザインと会話していたときに話に出た『魔王騒さわぎ』。あれはアウルの仕し業わざだった。

　アウルが外で魔将をコントロールできると知ったガイツが、教育の一課程として何度となく実じつ践せんさせたのだ。

　あくまでも訓練の一いつ環かんだったので、最初から人助けをするつもりだったわけではない。だが偶ぐう然ぜんに見かけた事件や事故を放っておけるアウルでもなく、また、それを救えるかもしれない力を持っているいまとなっては、どうしても介かい入にゆうせざるを得なかった。

　燃え盛る火の中から子供を救出したときは、リュカールと同化しての飛行訓練の最中だったし、古城でのテロリスト騒ぎは、二人以上の魔将を同時に外でコントロールする訓練をはじめたばかりのときに起こった。

　ガイツはそれらを解決したアウルの手しゆ腕わんを誉ほめながらも、同時に嘆かわしそうに言った。

「魔王陛下が人助けなどしてどうする!?　教会連合圏けん内ないで流行はやっている『神の子ゴッドマン』の向こうを張る気か？　凄すさまじき魔力を持った魔王が、コミックスのヒーローか？　みんなの、平和の、正義の味方か？」

「魔王さまはね」

　ダイアンの言葉に、はっとアウルは我に返った。

　彼女はアウルを見ていなかった。そのもっと遠くを見ていた。

「あたしの目を覚まさせてくれたのよ。だから、あたしにもできることをしたいの。……あたし、変かしら」両の頰ほおに手を当てて彼女は言った。「自分でも急に変わりすぎたとは思っているの。傍はたから見たら変だろうなって。ね、アウル。あんまりにもおかしなこと言ってる、と思ったらちゃんとそう言ってね。あの事件のとき、いっしょにいたあなたなら一番にわかってくれるとは思うの。でも、そんなあなたから見て……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」とアウルは言った。

「変じゃないさ。少しも。ぼくだってそう思えるもの」

　彼はいま、はじめて魔王の力を手に入れたことを喜んでいた。

　と同時に、なぜか底知れない寂さびしさを同時に感じてもいた。

　ダイアンはその返事が聞きたかったとばかりに微笑ほほえんだ。

　だから寂しかった。
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　五日後の早朝。学校は休みの日。

　アウルは三み度たびライリー家の門前に立っていた。今度はひとりきりだ。お手伝いのマーサはいくぶん面めん倒どう臭くさそうに、それでも主人の娘むすめの言いつけは守って彼を中へと招き入れてくれた。何しろここ数日はとある「打ち合わせ」のため、ルークやスタンと連続で通っていたため、さしもの彼女も「顔を覚えていなかった」とは言い訳できない。

　近ちか頃ごろの寝ね不ぶ足そくがたたって、案内される間も何度も大おお欠伸あくびをした。

　アウルだけではないはずだ。ルークたちを介かいしてダイアンに声をかけられた生徒の大半が、プラカードや垂れ幕の作成に夜遅おそくまで没ぼつ頭とうしていたはずだし、実際、昨日は教室中が眠ねむたそうな顔で覆おおわれていて、教師たちを不ふ審しんがらせた。

「おはよう、アウル。約束よりちょっと早いわね？」

　ダイアンも眠たそうにドアの前で小さく欠伸をしてみせた。マーサをちらりと見やって、

「ちょっと時間早いから、家の中案内してあげる。ねえ、マーサ、それくらい構わないわよね？」

「しかし……」あきらかに不服そうに年配のメイドは鼻の頭に皺しわを寄せた。「旦だん那なさまからきちんと言い含ふくめられております。外出はなさいませんよう」

「家の中も外出、って言うのかしら？　マーサ、少しだけならいいでしょう。あたしここ一〇日ほど、すごくパパ思いのいい娘こだったと思うわ。そうじゃない？」

　ダイアンは、学校の彼女からは信じられないくらい甘えた声を出した。マーサはひとつため息をついて、

「一〇時には家庭教師の先生がいらっしゃいますからね。それまでだったら」

「ありがとう！　だからマーサ好きよ」

　知りません、と小声で言って、マーサは踵きびすを返した。

　あれ、意外にいい人なんだ。ぼく以外には。──そう思ったから、二人のやり取りを見守っていたアウルも小声で、

「大丈夫かな。あの人、あとでゲイルさまに叱しかられるんじゃ」

「平気よ。いざとなったらマーサのほうが強いもの。あなたの教育が悪いから、ってマーサが怒おこる顔が目に浮うかぶようだわ」

　茶目っ気を出してダイアンは笑った。以前までなら信じられないほど近い距きよ離りだった。

　それから他ほかのお手伝いたちの目をかいくぐって家の外へ出るのは、ちょっとした冒ぼう険けんだったが、思ったよりは時間もかからずに済んだ。今日は早くから領主のゲイルは出かけているという。だからこの日を選んだのだ。

　裏庭を抜ぬけ、勝手に取り出してきた鍵かぎで小さな通用門を抜ける。果樹園を挟はさんだなだらかな坂道はまだライリー家の敷しき地ち内だ。朝早いので人の姿はないが、それでもそろそろと、遠くから見たとき繁しげみの上に頭が出ないよう前まえ屈かがみで走り抜けた。

「大成功！」

　ダイアンは学校で他の生徒たちとやっているように、喜びを表現する際、アウルの手を叩たたいた。ちょっと照れたが、ダイアンがもう片方の手を突つき出してきたので、自分もその手を叩く。

　二人は顔を見合わせて何となく「ふふふ」と笑った。

　それから、すでに集まっているだろう学生たちと合流すべく歩き出す。

　この、ちょっとしたスリルと冒険がアウルの眠ねむ気けを完全に吹ふき飛ばしていた。ここ四日間、学校に通いつつ、放課後はダイアンの部屋での打ち合わせ、それから魔王城にも少しだけ顔を出し、さらには寮りようで夜遅くまでデモの準備。体力にあまり自信のあるほうではないアウルにはなかなか大変な日々だったのだ。

　ガイツもいろいろこぼしていたが、魔将や城の研究やら、レイバック家の情報を探し求めたりと、彼は彼でやることが盛りだくさんだったので、ちょっと顔を出してすぐ帰るぶんにはそんなに口やかましい相手ではなかった。

　むしろ騒さわがしいのは魔将たちのほうだった。

「今度の出しゆつ陣じんはいつですか」とザベルが鼻息を荒あらくすれば、

「敵の放った火から仲間を救出したはいいが、肝かん心じんの敵はどこにいるのです」とリュカールが首をひねり、

「わたくしに、今度こそ令れい嬢じようにふさわしき任務、にゃにゃおーん、を！」とゼナ。

「どうやら陛下は我々を温存されておるらしいぞ」とレギオンのひとりが言えば、「ええい、何でもいい。早く外に出て戦ってみたいのじゃ」とこれもレギオンが言い、「馬ば鹿かめ。ろくな作戦もなしに出られるものか」とまたレギオンが言う。

　魔将たちはやたらに好戦的で、よみがえった以上は「一刻も早く世界を我らの手に取り戻もどす」と意欲に燃えている。逆らったら、いまはかろうじて主人と認めてくれているらしいアウルにだって牙きばを剝むきかねない。

　だからアウルは、訓練のために外へ彼らを連れ出すたび、「いよいよ出陣だ」というような体てい裁さいを整えねばならなかった。

　火事の中から子供を救おうとしたときは、「敵の放った火で味方が孤こ立りつしている」と噓うそのシチュエーションをでっち上げ、古城に立てこもったテロリストのときも、「相手はガリオンさまを斃たおした英えい雄ゆうの子孫どもだ」ということにしなければならなかった。

　やはり、魔王といえど気き遣づかいが必要なのだった。

　だからアウルのつくため息も一五歳の少年に似ず、やたらと重くなる。

「お疲つかれ？」

　ダイアンがからかうような眼まな差ざしをよこす。アウルはあわてて首を横に振ふった。

「そ、そうじゃないよ。ダイアンは？　さっき、凄すごく眠ねむそうだったけど」

「ああ、あれ？　あれはお芝しば居い」

「え？」

「昨日、ほとんど寝ねなかったの。だって、興奮してたから。こんなにわくわくしたのって、何だか久しぶり。目が冴さえてて、眠くならなくて。だからいまもほとんど疲れてないのよ。でも、マーサの手前、眠そうな顔くらいはしなくちゃね」

　そう言うダイアンは本当に活いき活いきとして見えた。一〇日以上家に閉じこめられていろいろ鬱うつ憤ぷんがたまっていたのかもしれない。

　学校の校庭に向かうと、そこはすでに五〇人以上の生徒たちでにぎわっていた。ルークとスタンの姿もある。デモのため、ピエロやらドラゴンやらいろいろ仮装している生徒たちまでいて、見た目色あざやかだ。

　久しぶりにダイアンを見た生徒たちが手を振り、声をかけてくる。無論、彼らはこの言い出しっぺが誰だれなのかは知っていた。誰が中心に立つべきなのかも。

「さあ、みんな」

　ひとしきり、それぞれと会話を交かわしたあと、ダイアンは声を張り上げた。

「いきましょう！」

　おーっ、と歓かん声せいがあがり、皆みなが盛り上がっている中、アウルはひとり沈しずむものを感じていた。

　ついさっきまで独ひとり占じめにしていた女の子はいまはもうみんなのリーダーだった。ここ五日ほどのお祭まつり騒ぎもこれで終わり。祭りは準備している間が一番楽しいものだ。特にアウルにとっては、これでもうダイアンの家にいくことも、彼女と秘密の会話をすることもないんだろうと思うと寂さびしかった。

　校庭からぞろぞろと歩き出す。

　あらかじめ連れん絡らくをつけておいた観光局のデモ隊と、ノールの中央通りで落ち合う予定だった。




　いき違ちがいになったと知って、シーラはここ最近の癖くせになりつつある舌打ちをした。屋や敷しきのほうでもちょっとした騒ぎになっていた。

　応対に出たメイドに礼を言って、ライリー家の門前で待たせておいた車のほうへ向かう。と、近所に住む子供たちが、車内の部下二人に話しかけているのが見えた。ひと言ふた言の会話ののち、子供たちがいきなり手に持っていた何かを二人にぶつけた。

　一いつ瞬しゆんシーラは驚おどろいたが、どうやら水の詰つまった紙風船のようで、二人はびしょびしょにさせられていた。子供たちは笑い声をあげて逃にげていく。

「あっ、……隊長」

　車から飛び出してきたいかつい男は、中隊副隊長のアレンだ。牛によくたとえられる体格と顔つきの主だが、性格だけはおっとりとしていて、本当に航空機士かと疑われるほどだが、いったん空へ舞まい上がればそれこそ猛もう牛ぎゆうのような戦いぶりを見せつける男でもある。

「災難だったな」

　シーラはくすりと笑って言った。アレンが何も言えずに顔を拭ぬぐっていると、同じく車内で身体からだを拭ふいていたティギーが、

「奇き襲しゆうでしたからね。今度はこっちも応戦準備を調ととのえておきますよ。隊の備品項こう目もくに紙風船を一〇〇個ほどつけ加えておいてくださいな」

「考えておこう」

　しかつめらしく言って、シーラはまた笑った。

　前回のテロ騒ぎから、シーラは地上部隊との行動をいったん取り止やめ、町中を移動する際も自分の航空機士隊をひきつれるようになった。他ほかの兵よりは気心も知れている。……といっても、こうして笑って話せるのは副隊長のアレンと、新米のティギーくらいなのだが。

　一見、優やさ男おとこ風のティギーはまだ飛行機に乗って一年にも満たないものの天才的な航空技術を発揮していて、異例の早さで実戦部隊へと投入されてきた。その辺が他のベテランパイロットに疎うとまれていて、同じく、これも異例の抜ばつ擢てきで中隊長に選ばれたシーラと境きよう遇ぐうが似ているせいか、互たがいに親近感を覚えているところもあるのだろう。アレンとはつき合いそのものが古い。いまのところ隊の中でシーラが心を許せるのはこの二人だけだった。

　内心に抱かかえこんでいた不安も打ち明けてある。

「それにしてもお早いですな。令れい嬢じようとのお話はもう済んだので？」

「いいや」

　自分も軍用車に乗りこみながら首を振る。シートもぐっしょり濡ぬれていた。軍人に悪戯いたずらを仕し掛かけられるのは子供たちにとってステータスになり得るのだろう。

「家にいたはずが、急にその姿を消したらしい。あのアウルとかいう少年もいっしょにな。家のものたちは大おお騒さわぎだ。ひとりなど、あのアウルは魔ま法ほう使つかいに違いないから、またお嬢じようさまをさらったのだとわめいていた」

「それはまた」

　ハンドルを握にぎったアレンがぽかんと口を開ける。そうするとますます牛そっくりに見えた。発車させる。

「可能性がないとも言いきれないが。それにしても」

　せっかく司祭が領主との会食の席を設けるというので、いったんホテルを留守にしている間に押しかけようと思ったのだが、前もって連絡を入れていなかったのが仇あだになった。ちなみに二人はここ最近で増加しつつあるデモへの対策を練るつもりらしい。

　部隊の駐ちゆう留りゆう期限は実はとうに過ぎているのだが、魔王城での騒さわぎでザインが本国に兵士を数人送り返し、また新たな補ほ充じゆう要員を要よう請せいしたために本国のほうでもこの事態を重く受け止めたのか、もうしばらくの駐留命令が下っている。

　ザーロフとの交こう渉しようは一応水面下で進んではいるようだが、いまのところシーラたちの立場はひどく不安定なところにあった。無論、シーラとていまのまま帰国したいなどとは思っていない。

　一連の事件、魔王のしもべと思われるものたち、そして……ザイン司祭。

　最初から思おも惑わくつきだったのだろうか、とここ数日彼女は考えていた。ザーロフに向かう演習部隊を選せん抜ばつする際、自分の中隊が選ばれたことが最初は不服だった。それまでゲリラとの戦いに駆かり出され、着実に戦績を積み重ねていたところでもあったからだ。

　が、今回特別に連れん携けいする地上部隊を含ふくむ部隊の指揮官を任じられたこともあって、少しは前向きに考えられるようにもなった。何も戦いに明け暮れるばかりが機士の役目でもない。この際、教会連合圏けん外がいの世界をひと目見てくるのも悪くないんじゃないかと。

　しかし演習は取り止めになり、ここノールで囁ささやかれていた不ふ穏おんな噂うわさの正体を突つき止めるべく駐ちゆう屯とんすることとなった。退たい屈くつな仕事だと思っていたのに、いまや次から次へと面めん倒どう事ごとが絶えない。が、すべてがそうでないにせよ、あるいはこれはザイン司祭には好都合なのではあるまいか。

　何が目的かはわからないが、彼が魔王城にこだわっているのは間ま違ちがいない。駐留期間が延びれば延びるほど城に留とどまってもいられる。

「では、なぜわたしだったんだ？……」

　シーラは考えあぐねる。司祭ひとりの思惑なのか、軍なのか、あるいは考えたくもないが教会の指示なのか。いずれにせよ、その目的を明かしていないシーラを指揮官にしているのは奇き妙みようだ。

　と、

「隊長、あれを！」

　アレンが鋭するどい声をあげ、考え事に浸ひたっていたシーラの面おもてを上げさせた。

　指差す先、路上の一角が人でごった返していた。プラカードや垂れ幕、のぼりが無数に掲かかげられている。彼らは口々に魔王城封ふう鎖さを解くよう訴うつたえながら、ある方向へ向かって歩き出していた。

　そしてその目的地は目線を上げればすぐ見えてきた。

　魔王城だ。

「これはまた、いままでにない規模ですな」ぴゅーっ、と口笛を吹ふいてティギー。「また地上部隊の連中が銃じゆうなど撃うたなければいいが。……っと、それより、隊長」

「何だ？」

「お探しの方々はあれじゃないですかね？」

　ティギーは一枚の写真と、路上のとある一点とを見比べながら言った。この写真、最初にライリー家で歓かん迎げいのささやかなパーティーが開かれた際、ティギーがそこで出会った美しい令嬢に頼たのみこんで撮とらせてもらったものだ。ちなみにカメラは教会連合圏けんではほとんどの土地で使用が禁じられている。ザイン司祭はあのとき苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。

「あっ……！」

　シーラはよりによって、と言わんばかりに顔を手で覆おおった。

　いまのところ一番目立って欲しくない人物が、一番目立つ先頭で声を張り上げている。

「あたしたちのノールでまで、教会の教えがさも当然のように振ふる舞まうパリスの軍人たちは出ていけ！　魔法は邪じや悪あくというその考え方のほうがむしろ古いのよ！」

　魔法使いに囚とらわれた悲劇のヒロイン、ダイアン・ライリーは一転、あたかも革命劇のヒロインであるかのように怒ど鳴なっていた。




　中央通りを出て一〇分後、デモ隊は魔王城を封鎖しているパリスの部隊から足止めを喰くった。

　軍用車輛を並べ、銃を持った兵士を配置して人っ子ひとり通さぬ厳重な警けい戒かい線を敷しいている。

「さあ、もう、帰った、帰った！」
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「ここから一歩先へ進んだからって何だって言うんだ。どうせ城に着いたところであとから追い出されるだけの話だぞ。無む駄だなことはしないでさっさと帰れ！」

「うるせえ！」

「おれたちの城だぞ！　勝手な真似まねしといて知ったふうなこと言うな！」

「あんたらのほうこそさっさと帰ってよ！」

「そうだそうだ、とっとと教会に戻ってお祈りでもしてろ！」

　双そう方ほう、大声で怒鳴りまくっていて、ただその場にいるだけでも相当にやかましい。

　森の中、城を正面から見上げられる位置に広く拓ひらかれた広場。観光地としてもあまり流行はやっていないからか、いくぶん寂さびれ気味のレストランのすぐ近くで彼らは衝しよう突とつしていた。

「あーあ、あのうちひとりでも店に来てくれないかねえ」店主が店前で煙草たばこをふかしながら嘆なげいていたそのとき、

　ざわざわざわっ、と気配の山がいっせいに乱れた。デモ隊を先頭で押し留めていた兵たちに代わり、銃じゆう剣けんを捧げ持った新たな兵の一団が前へ進み出てきたのだ。

「な、何をする！」

「先に手を出したのはそちらだろう！」

　どうやら荒あらっぽい男のひとりが兵のひとりを殴なぐり倒たおしてしまったらしい。向こうも実力行使に出てきたのだ。

　暴行を働いた男に、小しよう銃じゆうに取りつけられた剣けん先さきが向けられた。「ひいっ」と悲鳴をあげてあとずさろうとして後ろの列にぶつかり、ドミノ倒しのように数人が倒れていく。

「やめてください！」

　そう言って、男を庇かばうように手を広げて立ちはだかったのは赤毛の少女──ダイアンだ。やや後ろに位置していた生徒たちが恐おそろしそうに顔を見合わせている。ルークやスタン、アウルの顔もそこにあった。

「こんな道理の通らないことをして！　城を封鎖する目的があるのなら、あたしたちに納なつ得とくのいく説明をしてくれるのが筋でしょう！」

「道理の通らぬことをしているのはどっちだ、お嬢じようさん」銃剣を持った男が横目で彼女をねめつけながら言った。「こちらは上からの命令に従って任務でやっている。その命令を出す許可を与あたえたのはノール領主だぞ。もしきみたちが直じき訴そしたいのなら、ゲイル・ライリーのところへいったらどうだ」

「あたしはそのゲイル・ライリーの娘むすめです。家族にすら納得のいかない命令が、ノール市民に受け入れられるはずはないでしょう！」

「なら、食事の席にでもお父さまにお伺うかがいを立てるのだな！」

　と、口論が激化する一方だったそのとき、後ろから車のエンジン音がけたたましく響ひびいてきた。

　わあッ、とデモ隊の列がさらに乱れる。急カーブを描えがいて停止した車から、軍服を着た少女が真っ先にひらりと舞い降おりてきた。

「あ、あなた！……」

　つかつかと詰つめ寄ってきた少女──シーラを見て、ダイアンが目を瞠みはる。彼女が部隊のリーダーであることは知っていた。怒いかりに任せて口を開きかけたとき、

「何をしている！」

　シーラの怒ど声せいがいち早くそれを遮さえぎった。彼女のほうこそかんかんに怒っていたのだ。ダイアンの肩かたを手で小こ突づくようにしながら、

「どうしてもっと大人しくしていられないんだ。こっちは味方のつもりでいるのに。きみたちのことを考えてテロをやめさせようというんじゃないか。事態をややこしくさせてどうする！」

「知らないわよ！」ダイアンも負けてはいない。「何が味方!?　権力を笠かさにきてこんなことをやって！　こっちが頼たのんだ覚えはないわ！」

「そんな単純な考え方だから！……ええい、いいから家に帰って大人しくしていろ！　テロリストにまたさらわれたいのか。今度は助けてやれるかどうかわからないんだぞ！」

「助けてやれる？　あなたたちが？」

　ダイアンは猫ねこ科の動物のように目をきらめかせた。残ざん忍にんな喜びに笑えみを浮うかべつつ、

「お生あい憎にくさま。あたしを助けてくれたのは……そう、魔ま王おうよ！　そうでしょう!?」

　後ろを向いて手を差し伸のべるようにしながら言う。わあーっ、とデモ隊──特に魔法使いの一団や、魔王のしもべに救われたという子供たち──が沸わいた。

「魔王といっても、あなたたちのちゃちな聖典で教えているような、そんな邪じや悪あくな魔法使いじゃないのよ。じゃなかったら、テロリストだって仲間のはずでしょう？　それなのに魔王は二度もテロリストをやっつけたわ。あなたたちは？　一度でもテロリストをやっつけ……」

　胸を突つき飛ばされ、ダイアンはよろめいた。後ろにいたアウルがあわててその背中を支える。シーラは顔を真っ赤にしてこちらを見ていた。

「ちゃちな聖典だと！　もう一度言ってみろ！」

「言ってやるわよ！」

　アウルの手を振ふり解ほどいてダイアンが立ち上がろうとする。アウルはさらにあわてて彼女を押さえこもうとした。

　向こうは向こうで、車から降り立った二人の部下に羽は交がい締じめにされている。

「放して、アウル！」

「放せ、おまえら、神への侮ぶ[image: 蔑]べつを許すのか!?」

「ダイアン、落ち着くんだ。……イタッ、落ち……いたたっ、ルーク、スタン、手伝ってよ！」

「隊長、どうかこらえてください。相手は洗礼を受けていないのです。無知を責めてはなりません」

「誰だれが無知よ、自分こそ牛みたいな顔して！」

　わいわいと、もう収拾のつかない騒さわぎようだ。

「あっはっは、アレン副長、言われてますぞ……あいたっ！」

　笑っていたティギーも、顔を押さえてよろめいた。デモ隊の中にいた子供たちが石ころを投げつけてきたのだ。

「くそっ、このガキども、風船ならまだ可愛かわいげがあるが、機士の顔に石を投げるなど……わああっ」

　次から次へと石が飛んでくる。子供たちだけでなく、デモ隊のほとんどが狂きよう騒そうに駆かられて石ころを拾い上げては、兵士たちに向かって投げつけていた。ただの石とはいえ、当たり所が悪ければ致ち命めい傷しようにだってなり得うる。兵たちも殺気立ってきた。銃じゆう剣けんを振り回して、手近な市民を追い払はらおうとする。

　摑つかみかかってきた男の足もとを蹴けって転ばせた兵の額に、そのとき投げつけられた木切れが命中した。ばたんと後ろに倒たおれる。ちょうど近くにいた若い兵がそれを見て、恐きよう怖ふに駆られた顔をした。後ろを向いて逃にげ出す代わりに、彼は小銃を構えた。狙ねらいは誰でもよかった。どいつもこいつも悪あつ鬼きの顔をしていた。信しん仰こうの敵だった。

　アウルがそれに気づいた。頰ほおにはいまさっきついたばかりの引っかき傷があったが、気にもしていられず、兵の見ている先を視線で追う。

　周りの雰ふん囲い気きに乗せられてか、あるいは面おも白しろがってか、石を次々と投げつける顔見知りの生徒がいた。

「いけない！」

　叫さけんだつもりだった。

　声にならなかった。なぜなら、いま彼の声は〈意識の手〉を通じて別の場所へと辿たどり着いていたからだ。

　──間に合わない！　早く！

　取り返しのつかない事態になるまでほんの数瞬しゆん。若い兵士が引き金を引こうとした。

　銃で撃うたれた人間を彼はその目で見たことがある。といっても本物ではない。幼い頃ころ、世話をしてくれたカルマさまが自分の邸てい宅たくの中で見せてくださった映画の中の光景だった。

　そのとき銃で撃たれたのはどうしようもない悪漢だったが、いま、撃たれようとしているのはアウルの知っている顔だった。廊ろう下かですれ違ちがったとき、わざと転ばされたこともある。それでもあの悪漢のように額から血を噴ふいて倒れてなどほしくはなかった。

　銃声が轟とどろく、その寸前。

「隊長！」

「あれを！」

　いままでとは違う種類の騒ぎが湧わき起こった。

　はっ──となったアウルは、つなぎかけた〈意識の手〉を放してしまった。兵士も我に返ったように、皆みなが見ているのと同じ方向を仰あおぎ見る。

　兵士たちは騒そう然ぜんとなり、逆に、デモに参加していた市民たちは大だい歓かん声せいをあげた。

「魔王さまだ！」

　生徒のひとり──いままさに銃で狙われていた少年だ──が叫んだ。肉屋の主人が包丁を振り上げながら、

「魔王さまが来てくださったぞ！」

　と言った。

　魔法使いたちの一団が、まるで彼ら自身が忌いみ嫌きらう教会の信徒のように地面に膝ひざをつき、頭こうべを垂れる。

　空に浮うかんだいくつもの影かげ。

「馬ば鹿かな」

　シーラが呻うめいた。ノール近辺に奴らの巣はなかったはずだ。くまなく探していたのだから間ま違ちがいない。

　が、いま空から舞まい降おりようとしているのはまぎれもなく竜りゆうたちの群れだった。

　編隊を組んで飛んでくる。中央の竜だけが鱗うろこを金色に輝かがやかせていた。すなわち火吹ふき竜だ。残りの六匹ぴきはイオースと呼ばれる種類の飛竜だろう。魔ま法ほうで操あやつりやすいのか、よくゲリラ部隊が騎き乗じようして戦うことが多い。

「見て、見て、アウル！」

　興奮気味に、ダイアンがさっきまで振り解ほどこうとしていたアウルの胸を両手で摑んだ。その目はじっと空の一点を喰くい入るように見つめている。

「魔王が来たわ、来てくださったわ！」耳もとで怒ど鳴なるその声はほとんど金切り声に近い。「ねえ、そうでしょう！　やっぱり、あたしを助けに来てくれるのよ！」

　魔王だと？

　そのとき、アウルとシーラは考えていた。

　シーラは、魔王ならばなぜ魔王城から現れないんだ、と思い、アウルは、ぼくはここにいるのに何で魔王が現れるんだろう、と不思議に思った。

「いや……違う……あれは……」

　アウルはつぶやいた。あまりに小さな声だったから、近い距きよ離りにいるにもかかわらず、はしゃいでいたダイアンには聞こえなかった。

　そのとき、アウルははじめて中央の竜に人が乗っているのに気づいた。長いローブが強風になびいている。その人物は両手を宙に差し伸のべていた。片方の手に書物のようなものを持っている。

　どうやって立っているんだろう、と一瞬アウルは考えたが、それより何より、脳のう裏りに閃ひらめくある言葉があった。

「こっちよ！」

　ぐんぐんと近づいてくる竜に、ダイアンは手を振ふった。頭ず巾きんつきのローブを着ているため、その人物の顔形はわからない。が、確かにその人物はこちらを向いた。

　金色の鱗が陽光を跳はね返す。ぐわッ、と開いた口こう腔くう内に小さな牙きばの列があった。距離にしてわずか十数メートル。

「危ない！」

　アウルは後ろからダイアンの肩かたを抱だいて、そのまま横よこ倒だおしに跳とんだ。ごおおおお！　熱風が凄すさまじい勢いでアウルの肌はだを舐なめる。ごろごろと地面を転がったアウルは、立ち上がりざま、その頭上をさらなる勢いで飛び越こえていく竜の姿を見上げていた。額から一本角が伸びているように見えたその竜は、

　けええーっ

　と鳴いた。

　書物を手にした人物の目が一瞬だけ、頭巾の下からのぞいた気がした。

　彼はアウルを見──そしてまた、宙へと舞い上がっていった。

　振り返ると、まだ地面がちらちらと火を吹いていた。土が黒くろく焦こげ、あちこちから白い煙けむりが上がっている。幸い、誰だれも炎ほのおに巻きこまれた人間はいなかったが、当然彼らのほとんどは死に物狂ぐるいで駆かけ出そうとしている真っ最中だった。

　ドン、と乱暴に肩を押されてアウルはよろめいた。

　悲鳴をあげながらあちこちに走っていく人間たちに揉もまれ、一瞬、ダイアンさえも見失ったものの、アウルはようやくさっきと同じ場所にへたりこんでいる彼女を見つけた。

　が、

「ぎゃああ！」

　近くで響ひびいた悲鳴に気を取られた。びゅんっ、と風を裂さいて滑かつ空くうしてきた飛竜イオースが兵士のひとりをその足で鷲わし摑づかみにしていた。全長四、五メートルと、大きさこそリュカールに劣おとるものの、人間ひとりなど軽々しく持ち上げられる力の持ち主だ。

　兵士たちも散り散りになっていて、仲間の危機に駆け寄るものもない。

　と、

　地面を蹴け立たてて、天てん蓋がいのない軍用車輛がその飛竜へ突とつ撃げきを仕し掛かけた。

　運転しているのは「牛」とダイアンに罵ば倒とうされた兵士で、その隣となりでライフル銃じゆうを肩づけしているのは最初に石をぶつけられた兵士だった。くたばれ、とその口が動いた。

　銃声とともにイオースが宙を舞う。兵士もろとも。もう一度銃声が鳴った。三メートルほどの距離から落ちたその兵士は地面に受け止められ、苦しげに呻いた。

　未練がましそうな目を後方に向けたままイオースはふたたび飛び立つ。

「隊長、こちらへ！」

　銃を撃うった男がシーラに手を伸ばした。彼女も最初の炎の一撃から逃のがれたとき、地面にうずくまったままだったが、すぐさま立ち上がり、その手を取って車へと乗りこんだ。

「飛行場へ向かえ！」部下に怒鳴ったあと、無線機を手にする。「こちらシーラ、機体をハンガーから出してエンジンを温めておけ。出撃する……魔王の襲撃だ！」

　アウルは自分がどうしたらいいのかわからなかった。

　四方八方から聞こえてくる悲鳴。次の獲え物ものに狙ねらいを定めているのか、頭上を旋せん回かいしつつ、いっこうに遠ざかろうとしない六匹の翼よく竜りゆうたち。地面の焦こげた臭におい。子供たちの泣き叫さけぶ声。また乱暴に突つき飛ばされ……。頭上めがけ、ただ闇やみ雲くもに打ち鳴らされる銃声。罵倒。子供の名を呼ぶ母親の声。風。

　それらすべてがぐるぐると渦うずを巻いてアウルを取り囲んでいた。アウル自身も回転していた。

　ほとんど無意識のうちに見上げていた空の一角を、黄金色の影かげがよぎった。

　人を乗せた火吹ふき竜りゆうが魔ま王おう城めがけて飛んでいく。

「！」

　気がつくと、アウルは走り出していた。

　一回だけ振り向いてみたが、ダイアンはルークに手を引かれ、こちらとは逆方向に走っていた。心配だが、いざというときはルークも頼たよりになるだろう。

　それより、アウルは自分のやるべきことを見いだしていた。

　だが、ここでは駄だ目めだ。下手に精神集中を乱されたらこれ以上の恐きよう怖ふを自ら招き寄せるかもしれず、また、どうせならコントロールしやすい中ちゆう枢すう部ぶにいくほうがいい。

「魔王だって!?」

　彼は走りながら叫んでいた。

　魔王はぼくだ！

　テロリストめ。目にもの見せてやる！
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　アウルは例の秘密の入り口を伝って玉座の間までやってきた。

　ほとんど同じタイミングで、地下から上がってきたと思われるガイツが入ってきた。ナイトキャップを被かぶっている。完全な夜型の生活を送っているせいで、いまは寝ね入いりばなといったところだろう。

「何じゃ、何の騒さわぎだ！」

　魔将たちも集まってきていた。ふっ──ふっ、と蠟ろう燭そくの炎が自然に灯ともるように、玉座の壁かべや天てん井じようをすり抜ぬけてリュカール、ザベル、ゼナ、レギオンが次々に姿を見せる。こちらも口々に何か騒いでいたが、アウルは答えず、玉座へと腰こし掛かけた。

　もうひとりの魔将、ローラナの声が〈意識の手〉を通じて脳内に響き渡わたる。

〝あ、魔王さま。さっきからもの凄すごくうるさいの！　攻こう撃げき的な気持ちがたくさん伝わってきて、とっても不ふ愉ゆ快かいなお祭りやってるみたい！〟

　不ふ機き嫌げんなローラナを言葉を使わずなだめてから、アウルは玉座に十数もの魔鏡を呼び出し、外側の様子を映し出させた。

「おう!?」

　ガイツが驚おどろきに打たれて叫んだ。魔鏡は、どこもかしこもがおびただしい喧けん噪そうに包まれていた。逃にげ惑まどう人々、銃を撃うち鳴らす兵士たち、空を舞まう飛ひ竜りゆう。なーお、とゼナが何となく面おも白しろがっているような鳴き声をあげる。

　そして、中央の魔鏡に黄金色のひときわ巨きよ大だいな竜が現れた。たくましい巨きよ軀くを雄ゆう大だいな翼つばさで運びつつ、まるで魔鏡そのものに突き進んでくるかのように飛んでくる。

　その勇ゆう猛もうなる姿に心を動かされたか、ほう、とザベルがつぶやいた。と、その隣でリュカールが、

「おや？　奴やつめ、人間どもにサイレンとか呼ばれていた若わか僧ぞうではないか。まだ生きていたのか」

「知っているの？」アウルが訊きくとリュカールは頷うなずいて、

「ちょうど、人間どもが薬やら魔法やらの力で竜たちを乗り物として使いはじめた頃ころ、サイレンだけは自分の背中に誰だれも乗せることがなかったのです。彼の黄金の鱗うろこはひときわ見事ですからな、多く狙われもしただろうが、そのことごとくを逆に叩たたきのめしていきました。額に一本角が生えているように見えるのは、あれはとある国の王が狩かりの際に命中させた矢なのです。それから七回夜が訪おとずれるまでの間、サイレンはその国を焼き尽つくしました。兵士、騎き士し、農民、商人──国民をすべて火の海に巻きこみながら、国王その人だけは最後に残して。后きさきや息子むすこたちが焼かれるさまを目の前にしながら、国王は最後には気が狂くるっていたといいます。サイレンはそれを見てにやりと笑い、『このまま生きていくほうがおまえには辛つらかろう。だからわたしはおまえを殺さない。このサイレンが殺すと誓ちかいを立てて唯ゆい一いつ殺さなかった生命の主であるおまえに敬意を表し、この矢は永えい劫ごう抜ぬかないでおいてやろう』と言い残して飛び立っていったといいます」

「ははは、剛ごう毅きな話だ」

　ザベルが笑い声をあげる。「まあ、いかにも武骨な奴好みの下品な話ではある」とリュカールが余計なひと言をつけ加えたため、ザベルはがるると唸うなって巨大な猛もう禽きんを牽けん制せいした。

「そんな大昔の竜がどうして。ねえ、ガイツさん……ガイツさん、どうしたの？」

　ガイツは目を剝むいていた。懐ふところからばらばらになった紙の束たばを取り出す。かなり古びた品とわかるそれをじっと眺ながめてから、竜の上に乗っている人物が一番わかりやすい角度で映し出された魔鏡を指差し、

「あ、あれじゃ。あれこそまさに……」

　ガイツは古文書を持っていた手を震ふるわせていた。頭ず巾きんつきのローブで全身をまとった人物の手に、ほとんど同じものがある。そして彼は人物のもう片方の手に輝かがやく腕うで輪わに注目していた。

「竜が左右から珠たまをくわえこんだ意い匠しようの施ほどこされてあるあの腕輪。……そうよ、まさしくあれぞレイバック家の紋もん章しよう。奴め、ついに来おったか！　ふふん、望むところだ。いまこそ決着をつけるとき。三〇〇年ぶりに、二つに別れた古文書が邂かい逅こうするときが来たのだ。この魔ま王おうガイツ自ら、貴様に引導を……」

　ひと呼吸挟はさんで、うおおお、とガイツはまたいつものように悶もん絶ぜつするものの、

「いまのわしは教育係、教育係、物語に欠かせぬ渋しぶいいぶし銀──」自分に言い聞かせるようにつぶやいてから気を取り直し、「よっし、アウルよ、さっそく奴めに魔王の力を見せつけてやれ！　この数日の訓練、無む駄だにするでないぞ。まずはリュカールにて迎げい撃げきを……アウル？」

　サイレンを映し出した魔鏡の映像が小さくなっていた。その代わり、というふうに、隣となりにあった魔鏡の別の映像が大きくなる。おそらくアウル自身が注目していると思われるその映像は、森の広場のものだった。パニックに陥おとしいれられた大勢の人々があちこちへ逃げ回っている。空からイオースが次々に飛来しては、二本の足──だか手だか──を開いて、人間たちに狙ねらいを定め、そのたびオレンジ色の砲ほう火かがあちこちで輝いた。音までは拾えないので、あたかも無声映画のようだ。

「ええい、何をしている。奴らはあと回しじゃ。どうせ飛竜どもを操あやつっているのもあのレイバック家の若僧。奴さえ斃たおせば……」

　が、アウルは聞いていなかった。さらに映像がズームアップする。まさに彼の探していた人物がその中央に映し出された。ダイアン・ライリーだ。

　ルークに手を引かれ、レストランのほうへ駆かけこもうとしている。足がもつれ気味になっていて、いかにも苦しそうだ。見ているアウルの手にも思わず力がこもる。

　と、まさにそのときダイアンの姿がぬっとした黒い影かげに包まれた。イオースが飛来してくるのだ。息を吞のんだその瞬しゆん間かん、ダイアンが蹴けつまずいて転んだ。手を摑つかんでいたルークも煽あおりを喰くってバランスを崩くずす。

　アウルの目が見開かれた。

〝りょーかい。ザベル、いっけー！〟

「な、何!?」

　ガイツの叫さけびを無視し、アウル本人の意思を汲くんだローラナが歓かん声せいをあげる。いまのアウルは魔王城と直結し、その内部の精せい霊れい力を味方につけているため、外でやるよりもはるかにたやすくザベルと〈意識の手〉を握にぎり合わせていた。

　玉座の間からザベルの巨きよ体たいがまるで風に吹ふき飛ぶ砂すな粒つぶのように搔かき消えること、わずか一瞬。

　アウルからわけ放たれたもうひとつの自我が、猛もう獣じゆうザベルとなって城を飛び越こえていた。




　背中に暗い死の影が迫せまっていた。それがわかっていながらダイアンにはどうすることもできなかった。立ち上がろうとするものの、まるで身体からだが脳からの命令を拒きよ否ひしたかのように動けない。

「ダイアン、立て、ダイアン！」

　ルークが怒ど鳴なり、ついには、彼女を抱だきかかえようとしたものの、そのルーク自身も疲ひ労ろうの限界に来ていたのか、腰こしから落ち崩れた。

　ああ……と、声にならないつぶやきがダイアンの唇くちびるから洩もれた。熱さえ秘ひめた気配が猛もう然ぜんと近づいてくる。

　イオースの鉤かぎ爪づめがダイアンの背中を引き裂さくその寸前──、空から降ってきたその勢いごと爪が振ふり払はらわれた。

　ぎゃおっ、とひと声わめいてイオースはいったん空へ舞まい上がる。

　ダイアンはごくりと唾つばを吞んだ。巨きよ大だいな影が自分の全身をすっぽりと覆おおっているのがわかった。

　おそるおそる振り向いた先。目まの当たりにするのは二度目だったが、日の光の下で見るのははじめてだ。

　黒々とした巨体がそびえていた。軽く浮ふ上じようしていたイオースがふたたび突とつ撃げきを仕し掛かける。が、岩さえ粉々にさせかねない鉤爪の一いち撃げきを、獣けものは微び動どうだにせず受け止めた。

『馬ば鹿かめ！』ダイアンの脳天に痺しびれるような声が轟とどろいた。『このおれは火の掟おきてから解き放たれし獣。つまりこの世で恐おそれるものなどもう何もない、この世の獣王。貴様らごとき、人間に飼い慣らされた獣が束たばになってもおれにかなうものか！』

　ああ、と先ほどとは違ちがう感情をこめられたつぶやきがダイアンの唇から洩れた。やはり──ザベルだ！　彼女は今度こそルークに抱きかかえられ、走っていくのさえほとんど気づかないまま、頼たのもしい獣の背中を見守っていた。

　が、突とつ然ぜん近くに舞い降おりた巨大な獣に対し、ダイアンと同じ感かん慨がいを抱いだけたものなど他ほかにただのひとりもいなかった。というよりもむしろ、誰だれもがこの獣を「敵」だと認にん識しきした。そして誰もが混乱していた。

「ひ、ひいいいっ！」

　イオースに銃じゆうを構えていた兵士が、咄とつ嗟さに狙いをザベルへと変へん更こうした。いけない、とダイアンが叫ぶより早く、

　タン！　銃声がダイアンの耳を叩たたいた。

　イオースへ前脚あしを叩きつけようとしかけていたザベルの背中が、そのとき、びしゃりと血を噴ふいて波打った。

『「うぐぁぁっ！」』

　ザベルと──そしてアウルの悲鳴が二つの箇か所しよで同時に響ひびいた。

　痛覚をも共有してしまったのだ。とはいえ、完全な融ゆう合ごうには至っていないため、アウルには銃そのものの打撃力までは届かなかった。針で背中をずぶりと突つき刺さされた程度だ。

　が、獣は荒あれ狂くるっていた。彼の頭の中で、謎なぞの武器に対する不ふ審しんと恐きよう怖ふとが恐るべき速度で渦うずを巻いている。

　彼は確かに自身が言ったように、「火を恐れなくなった以上、他の何ものも己れを脅おどかすことがない獣の王」だった。そう──五〇〇年前までは確実にそうだった。が、いまや時代は移り変わり、人の扱あつかう武器は剣けんや弓矢ではなくなっていた。

　恐怖はすぐさまたぎるような怒いかりへと姿を変えた。あっという間に渦の中心に引きこまれそうになったアウルはあわてて自分の意識を遠ざけた。精霊力の加護を受けていてさえ、アウルを吞みこみかねないほどに強い、そう、命と直結する、純じゆん粋すいすぎるほどの恐怖が呼び起こしたものであるがゆえに、とても強い怒りだった。

　そしてアウルが一瞬引き下がったとき、ザベルの強力なその念が、アウルとつないでいた見えざる手をも振り解ほどいた。

　その刹せつ那な、アウルは獣の身体を見失った。

　彼は玉座に腰こし掛かけているひとりの少年に戻もどっていて、ということは──。

「しまった！」

　さっきまで彼そのものだったザベルは、いまや魔ま鏡きように映し出される映像のひとつに過ぎなかった。理性の枷かせから解き放たれた獣が、歓かん喜きと憎ぞう悪おの咆ほう哮こうをあげながらその巨体を持ち上げる。

　アウルはすぐさまザベルに〈意識の手〉を伸のばした。が、いまや彼の声は干ひからびた老人のものですらなく、ザベルの耳に届きもしなかった。




　飛行場から飛び立ってわずか数分。

　ごごごご……

　エンジン音に腹の底を揺ゆさぶられる。

　単葉対飛ひ竜りゆう戦せん闘とう機を駆かったシーラたちは、森の広場の上空近くまで迫せまっていた。

　中央の機体側面に、神話の英えい雄ゆうロドーの剣が描えがかれているのがシーラの愛機エルフィだ。愛機に抱かれたシーラは、黒いジャケットと飛行帽ぼう、そしてゴーグルで完全武装していた。

　左右についているのは副隊長のアレン、そしてティギー。他のパイロットは遅おくれ気味だ。

　座席から首を伸ばし、眼下をうかがっていたゴーグル越ごしのシーラの目が動どう揺ように揺れた。

「ザベル……！　魔王め、奴やつまで呼び寄せたのか！」

　空から見ると、まるで遠近感が狂ったような錯さつ覚かくを覚えるほどに大きいあの獣。

　一いつ瞬しゆん、恐怖をともなう記き憶おくがシーラの脳のう裏りをよぎった。

　地上で出会ったときは何もできなかった。自分はちっぽけな女の子に過ぎず、相手は伝説に名を継つがれる巨大な野や獣じゆうだった。

　が、いまやシーラとて戦士だった。神の聖印を施ほどこされたエンジンが心臓であり、燃料こそが血の一ひと滴しずくであり、プロペラこそが脚であり、翼つばさはシーラ自身の背中から生えた天使の証あかし。

　いまならば遅れは取るまい、と思った。記憶に引きずられてきた屈くつ辱じよく感が、むしろ操そう縦じゆう桿かんを握にぎる手に力を注がせる。

「アレン、ティギー、聞こえるか！」

　無線機に怒ど鳴なった。地上の、まだ女の子然としていた声とは裏腹に、腹に力のこもった軍人としての声だった。

「わたしがあのザベルの注意を引く。おまえたちはイオースを広場から遠ざけ、撃うち落とせ。後続を待っていられる余よ裕ゆうはない。いくぞ！」

　部下の応答も待たず、シーラはいったん操縦桿を引き上げ、高度を取ってから一気に急降下に移った。

　ぐんぐんと地上が近づいてくる。まだ近くに兵がいるため、発はつ砲ぽうはかなわない。獣けものがこちらへと首をもたげた。

　それだけで心臓が凍こおりついた。

　が、すぐさま火のような闘とう争そう心しんで恐怖を鎮しずめ、ザベルすれすれのところで機体を持ち上げて滑かつ空くうする。振ふり上がった巨獣の前脚が機体のすぐ下をかすめた。上じよう昇しようしつつ、距きよ離りを取って左旋せん回かい。

　獣の一いち撃げきがびりびりとした手て応ごたえを操縦桿に伝えていた。

　たとえ航空機といえど、あの一撃を喰くらっては無事ではすまない。ぞくりとした緊きん張ちよう感かんとともに、血の騒さわぐような敵てき愾がい心しんが身体からだの底から湧わいて出てきた。

　面おも白しろい。

　シーラ・アランス、かつての英雄劇そのままに、見事魔将をこの手で討ち取ってやろうじゃないか。




　一方の魔王城では、アウルがなおも〈意識の手〉をザベルに伸ばそうと躍やつ起きになっていた。しかし焦あせれば焦るほど、手はするりと抜ぬけていく。獣の本能は人間のアウルにしてみれば捉とらえどころのないゼリーみたいなもので、どこをどう摑つかんでいいやら見当もつかない。

　魔鏡をはらはらと眺ながめていたガイツがさっきから地じ団だん駄だを踏ふんでわめき散らしていた。

「ええい、アウル、ザベルはあと回しだ。魔王城をやられては何にもならん。いいからリュカールを出せえ！」

　アウルも混乱していた。頭がかっかと白熱していて、まともなことを何ひとつ考えられない。ちらりと別の視点に切り替かえると、確かに黄金色の鱗うろこを輝かがやかせた竜りゆうが頭上近くを舞まっている。この場合の「頭」とは魔王城のことだ。サイレンは魔王城周辺を旋回中だった。こんなにすぐ近くに敵がいるとは思いもしなかったアウルは、冷やりとした汗あせを身体の内側に感じていた。

〝次はリュカールだね。りょうかいだよ！〟

　リュカールが翼をはためかす。二度、三度と玉座の間に強風を招いたあと、こちらもすぐさま姿を消した。

　ガイツがほっとひと息つくも、それだけに留とどまらなかった。

　床ゆかの上に身を伏ふせて観戦気分だったゼナがひょっこりと起き上がると、「ごろごろ……」と奇き怪かいな音で喉のどを鳴らしはじめた。肉団子状により固まっていたレギオンたちがいっせいに身を震ふるわせて、騒そう々ぞうしい声をあちこちへ吐はき散ちらしながらごろごろと転がっていく。

「ば、馬ば鹿か者。誰だれがそこまでせいと言った。レギオンは城の守りに残しておけ！」

　ガイツの叫さけびも届かない。アウルは広場にいる生徒たちを守らなければと焦っていた。いっこうに言うことを聞かないザベルを制せい御ぎよしようとするよりも、新たに魔ま将しようを派は遣けんする方法を選んだのだ。

　ろくに考えもせず。

　やがて、ゼナの歌声を介かいして命令の伝わったレギオンたちも、「出しゆつ陣じんだ！」「いざいかん！」「ひとり残らず我ら亡もう者じやの味方にしてくれる！」とおぞましい叫びを残して消失した。




　ザベルへ降下して挑ちよう発はつすること数度。

　上手うまい具合にあの巨獣はこちらへのみ意識を向けるようになってきた。つまりは猛もう烈れつに怒おこっているのだ。もう周囲に兵士たちの姿はない。

　先ほどまでは闇やみ雲くもに発砲していたのだが、巨獣は意外な俊しゆん敏びんさであちこちへ跳とびはねてはその被ひ害がいを避さけていた。そのたび、まだ近くでうずくまったり、怪け我がをして動けない市民たちに流れ弾だまや巨獣そのものが及およぼすかもしれない被害のほうが怖こわかった。

　シーラは無線機で彼らにいったん魔王城のすぐ近くまで退ひくよう命じたのだ。

　幸い、アレンとティギーが上手いことイオースたちの注意を引きつけてくれている。すべて順調だ。あとはこちらに敵意を剝むき出したザベルを広場から外へと誘ゆう導どうしてやればいい。

「……よし！」

　次が勝負どころだ。ザベルは地面に後ろ脚あしをつけ、こちらをにらみ上げている。あの跳ちよう躍やく力からして、こちらへ跳びかかってくるつもりだろう。それを鼻先すれすれでかわし、速度を調整しつつ、勢いのついた獣を外側へとおびき出す。

　ブーン……と広場の上を旋回したエルフィは、プロペラのついた機首を下げかけた。

　と、右手側の空間にひずみのようなものが走ったかと見えると、そこから奇怪な物体が転がり出てきた。

　空を滑すべり落ちるようにして転がったボール状の物体は、地面に着くや、ばらばらにわかれた。ぐしゃりと潰つぶれた肉団子をシーラは連想した。が、それからの光景は彼女の想像をはるかに凌りよう駕がした。

　飛び散った団子の肉にく片へんがそれぞれむっくり起き上がる。あたかも泥どろ団子をこねまわして生まれた人形のようだった。ひとりできちんと立っているものもあれば、片足がそれぞれないため、ひとつにくっつき合ってようやく歩いているものもあり、それどころか四、五人がそれぞれ欠けたパーツを補うようにひとつに溶とけ合っているものもあり、さらには手と足が逆さまにくっついているため、逆立ちしているようなものまであった。

　よっちらこっちらと起き上がった泥人形みたいな物体が、溶けた口を大きく開いた。ごぼごぼごぼ、と鳥とり肌はだが立つようなおぞましい音とともに喉もとを何かがせり上がっていき、口からぺっと吐き出した先で、古びた剣けんや槍やりが地面に突つき刺ささった。

　それらを手に取り、かれらはげらげらと笑った──ようにシーラには見えた。

　広い範はん囲いに飛び散ったそれらの中には、いったんは退いた地上部隊のすぐ近くで身を起こしたものたちも数多くいた。

「ま、また化け物だ！」

「怯ひるむな、テロリストどもの邪じや悪あくな魔法だ！　聖印を切れ！」

「う、撃うて。撃て、撃て、とにかく撃てーっ！」

　鉄板を盾たてのようにかざし、その上から雨あられと銃じゆう弾だんを撃ちまくる。神の名を叫びつつ、祈いのりの文句を唱えつつ。

　泥人形たちは弾はじかれ、引きちぎられるように後方へ飛んだ。いっとき、歓かん声せいが湧わいたが、

「わはは。死者にそのようなものが通じるか。おかしな武器相手に、ザベルなどは泡あわを喰くっておるようだが、このわしは……おおおお？　目が、目が見えぬぞ！」

「あっはっは、貴公、首をなくしておるぞ！　何が、目が見えぬ、だ。まだかろうじて残っている肉体などにすがろうとするからだ。死者の目でもって見よ、死者の目で！」

　彼らは互たがいに指を突きつけては笑い合っていた。熱にうなされる真夏の夜に見る悪夢よりひどい光景だった。悪質なユーモアじみているのが何より恐おそろしい。兵たちの中にはそのまま気を失うものまでいた。

「それにしても何たる武器だ。魔法にも劣おとらぬわい。それ、方々、突っこむぞ」

「おおお、久方ぶりの戦いに血がたぎるぞい。敵はどこだ？　我こそはと思わんものは名乗りをあげよ。メルガ橋の戦いにて敵騎き兵へい一〇〇人を喰い止めし剛ごう剣けん、このギュールが相手になってやろうぞ……がぼぼっ！」

　剛剣ギュールとやらが銃じゆうに撃たれ、身体からだのあちこちに穴を穿うがち、ついにはもとから崩くずれやすかったのか、腕うでや足を吹ふき飛ばされて倒たおれ伏す。

　が、それも数秒。破片同士が生きた泥のように地面を這はい、ふたたび重なり合い、溶け合って、腕や足の形を形成するや、もとの身体へ戻もどっていく。いや、もとよりも若じやつ干かん不細工になっていたり、指が左右反転していたりと、かなり適当な復活作業なのだが、それでも確実に彼らは起き上がっていく。

「おのれえ、卑ひ怯きようものめ。このギュールに飛び道具で歯向かうとは。剣を取れ、剣を！」

「誰だれがギュールだ。腕も足も胴どう体たいも、すべてこのおれウルグのものではないか」ギュールの左ひだり腕うでのつけ根にもうひとつ顔があって、そいつが声高にわめいていた。「ということは、この肉体はウルグだ。ウルグと名乗れ」

「やかましい！」

　もはや地じ獄ごく絵え図ずだ。

　戦意を喪そう失しつしていく兵たちがあとを絶たない。神を信じるがゆえ、その対極を為なす地じ獄ごくがこの世に生まれ出いでたばかりの光景であるかのような、邪悪で、汚きたならしくて、おぞましく、悪意あるユーモアに満ちたこの現実がいっそう耐たえられなかったのだ。

　降下しかけていたシーラもその地獄にいっとき気を取られた。

　そのため、我に返ったときはザベルのすぐ側そばまで来てしまっていた。正面の照準器いっぱいに巨きよ狼ろうの姿。目が合った。赤い傷口のように生々しく裂さけたその目と。

「！」

　反射的に発射レバーを引いた。七・七ミリの機銃が音を立てて唸うなる。

　火を帯びた弾たまの猛もう射しやが、ザベルを後ろに吹き飛ばした。それでかろうじてコースが目の前に開け、シーラは急いで機首を持ち上げた。びしゃびしゃびしゃっ。「ううっ」とシーラは唸った。ゴーグルに赤黒い血が跳はねたのだ。ザベルのものだろう。彼女はゴーグルをむしり取りながら若干高度を上げつつ後ろを振ふり向いた。

　倒れたとばかり思っていたザベルは地面に四つ足をついていた。どうやら機関銃を浴びるや否いやや、後ろに跳とび退のいたらしい。それで吹き飛ばされたように見えたのだ。ということは、

「思いのほか軽傷か。化け物め！」

　言わずもがなの事実を吐はき捨てて、シーラは首もとのマフラーで素す早ばやくゴーグルを拭ぬぐうとふたたび目を覆おおった。

　何度目かの旋せん回かい行動に入る……。




　地上にはさまざまな人間がいる。

　ある人間にとっての不幸を声高く笑う人間もいるだろう。別の人間にとっての幸せを憎にくむ人間とているだろう。

　しかし──。

　いまこのおぞましく現実離ばなれした光景を前に、唇くちびるを吊つり上げて笑っている人間などただひとりしかいなかった。

　すなわち、黄金の竜りゆうサイレンの乗り手ただひとりしか。

　いつしか、風によってその頭ず巾きんははねのけられ、長い黒くろ髪かみの若者の顔を露あらわにしていた。整った顔立ちだが、興味をそそられた女性でさえ、おそらく彼にお近づきになろうとする前に二の足を踏ふみそうなくらいに陰いん惨さんな笑えみが唇に浮うかんでいる。

　彼は古文書を手に、その唇から呪じゆ文もんを唱えていた。左手首にはめられた腕うで輪わが鈍にぶく輝かがやくたび、光る鱗りん粉ぷんのようなものが雨となって魔ま王おう城に降り注いでいく。

　と、乗り手は一定のルートを保っていた魔王城旋回コースを急に外れた。上空に空間のひずみが現れ、そこから耳を圧するほどの羽音が聞こえてきたのだ。

「我がしもべ、リュカールか」彼はうっそりとつぶやいた。「が、いまはまだそうではない。しばし遊んでやれ、サイレン」

　サイレンは高度を上げ、リュカールと正面衝しよう突とつする道を選んだ。強い風が吹き荒あれているのに、乗り手はまるであわてることなく、それどころかサイレンにはゲリラたちが騎き竜りゆうする際にそうするような足場さえ組んでいないのだが、見事にバランスを保っていた。

　正面からリュカールがやってくる。サイレンも火吹き竜にしては大きいが、それでも大人と子供ほどの体格の差がある。衝突すればどちらが不利なのかは最初からわかりきっていることだ。しかしサイレンにためらいはなかった。

　口を開け、喉のどの奥から炎ほのおをこみ上げさせる。口こう腔くう内がオレンジ色に光った。

　リュカールと、視覚を共有していたアウルの目が同じ色を反射する。アウルの抱いだいた恐きよう怖ふが、リュカールの胸を斜ななめに切り裂いた。

　サイレンとリュカールが交差した。

　炎の焦こげ目を羽根に残したリュカールが落下していく。気持ちが逃にげてしまったため、相手の放った炎の螺ら旋せんに巻きこまれたのだ。

　魔王城へ衝突する寸前にかろうじて体勢を立て直すものの、上からさらに降り注ぐサイレンの炎を次々と受けてしまう。

　乗り手はさらに笑った。

「おやおや、サイレン。このままではおまえとわたしだけで魔王に勝ってしまうよ。伝説に傷がついてしまうね。思いのほかたやすかったが、まあ、ふさわしくない人間には舞ぶ台たいからさっさと退場してもらおうか」




　ガイツはうろたえていた。あちこちの魔鏡を眺ながめ回していて、いっこうに視線が定まらない。

「レイバックの小こ僧ぞうに好き放題やられているぞ！　悔くやしくないのか！」

　そう叫さけび立てるが、アウルの耳には届かない。

　たくさんの絶ぜつ叫きよう、悲鳴、怒いかり、魔将たちの苦鳴、喜び、そしてまた悲鳴。

　もはやアウルは誰でもなかった。ザベルでなく、レギオンでなく、リュカールでもなく。アウル自身ですらない。

　自我はいまにもばらばらに引き裂さかれそうで、ただアウルに残されているのは恐怖と痛みだけだった。玉座の上で白目を剝むき、がくがくと身体からだを震ふるわせている。

「ええい、目を覚ませ、アウル！　あの魔王ガリオンの後こう継けい者しやが、たかだか魔法テロリストなどにやられるのか！　世界を支配するべき王が、一いつ介かいの魔法使いなどに殺されてしまうのか、アウル！」

　何度も何度も鞭むちを振り上げては、彼を奮い立たせる言葉を選んで口にするのだが、アウルはまるで反応しようともしなかった。

　絶望の淵ふちに立たされ、ガイツはどす黒い色をしていそうな呻うめきを洩もらした。と、天てん井じよう部分がわずかに揺ゆれ、埃ほこりの雨を降らしてくる。リュカールを外れたサイレンの炎が直ちよく撃げきしたのだろう。レイバックめ──、自分のものにならぬならいっそ、と魔王城を破は壊かいするつもりか？

　このままでは何もかもがおしまいだ。我が生しよう涯がいを賭かけた野望は崩くずれ去り、それならば、とかろうじて見いだした新たな生きがいさえも目の前で断たれ、ということはガイツはもはやただの老いぼれでしかなくなり、教会連合はこれからも我物顔で捏ねつ造ぞうした歴史を語り継つぎながら魔法使いたちを火の海へ投げ入れていく。

「そんなことがあってたまるか！　アウル、おまえは奴やつらが憎くないのか!?　高こう慢まんで、邪じや悪あくな神のしもべたちにひと泡あわ吹ふかせてやろうとは……」

　ガイツは口をつぐんだ。駄だ目めだ。アウルには声が届いていない。ガイツの言葉はガイツ自身を奮い立たせることになっても、アウルを復活させる効果はない。

　では、何だ？　いまのアウルを目覚めさせる言葉とは何だ？

　ガイツは魔王の教育係だ。無む慈じ悲ひな老教官だ。それでいて野や卑ひな冗じよう談だんを交かわすこともできる、話のわかった好こう々こう爺や。

　いままでのアウルを思い出せ。わしの知っているアウルの中から、こ奴をもう一度奮い立たせる言葉を選び出すのだ。

　ガイツが歯を喰くいしばりながら記き憶おくの中を模も索さくしていたとき。

　赤い髪かみが視界の片かた隅すみをよぎった。

　半ば本能的に視線を巡めぐらせていた魔鏡のうちひとつ。はっ、とガイツの心に新たな言葉が浮かび上がってきた。

　彼はまた呻いた。ガイツとしては不本意にすぎた。──魔王なのだぞ！　これではまるで、本当にヒーローじゃないか。……だが、このままでは。くそっ！

　ガイツは肺いっぱいに空気を溜ためこんだ。

「目を覚ませ、坊ぼう主ず！　あのお嬢じようさんが火に焼かれてもいいのか！」

　数秒。

　駄目か、とガイツはうなだれた。いまのアウルには声そのものが届いていないのだ。どんなに言葉を選んだところとて……。

　何もかも終わりだ！

　ガイツはいっそ肩かたに抱かかえたいっさいを投げ捨てて、笑い出そうかと思った。できなかった。あまりにも長い年月を重ねてきてしまった。いまさら捨てたところで、それはガイツがガイツ自身でなくなるという意味に他ならない。

「うおおおお！」

　笑う代わりに彼は吠ほえた。また城が揺れた。




　そのとき。

　ダイアンはルークの手を振ふり払はらっていた。彼女は走り出していた。

　ルークの制止の声も届かない。

　航空機にいったんは気を取られていたザベルだったが、ふたたび地上部隊に銃じゆうを放たれたため、その兵めがけて跳ちよう躍やくしたのだ。驚おどろいた兵士は銃を取り落とした。

　兵士は一目散に逃げ去ったが、ちょうど近くにいた年配の女性がザベルの気を惹ひいた。

「ひっ……」という、悲鳴になりそこねたか細い声が、むしろザベルの獣じゆう性せいに火を注いだか、鋭えい利りな爪つめを生やした腕うでを振り上げた。獣王にはたやすい仕事だった。たかが人間のひとりを引き裂くことなど。

　赤い髪が翻ひるがえった。

　ダイアンはザベルと女性の間に立っていた。

　自分でも何かを考えた上でやったわけではない。ただ、ほとんど子供じみた、一方的な思いこみが彼女を駆かり立ててしまった。

　魔ま王おうはあたしたちを助けてくれる正義の人。

　だから、あたしたち側の人を殺しちゃいけないのよ！

　ザベルの目がダイアンをまっすぐに見み据すえた。

　あのときと同じだった。

　夜の魔王城。パリスの兵と、ダイアンたちの前に飛び降りてきた獣。ザベルは炎ほのおをきらめかせる首をぐるりと巡らして、ダイアンをまっすぐに見たのだ。

　気が遠くなりかけた。

　身体がぐらりと揺れた。




「あの馬ば鹿か！」

　最後の降下のつもりで操そう縦じゆう桿かんを倒たおしたシーラは叫さけんだ。

　仕方なくそのまま突つき進んだ。ザベルの頭上すれすれを飛んで、こちらへ注意を引きつけるつもりだった。

　が、エンジン音にこちらを見上げたザベルの目が、操縦席内のシーラとまっすぐに視線を合わせた。黒い衝撃が襲おそいかかった。剛ごう毛もうを生やした腕の一いち撃げきだと気づくより早く、シーラは激げき震しんに身体からだを揺ゆさぶられた。

「うあああ！」

　ゴーグルが吹ふき飛び、シーラはいまにも操縦席から投げ出されそうになった。計器やパネルがいっせいに火花を噴ふく。滅め茶ちや苦く茶ちやに頭をシェイクされた挙句、シーラは気を失った。




　尾び翼よくを破は壊かいされた戦せん闘とう機が、そのまま黒こく煙えんを曳ひきながら森の中へと消えていく。ばきばきばきと枝を折り、梢こずえを切り裂さいていく音が聞こえた。

　ダイアンはへたりこんでいた。

　足を傷つけ、立ち上がれずにいるのだ。太ふと腿ももに突き刺ささっているのは、降り注いできた戦闘機の破は片へんの一部だった。

　ザベルが見ていた。真っ赤な血しぶきがアウルの目を覆おおった。




「ザベル！」




　アウルは叫んでいた。

　野性の怒いかりと食欲とが身体を突っ走り、しかしそれをも吞のみこんでアウルはザベルへ〈意識の手〉を伸のばした。

　歯向かおうとする獣の意志を、暴君じみた強引さでこちらに引き寄せる。まだ手の中でもがいていたが、いまのアウルの怒りを振り払えるほどの力はなかった。

　ザベルは低く唸うなると、鼻はな面づらを地面に擦こすりつけるようにしつつ、後ろ脚あしであとずさり、そして反転した。四つ足で地面を蹴けりつつ、魔王城の方角へと姿を消していく。

　ほぼ同じ頃ころ、戦意喪そう失しつ気味の兵たちに向かって突とつ撃げきしようとしていたレギオンたちにも変化が起きていた。

　きょとんと顔を見合わせた彼らは次第にひとつに寄り集まり、現れたときのように身体と身体を不気味に溶とけ合わせ、ふたたび球体状に固まってしまう。

　もはや抗こうすべき手段を考えるどころでない兵たちが無言のまま見守る前で、球体状となったレギオンはそれそのものが意思を得たボールであるかのように地面を跳はねると、ザベルのあとを追うように丘おかの上を駆け上がり、魔王城へと消えていった。




「ほう？」

　眼下を見ていたサイレンの乗り手が驚おどろいたように眉まゆをひそめた。

　と──ごおっ！　急きゆう上じよう昇しようをかけてきたリュカールに突き上げられ、さしもの彼もややバランスを崩くずした。

　人間の腕うでくらいの大きさはある羽う毛もうが目の前を散乱し、一いつ瞬しゆん、乗り手は視界を遮さえぎられた。

　その隙すきに距きよ離りを取ったリュカールが上昇しながら反転し、今度は上から急降下を仕し掛かけてくる。

『「貴様！」』

　リュカールは──いまや〈意識の手〉をひとつに絞しぼったアウルは叫んだ。

　サイレンは炎を放ちつつ、前方に持っていった羽根を左右から振ふり下ろして後退した。

　火線をすいっ、すいっと避さけつつ接近してくるリュカールの顔を眺ながめつつ、

「いい波動だ」

　乗り手はつぶやいた。

　ふたたび交差。ともに反転して攻こう撃げきを仕掛け合う。曇どん天てん模様の下、二匹ひきの空飛ぶ獣けものが互たがいより少しでもいい位置に移動して突撃しようと翼つばさをはためき合う。

『「テロリストはノールから出ていけ！」』

　もう一度ぶつかり合う──と見せて、アウルはリュカールに急上昇を命じた。ごぼおお、と炎の渦うずが足もとを吹き過ぎる。

　その一瞬を狙ねらってリュカールはサイレンの上へと伸しかかった。

「おうっ!?」

　サイレンの乗り手はリュカールの爪つめを間かん一いつ髪ぱつで避けた。が、横よこ倒だおしになったため、主人を支えようとしたサイレンもまたバランスを崩して落下した。

　追つい撃げきをかけようとするリュカールから、かろうじて体勢を整えて逃のがれつつ、

「やるな。……が、まだまだ。魔ま将しようを使いこなせん魔王など、使い魔を使役するただの魔法使いにすぎんよ」

　乗り手はつぶやき、それからサイレンの首筋の鱗うろこを叩たたきながら、

「そう怒るな。作戦は成功だ」

　もう粉を落とさなくなった腕うで輪わを見せつつ、そう言った。

　彼は他の空域へ視線を馳はせ、イオースもそのほとんどが飛行機に落とされたのを見届けると、サイレンにひときわ強く翼をはためかさせて、リュカールの突撃コースから大きく外れ、そのまま去っていった。




　アウルは疲つかれ果てていた。玉座にぐったりと背中を預けている。胸がせわしなく上下し、目は虚うつろで、身体中にびっしょりと汗あせを搔かいていた。

　が、それでもいかねばならないところがあった。

　席を立ち、よろよろとした足取りで広間から出ていこうとする。

　ようやく事態が収拾しつつあるのを見届けていたガイツは、その魔鏡の光景がことごとく消えたので、若き魔王が玉座を立ったのだとわかった。

「どこへいく、アウル？　魔将たちに声をかけてやれ。アウル！」

　が、アウルはふらふらとしたまま背中を遠ざけていく。追いかけようとしたガイツは、玉座の間から移動しかけていた魔鏡に阻はばまれ、そのまま彼を見失った。

　いかなきゃ。

　あそこに、いかなきゃ……。

　半ば朦もう朧ろうと、たったひとつの言葉を意識の海に漂ただよわせつづけるアウルは、途と中ちゆうからローラナの声が聞こえなくなっていたことに気づいていなかった。




　森の中。

　黒い煙けむりがあたりの空気を焦こがしつつ、ぶすぶすと立ち昇のぼっていた。撃げき墜ついされたエルフィは密集した木々に絡からみ取られる形で、太い枝の上に抱だかれている。上下逆さまになったその飛行機の中から、銀色の髪かみを長く垂らしつつ、ごそごそとシーラが這はい出てきた。

　身体からだを固定するベルトを外すと、機体の枠わくにしがみついていた手がずるりと滑すべって、そのまま落下した。

「イタッ！」

　背中から地面に叩きつけられる。呼吸が一瞬止まり、そのあとで激しくむせた。

「くそっ、魔王め！……」

　いまのシーラにとっては魔王こそが何もかもの憎ぞう悪おの対象だった。足もとをふらつかせつつ立ち上がると、木々の上を味方の航空機が旋せん回かいしているのに気づいた。

　後続機が遅おくればせながらやってきたのだ。

「ふん。落とされたわたしを笑ってでもいるのか」

　そうつぶやいた矢先、森から見上げられる反対側の丘おかに人ひと影かげが現れた気がして、シーラはさっと身を隠かくした。

　シーラの緊きん張ちようにみなぎっていた表情が微び妙みように動く。アウルだった。

　どこから現れたのやら見当がつかない。彼は空を見上げていた。

「もう追うんじゃない！　帰るんだ！」

　確かにそう聞こえた。あわてて彼と同じ方向を見上げたシーラは、空の一点へ消えかけていたリュカールが針路を変へん換かんさせるのを確かに目もく撃げきした。

「あの子供……やっぱり……」




　森の広場へ、警察や病院のものたちが駆かけつけていた。

　プラカードや垂れ幕が散らばっている。祭りの名残なごり。壊こわされた祭りの。

　大勢の人間が入り乱れる中、アウルはよろよろと足を進めていく。

　担たん架かに載のせられたダイアンの姿があった。

　太ふと腿ももに包帯を巻かれていた。疲れも吹ふき飛び、アウルは走って近づこうとする。

　と、ダイアンの手を取って何かを語りかけていたルークが、彼に気づいて素す早ばやく詰つめ寄ってきた。

「おまえ！」

[image: ]

　どん、と手て荒あらく胸を突つき飛ばされ、アウルはたやすく尻しり餅もちを突いた。

「どこいってたんだ！　ダイアンが大変なときに、自分だけ逃にげて、いまさら何の用だ！」

「ぼ、ぼくは……」

　アウルには何も言えなかった。言えるはずがなかった。

「おまえがデモなんかに賛成するからダイアンが怪け我がしたんだ。おれは最初っから反対だったんだ！　おまえのせいだぞ。二度とダイアンに近づくな。今度近くにいるのを見たら、本当にぶっ殺してやるからな！」

　おそらく、ルークは正気ではなかった。ほとんど白目を剝むいていて、鼻からは荒あら々あらしい呼吸が洩もれている。信じられないものを次々と目撃したのだ。そして命の危機に陥おとしいれられたのだ。正気でいろというほうが難しいかもしれない。

　ルークの叫さけびに刺し激げきされてか、近くで応急手当てを受けていた子供が急に泣き叫びはじめた。

　湿しめった風が頰ほおを舐なめていく。土の焦げたような奇き妙みような臭においがしていた。

　ルークは指をアウルに突きつけると、まだ何か言いたげにしていたが、急に何もかも興味を失ったようにアウルに広い背を向けた。

　ルークの肩かた越ごしに、担架に載せられたダイアンが車に運びこまれていくのが見えた。

「ぼくは……」

　アウルはひとり、誰だれにも聞こえないような声でつぶやいていた。

　ぼくは、戦っていたんだよ。

　本当だよ。

　誰か、信じてよ。

　アウルの目からじわりと涙なみだがあふれてきた。

　それは、自分自身への憤いきどおりの涙でもあった。







　あとがき







「虐いじめられっ子の冴さえない少年が、突とつ然ぜん、〝魔ま王おう〟の力を得てしまう」




　この物語の導入部を要約すると、大体こんな感じになります。

　さて、主人公のこの少年、〝魔王〟の力を得たあと、いったい何をするのでしょう？




　①虐めっ子に復ふく讐しゆうする。

　②学校中の美少女を集めてハーレムを作る。

　③世界を征せい服ふくする。




　いずれも甲こう乙おつつけがたし。

　ですが、主人公のアウルくん（一五）、①をするには性格が優やさしすぎる少年ですし、②をしてしまえばこの小説はそもそもスニーカー文庫から出版されてなどいません。




　では、③は？

　魔王ならば世界のひとつや二つを征服したくなって当然のこと。世界の海はおれの海。逆らう奴やつは皆みな殺ごろし。金銀小判がざっくざく。そうして十二分に独裁政治を満まん喫きつしたところで、たかだか四、五人のグループにご自じ慢まんの軍勢を一いち網もう打だ尽じんにされ、最後は第三形態にまで変身したところに止とどめを刺さされて死に至る──これぞ、（古き良き時代に大量発生した）魔王さまの正しいあり方なのは議論をまつまでもありません。

「我は死なぬ。人の心に邪じや悪あくある限り、必ずや復活を遂とげるだろう。はっはっは！」

　と負まけ惜おしみのひと言でも付け添そえれば、次シリーズの伏ふく線せんにもなって完かん璧ぺきです。

　ですが。

　アウルはそれさえやりません。いいえ、やりたくともできません。




　実は、先ほど述べた「次シリーズ」の主人公に該がい当とうすべき人物がアウルその人なのです。

　つまり、「必ずや復活する」という負け惜しみを律りち儀ぎにも実現させた魔王ガリオンのあとを受け継つぐべき人物。

　二に番ばん煎せんじをやってもしょうがない……。

　ということではなくて。

　この魔王さま、復活を遂げ（正しくは無関係の少年に力を渡わたし）たのはいいんですが、あまりに遅おそすぎた。

　前魔王の支配時代から実に五〇〇年の時が経たってしまったのです。




　つまり、この物語世界にも技術革新が起きていたということです。

　中世ヨーロッパ風の文明から、我々の世界で言うところの第一～二次世界大戦時に相当する技術レベルの文明にまで。

　かつては人を支配したほどの魔法に、もはや何の権けん威いもありません。

　魔法使いの操あやつる火よりも、ライフルから放たれる銃じゆう弾だんのほうが速く、強いのです。

　魔法使いが風を操って空を飛んでも、レシプロ戦せん闘とう機きにはかないません。

　魔法使いが操るおどろおどろしい魔物も、戦車の砲ほう弾だんであっさり吹ふき飛んでしまいます。

　現在はむしろ、神の教えのもと、〝邪悪〟と定められた魔法使いは迫はく害がいされ、あちこちで痛い目に遭あわされているという有様。

　そんな時代の中、五〇〇年前の魔王が復活したところでいったい何になるというのでしょう？




　同じ疑問を胸に抱かかえる少年アウル。彼が一体どのような冒ぼう険けんに巻きこまれ、あるいは何を決断して自ら行動することになるのか。

　どうぞお楽しみください。




　ちなみに今作、著者のスニーカー文庫初挑ちよう戦せん作品となります。

　かつて著者がティーンエイジャーだったときに、この文庫から与あたえてもらった冒険の数々。

　一〇年以上前に味わったそれらの興奮を、今度は送り手となってそれ以上のものを皆さまにお届けできれば──と願いつつ。

　またいずれ。
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